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　気づいたとき、倉くら瀬せ遥はる人とは暗くら闇やみの中にいた。

　目の前には完全な闇しかない。反射的に自分の手を見ようとするが、顔に触ふれる寸前という距離まで近づけてもやはり見えなかった。

　と、そこで、

『あ！　そうか、俺、死んだんじゃないか！』

　どうしてこんな状況に置かれているのか、遥人は自分が置かれた状況を唐とう突とつに思い出すのである。

　記憶にある最後の場面は交通事故。遥人が道を歩いていると無茶な運転をしていた自動車が歩道に飛び込んできたのだ。

　不幸中の幸いと言うべきなのか、覚えているのは「あっ！」と思ったところまでで、恐怖も、痛みも、感じなかった。

　それで終わりである。

　自分が死んだという事実に対して、遥人は「こんなもんか」と思っただけだった。

　死である。

　それはもう、この先の人生が続かないということである。

　すべてが失われるということである。

　それでも遥人は、惜おしいと感じなかった。

　何な故ぜなら、我ながらと呆あきれることになるのだが、遥人は生まれながらにして自分でもびっくりするほど人相が悪いのだ。

　顎あごやエラは岩から削けずり出だしたのかと思えるほどゴツゴツしており、目立つ犬けん歯しは見ようによっては牙きばのように感じられる。

　三さん白ぱく眼がんはともすれば目つきが悪く取られがちで、髪質も硬くどんな髪型にしても尖とがった印象が拭ぬぐえない。

　体の方も恵まれているのだが、全体的に骨太でがっしりした頑がん丈じようそうな体格はどう頑張っても華きや奢しやな印象にはならない。

　個々のパーツだけならそこまで悪くなくても、全体として見るとそれぞれが迷惑極きわまりないシナジーを発はつ揮きして悪い方へ悪い方へと見せた結果、「鬼」としか表現できない容よう貌ぼうを作り出してしまっていたのだ。

　その手の最初の記憶は幼稚園の入園式である。

　遥人の顔を見た子ども達全員（年上の在園生含む）が即座に泣き出してしまい、式がパニックに陥おちいり進行不能になるという事態を巻き起こした。

　本当に余よ計けいなお世話だが、今となっては伝説と化しているそうである。

　幼稚園から高校を卒業するまで似たようなエピソードが山盛りだったのだが、正直なところ、卒業さえすれば状況も変わるのではないかと期待していた。

　ところが、そんなことは全まつたくなかったのである。

　学生時代には、同じ顔ぶれがずっと続く窮きゆう屈くつさはあったが、それは言葉を返せば身元が保証されているということでもあった。

　社会に出ると、恐こわい顔をした知り合いではなく、恐い顔をした正体不明の不ふ審しん者しやというカテゴリに押し込められてしまうのだ。

　迷子の女の子に声をかけたら秒で通報され、満員電車でも映画の『十じつ戒かい』のように人波が左右に割れてしまう。

　就職も大変だった。

　まず書類審査で落ちる。問題は履歴書に添付する証明写真で、理由はわからないが真ま面じ目めな顔をすると実物の三割増しで凶悪な顔になる。

　企業の採用担当者も「こんなのが我が社に出入りしていたらイメージが悪くなる！」とでも思ったのか、軒のき並なみ落とされまくった。

　いい加減、絶望しかけたところをどうにかとある企業に滑すべり込こむことができたのだが、そこはそこで大変問題のある会社だったのである。

　会社の方針が犯罪スレスレで、誇こ大だい広こう告こくだろうと詐さ欺ぎまがいだろうと手段は選ばず商品を売り込む。

　クレームはのらりくらりと無視し続け、消費者センターに苦情が集まりはじめると、社名を変更し看板の掛け替えで逃げ延びるというとんでもない会社だった。

　そこで実際にどんな仕事をしていたのかというと、上司からは「お前はそのツラで客を脅おどして黙だまらせるんだよ」と命じられた。

　どういうことかというと、客が苦情を抱えて押しかけてきた際など、まずは普通の社員が応対し、それで相手が納得しなければ遥人が加わり黙って同席するという流れをたどる。

　それだけで大半の客が何も言えなくなるか、少なくとも最初の勢いの何割かは削れてくれる。入社してすぐに顔の恐さを見込まれての採用だったことに気づいた。つまりは、厄やく除よけの鬼おに瓦がわら扱あつかいである。

　そこで開き直れたらある意味で楽だったが、遥人は比較的温和で善良な青年として育っていた。他人に迷惑をかけたり、他人を騙だましたりするのは苦手なのである。ちなみに、自分が温和だという話をしてもまず信じてもらえない。

　辞表を叩たたきつけたいところだったが、辞やめたところで次の就職先などなく、いい加減この先入観だらけの現実世界には辟へき易えきとしていたのだ。

『悪意はない、害意はないって、それっぽっちのことが、なんでなかなかわかってもらえないんだろうなぁ……』

　言葉にしてみると、その次元の低さに自分でも呆れそうになる。だが、そんな初歩的なことすら通じないからこそ大変なのだと遥人は思い知っていた。

　最善の方法は、常に一人でいること。仲間を作らないというよりも、適度に不ふ干かん渉しようの距離感を保ち続けるということが必要だった。

　もちろん、生まれて二十数年で世界のすべてを悟さとったわけではないし、自分から進んで死のうと思ったわけでもない。

　しかし、

『このままダラダラ生きてても、いいことないだろうしなぁ。彼女もできないだろうし。心残りって言えばゲームやったり、マンガ読んだりできなくなるってことぐらいか……』

　趣味と言えばマンガやアニメやゲームといった一人で遊んでいられることばかり。

　ゲームも、そもそも人間関係が苦手なのでネトゲより普通のオフラインゲーム、特にＳＲＰＧシミユレーシヨンアールピージーを偏へん愛あいしていた。一番好きなタイトルなど、シリーズ全作を何十回と周回するほどである。

　もはや目を閉じただけでどのステージにどの敵がおり、どのぐらいのパラメータで、こちらの動きに対してどうリアクションするか完全に思い起こすことができた。

　つまり、ゲーム機本体やソフトすら不要！

　将棋や囲碁の達人は、何も無いところで向き合って、イメージの中でそれぞれの盤面を思い浮かべてゲームを成立させてしまうらしいが、遥人の場合も目隠しＳＲＰＧが可能な熟練度に達していた。

　まったくもって、自慢にならないのだが。

『将棋とかで聞くと「プロ中のプロ」って雰ふん囲い気きで格好良く見えるのに、目隠しＳＲＰＧって、自分で言うのも何だけどマニアックな感じなんだよな……』

　などと、自分の半生を思い出していたはずだが、思わず妙みような愚ぐ痴ちがこぼれる。現実逃避である。

　さすがに現状をどう受け止めるべきかすぐには答えが出なかったのだ。

『あ～～～っ！　もうっ！　死んじゃったぜ、清せい々せいするぜ、この野郎～っ！』

　結局、出てきたのは本音と強がりと負け惜しみが混ぜこぜになった絶叫であった。この後どうなるのかは想像もつかない。

　徐じよ々じよに薄くなって、眠るように消えていくのか。それとも所謂いわゆる「あの世」と呼ばれる場所が在あってそこに連れて行かれるのか。

『ようこそようこそ！　ようこそ死後の世界へっ！』

　相変わらず何も見えない。ただ、人らしき気配が遥人の目の前に現れ、突然喋しやべりかけてきた。

『……あの、どちら様？』

『もう、ねぇ、僕はあなたが死ぬのを、今か今かとずっと待ち望んでいたんですよ！』

　声は遥人の言葉が聞こえていないのではないかという勢いで、自分の言いたいことだけを口走る。

『いやあの、言い方……』

『そんな細かいことなんてどうでもいいじゃないですか』

『細かくないし！』

　どうやら遥人の声は聞こえているようだ。

　確かに遥人は、自分が死んだことを悔くやんだり悲しんだりしていなかったのだが、だからといって『待ち望んでいた』という言い方はさすがにナイ。

　有あり体ていに言って、この時点で印象は最悪である。

『ぜひ僕と一緒に来てください！』

　脈みやく絡らくがなさ過ぎて目め眩まいがしそうな気持ちになった。一緒に来て欲しいならあんな話しかけ方はしないだろう。

（なんだ、このとんでもないヤツ……。いや、ひょっとして死後の世界だと、こういうヤツがスタンダードなのか？）

『あっと、まずは自己紹介ですよね。僕の名前はディートリッヒ。よければディートくんと呼んで下さい』

　どこのマスコットキャラの名前だと内心で突っ込んでいたのだが、次のディートリッヒの言葉はさすがに無視できないものだった。

『僕と一緒に来ていただければ、再びあなたは生を謳おう歌かできるんですよ！』

『それって、生き返らせるってこと？』

『ちょっと違いますが、概おおむねその通りです。プラス、あなたがこれまで経験したことがないような、目くるめく充実の日々をお約束します！』

　怪しいことこの上ない。

『……俺、そういうのはもういいんで』

　とにかく、関わり合いにならない方がいいと判断して即答した。

『はへっ？　いい、とは？』

　ディートリッヒと名乗った声は理解できなかったのか、ものすごく間の抜けた声で問い返してくる。何となく絶句したような気配だけは伝わってきた。

『もう、自分が死んじゃったのは理解した上で、いいかなぁと思っているんだよ。細かい話は省はぶくけれど、わりと生きづらい人生を送ってきたんで』

　相手からこちらの顔が見えているかどうかはわからないが、とりあえずそう言い訳をしておく。

『ちょ、ちょっと待って下さいよ。それは困りますって！』

『困るって言われてもなぁ……』

　たとえ生き返るのだとしても、どうせ生き返ったところでこの顔である限りは同じ状況である。それならこのまま楽になってしまうのが得策というものだ。

　しかしディートリッヒはまるで納得できないようだった。

『とにかく一回、騙されたと思って僕と一緒に行きましょう！　ほらほら、どうせ死んだんだから、もう恐いものなんてないでしょ？』

『それ、ウチの会社が客を騙すときの常じよう套とう句く……。てことは、どうせ、一回行ったらもう後戻りできない感じになっちゃうヤツだろ？』

　遥人の指摘で図星を突かれたのか、声の主ぬしは唸うなる。

『困りましたね。ここまでガンコな方だとは……。どうやら諦あきらめるしかなさそうです』

　やっと解放されるかと思ったのも束つかの間ま、

『じゃあ、そういうことで、では行きましょう！』

『は？　ちょ、ちょっと待てっ！』

　腕が引っ張られるような気がした直後、凄すさまじい勢いで空間を移動していく感覚に包まれた。

『ど、ど、どわ～～～～～～っ!?　諦めるんじゃなかったのかよ！』

『ええ、同意の上で、一緒に来ていただくのを諦めた、感じです！　いいからいいから、任せて下さいって！』

『それ、絶対信じちゃいけないヤツじゃないかっ！』

『ぶっちゃけ、あなたが納得してくれるかどうかなんてどうでもいいっていうか。最終的に、僕の目的さえ叶かなえばそれでいいっていうか』

『いっそ、清すが々すがしいほどのゲスっぷりじゃね～～か～～～～～～～～っ！』

　ドップラー効果──があるのなら、盛大にそれを発生させる勢いで、遥人はいずこかへと連れ去られるのだった。
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　生き返らせてやる、とディートリッヒは言っていた。

　その言葉から、目を開けて最初に見えるのはきっと白くて清せい潔けつな部屋──病院の中の一室だろうと思っていた。

　──だが、

「く、暗い……。あと、おどろおどろしい……」

　真まっ暗くらだった。

　想像とは似ても似つかない場所である。

　密閉空間なのか、声が反響して聞こえた。密閉空間だ、と断言できないのは、薄暗いことに加え驚くほど広いため、この場の端がどこなのか見えないからだ。

　闇から暗闇へと移動してきたわけだが、先程と同じ場所ではないことだけは確かなようである。薄暗い中、離れた場所にいくつかの灯あかりが点ともされているのが見えた。

　電灯などではない。

　ゆらゆらと揺らめいているところからすると篝かがり火びかなにかだ。色は、蒼あお。火だというのに寒さむ々ざむしい雰ふん囲い気きを放っていた。

　加えて、目の前に巨大な、おそらくは「鬼」をモチーフにしたのではないかと思われる石像がそびえ立っている。

　凶暴そうな顔が、ちょうど遥はる人とが立つあたりを見下ろしていて、先ほどの篝火と相まって非常に不ぶ気き味みだ。

（……俺に「凶暴そうな顔」とか言われたら、石像も心外かもしれないけど）

　やや自じ虐ぎやく的てきな感想を抱きつつ、本当に生き返ったのかと遥人は自分の手足に触ふれてみた。

　先程とは違って手や足はちゃんと見えるし、感覚も実感を伴ともなっている。念のために何度か、確かめるように床を足で踏ふみしめたがやはりちゃんとした体に戻っていた。

　床は大理石のような滑なめらかな石材で作られていて、特別な場所のように見えた。鬼の石像や青白い篝火などをひっくるめて考えると、祭さい壇だんだろうか。明らかに邪悪寄りだが。

　周囲には、鏡のように顔が映るほど磨みがき込こまれた石柱が林立していた。

　試しに前に立つと、

「本当に顔が映るな──って、顔ぉぉぉっ!?」

　柱に映った姿を見て、思わず声を上げてしまった。

　角度や動作が全く同じであることから、映っているのが「自分」だということはわかる。だが、その鏡面に見えている顔はとても自分のモノとは思えなかったのだ。

　繊せん細さいな線を描えがく細い顎あご。

　通った鼻筋に形のいい鼻び梁りよう。

　まつげが長めで、一見すると女性のようにすら見える穏おだやかな目。

　髪も艶つややかでクセ一つなく、どこかのアイドルのような中性的な髪型に整えられている。しかも金髪。思わず前髪をつまみ上げるが、染めているようには見えなかった。「王子様」とでも言えそうな、絶世の美少年の顔が映っていたのだ。

「ナンだこれっ!?」

　遥人は石柱に顔をこすりつけるようにして、映り込んだ、おそらく自分のものと思われる顔を凝ぎよう視しした。

　両手であちらこちらを触ってみると石柱に映る姿も同じように顔を触りまくる。間違いなく、石柱に映り込んでいる顔は「自分」である。

『その体は、今日からあなたのものですよ！』

　遥人を誘ゆう拐かいしてここに連れてきた変人の声が、今度は頭の中から聞こえてきた。

「俺のモノって──」

『全部お任せしますのでよろしく！　じゃあ、またお会いしましょう！』

　ディートリッヒは妙に気楽な調子でそれだけを言い残して消えてしまうのである。

「ちょと待て！　おい、こら、行くな！　ホウレンソウ！　報告、連絡、相談！　社会人の常識でしょ！　いや、社会人かどうかは知らないけれど、せめてここに連れてきた理由ぐらい教えてからどっか行けっ！」

　遥人がどれだけ呼びかけても返事はない。フラストレーションは秒速で限界を突破して、怒りに任せて絶叫していた。

　ただ自分でも不思議だったのだが、遥人はこんなおどろおどろしいロケーションに放り出されても、そこまで恐れてはいなかったのである。

　もちろん状況がわからない疑問はあるのだが、恐こわいとは思わない。それに何な故ぜかこの場所に見覚えがあるような気もしていたのだ。

「こんな場所、来たことなんてないのに」

　そもそも「生き返っている」段階で普通の場所であるはずがない。そんなことを考えていると、石像の向かいにあった壁が音を立てて開いていく。

　外から明かりが入って入り口付近が少し明るくなると、開いたのは壁ではなく巨大な木製の扉だったことがわかってきた。

　外の眩まぶしさに目を細めていると、その向こうから四つの人影が現れる。

「おぉ、陛へい下かが！　陛下が再び自分の足で立っておられる！」

　それは、これほど不気味な場所に似つかわしくない、人の好よさがにじみ出た声だった。

　まだ目が明るさに慣れず顔をしかめている遥人に向かって四つの足音が近づいてくる。入り口付近から暗がりの中に入ってきたことで四人の姿形がようやく見えてきた。

　一人は遥人に声をかけてきた人物──白いローブを身にまとった小柄な老人だ。七○歳ぐらいだろうか。理性的な雰囲気を醸かもし出だしていて、学者か神官のように見える。

　少なくとも日本人ではなさそうだ。

　その老人の左右に、二○代前半だと思われる青年と、一一歳か一二歳ぐらいに見える幼い少女が付き従っていた。

　青年は、軍服であるらしい制服を隙すきなく着こなしており、無言のまま遥人に対して最さい敬けい礼れいを取っていた。

　異質なのが青年の反対側にいる少女だ。

　まるで人形のように愛らしい顔立ちをした、将来はさぞ美人になるに違いないと確信できる金髪碧へき眼がんの美少女なのだが、何故か眉まゆを吊つり上あげ口をへの字に曲げてこちらを睨にらみつけているのだ。

　最後の一人は、他の三人からさらに異彩を放っている。まず目が行くのが服装だ。つややかな、シルクのような素材で作られたローブをまとっているのだが、その色は紫。生地が極ごく薄うすで、外からの明かりで彼女の体のラインがうっすらと透すけてしまっている。

　胸元が大だい胆たんにカットされ、豊かな双丘の谷間が露あらわになっているのだが、その間には何故かドクロをかたどった首飾りが下げられている。そのドクロの装飾品は、胸元だけではなく体の至いたる所に見受けられた。

　年齢は二○歳になるかどうかといったところか。目鼻立ちがくっきりとした、ラテン系の美女でスタイルもモデル顔負けなのだが、服装のインパクトが全部を持っていっている感じだ。

　そうこうしていると、老人が感極まった様子で遥人に歩み寄ってくる。

「陛下、再びこうしてお会いできるとは……」
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　一方的に感動されてもワケがわからない遥人だったが、老人の方が何かを察さつしたのか「ああ」と小さく頷うなずいた。

「これは、申し訳ございません。……あなた様は我々がお仕つかえしていた陛下とは別の方でしたな」

　でしたな、と確認されても、遥人にはイエスともノーとも答えようがない。

「その俺、何もわからない状態で、よければ詳くわしく教えていただけませんか？」

　遥人はとりあえず、まともに会話できそうな老人に提案する。

　何もわからない、と言った途と端たん、女の子の目がさらに険けわしくなった。何かまずい発言だったのかもしれないが、今は状況を確認する方を優先させてもらう。

「ともあれ、ここでは落ち着いて話もできますまい。場所を移しましょう」

　遥人にも不服はなかったので、促うながされるまま不気味な大広間を後にする。その際、もう一度振り返って祭壇を見ると、やはりどこか見覚えがあるような気がするのだった。





　　　　２






　邪教寄りの祭壇らしき場所を出たそこは、驚いたことに西洋風の石造りの城だった。

　かなり広い敷地を持った城であるらしく、それに相応ふさわしい広大な中庭を横に見ながら、いかにも高価そうな絵画や彫像、壺つぼなどが飾られた長い廊下を延々と歩く。

　道中は無言。

　背中に、すぐ後ろを歩いている女の子から睨まれているような視線を感じるのだが、本当かどうか確認したり理由を問うことはせずにおいた。

　気にはなるが、生存本能が警けい鐘しようを鳴らしていたからだ。余計に面倒なことになりそうだ、と。

　そんなわけで、居心地の悪いまましばらく歩いた遥人は、こぢんまりとした応接室へと案内された。

　明るく、清潔で、座り心地のいいソファに促され腰かけようやくホッとする。遥人が席に着くと、青年を残し、老人と少女は遥人の向かいの席に、怪しい美女は部屋の入り口に置かれた予備とおぼしき椅い子すに腰を下ろした。

　来る途中にはもっと広い応接スペースもあったのだが、より落ち着く場所としてこちらを選んでくれたのかもしれない。

　正直なところ、この狭さがものすごく居心地いい。この城、何もかもが豪ごう華かで広々として落ち着かないのだ。我ながら小市民である。

　ひと通りソファの感触を確かめ終わったあたりで、遥人の聞く態勢が整うのを待ってくれていたらしい老人が口を開いた。

「さて、どこからお話しすればいいのか……。少し長い話になってしまいますが、ご容よう赦しや下さい。楽になさっていただければ結構です。堅かた苦くるしい敬語なども必要ありませんので」

　堅苦しいのは苦手なので不要と言われると大変ありがたい。

　長話も、そもそもこちらも、あの変人にろくな説明もせずに放り出された身。情報は喉のどから手が出るほど欲しいので都合がよかった。

「まずは陛下──ではなく、あなた様の御おん名なを伺うかがってもよろしいですかな？　わしは宮廷魔道士のオストヴァルトと申します」

「いいですよ。俺の名前は遥人です。……え、と、ハルト・クラッセンです」

　本名は倉くら瀬せ遥人だが咄とつ嗟さに、ゲームなどで使っている洋風の名前を口に出した。

「ハルト・クラッセン殿、ですな。良き名です」

　オストヴァルトと名乗った老人は、嚙かみしめるように遥人の名前を繰り返した。

「では他の三方を紹介いたしましょう。こちらに控ひかえている青年、近衛このえ兵へい長ちようを務めている騎士ですが、名をカールハインツと申します」

　老人改め、宮廷魔道士のオストヴァルトが紹介すると、オストヴァルトの背後に直立不動で控えていたイケメン青年が一歩前に進み出て一礼する。

「カールハインツ・ヒュッテンバッハです。どうか、お見知りおきを」

「あ、ええ、よろしく」

　近衛兵長というからには要人警護が仕事なのだろう。詳しい話はオストヴァルトに一任するつもりなのか、カールハインツは挨あい拶さつを終えると一礼し、再び一歩下がった。

「兄の体を使って、家臣にへりくだった態度を取らないでいただけませんか！」

　それまで不機嫌そうな顔で、オストヴァルトの横に座っていた女の子が、我慢の限界を超えたといった様子で口を開いた。

　外見に相応しい、澄すんだ声で、上品な言葉遣いだ。惜おしむらくは、それが遥人を叱しつ責せきするために使われていることなのだが……、

（やっぱり苦手かもしんない、この子……）

　と心の中で溜ため息いきをつく。

　遥人の心境を察したのか、オストヴァルトもハラハラした様子で「どうかお鎮しずまりを」と女の子を宥なだめようとしてくれていた。

　その接し方だが、明らかに身分が上の相手に対する敬意が感じられた。彼女もやはり、この場に同席するべくしてしている重要人物であるようだ。

「ハルト殿、どうかご容赦下さい。このお方は、ハルト殿が宿っておられる肉体の、本来の持ち主の妹いもうと御ごにあたるお方なのです」

「宿る？　本来の、持ち主……？」

「そうです。そのお体は、我がザントゼーレ帝国、第一五代皇帝であらせられる方のものなのです」

「はい………？　皇──いぃっ!?」

　最初、オストヴァルトが何を言っているのかすぐには理解できなかったが、意味が脳みそに届いた途端、遥人は思わず軽く腰を浮かせてしまった。

　皇帝である。

　英語で言えばエンペラー。

　ドイツ語で言えばカイザー。

　つまり、いくつかの国々をまとめ統治する、国家のトップだ。

　柱に映った容姿を見て王子様のような顔立ちだと思ったのだが、本当にやんごとなき身分の方だったわけである。

「こちらはアリーセ様、アリーセ・フォン・バルシュミューテ様であらせられまする」

　即座に暗記しろと言われたら絶対無理な、長ったらしい名前が出てきた。アリーセ（辛かろうじて覚えた）は、「ふん」とばかりに薄い胸を反そらす。

「つまり、皇女様？」

「左様でございます」

　確かに、年齢にしては言葉遣いは気品あるものだ。端はし々ばしに、遥人に対するトゲが感じられるのはどうにかして欲しいのだが。

「何か文句でもあるのですか？」

　視線に含みを感じたのか、アリーセは間かん髪はつを入いれず詰きつ問もんしてくる。

「い、いや、別に文句はナイよ」

　咄嗟のことだったので思わず声がうわずってしまう。説得力は皆かい無むだ。

　アリーセは三割増しで怒った顔になったものの、それでもこのままでは埒らちが明かないと理解しているのか、むっつりと黙り込む。

「と、とにかく、ハルト殿の体は我が主あるじである皇帝陛下のもの。あなた様はご自身の世界で死したのち、この世界へと召喚されその肉体に憑ひよう依いしたのです」

「憑依？　いや、あの、この体に乗り移ったのは俺の希望ってわけじゃなくて……」

　兄の体を乗っ取ったから、アリーセはこんなに遥人を睨んでいるのかと思ってそう言うが、オストヴァルトは首を横に振る。

「ご安心を。元々、ハルト殿がその体に宿るのは陛下のご希望によるもの。その点はご心配には及およびません。アリーセ様は、兄一人妹一人でずっと支ささえ合あって生きてこられた故ゆえ、単に寂さびしがって──ふぐっ!?」

　オストヴァルトの言葉を物理的に遮さえぎったのは、彼の横に座っていたアリーセである。座ったままの体勢だからそこまで力は入っていないだろうが、それでも容赦なくオストヴァルトの向う脛ずねを蹴けりつけたのだ。

　遥人は、自分の脚を蹴りつけられたかのように、顔をしかめた。

　外見や言葉遣いはいかにも良家のご令嬢然としているのに、行動がえぐい。

　オストヴァルトは「ふぐぅ」とうめき声をあげながらも、何事もなかったかのように表情を取とり繕つくろい顔を上げた。

　目の端にうっすらと涙が浮かんではいたのだが。

「とにかく、陛下はこれから召喚する相手──つまりハルト殿にその体を受うけ継ついでいただきたいとお考えでした」

「受け継ぐって、その、皇帝って人は？」

　遥人が問うと、場は、にわかに静まり返った。

「皇帝陛下は、もうこの世には留とどまっておられません。命と引き換えに、あなた様をこの世界に召喚したのです」

　なおもオストヴァルトの言葉は続く。

「陛下は御おん歳としまだ一八とお若かったのですが、残ざん酷こくなことに命数が尽つきようとしておりました。ところが我がザントゼーレ帝国は、現在過酷な戦争状態にあります。陛下にはまだ妃きさきも世よ継つぎもいらっしゃらず、そのような状況で皇帝崩ほう御ぎよとなれば国は乱れ、戦いくさにも敗北すること必定……」

「それで皇帝が不在のままではまずいから誰だれかがその影武者に、ということ？」

「はい、概おおむねその通りでございます」

「でも、命数っていうのは寿じゆ命みようってことでしょ？　よくわからないけれど、寿命が尽きた体に乗り移ったところで生きていられるの？」

　早い話、不治の病やまいに罹かかった体にいくら新しい魂たましいを入れたところで長生きできないだろう。しかしオストヴァルトはその疑問を否定する。

「いえ、陛下は魂の活力が生来弱く、この歳までしか生きられぬ運命でしたが、健康な魂が宿ればそのお体は天てん寿じゆを全まつとうできる、とこういうことなのです」

　とりあえず、オストヴァルトの言いたいことはわかった。

「祖国のためにディートリッヒ様は自らの残り少ない命を削ってハルト殿を召喚なされたのです」

「はい？　……ディートリッヒ？」

「左様です。ディートリッヒ・フォン・バルシュミューテ様でございます」

　それはつまり、さっき遥人を誘拐したあの変人のことではないだろうか。

　てっきりあの変人は、召喚の魔法か何なのかはわからないが、それで作られるコンパニオン的なキャラクターだとばかり思っていたのだが、今の非常にシリアスな話で聞かされた皇帝があの頭のネジが一本抜けているかのようにお軽い変人だったのだろうか。

（色々とイメージが崩れる……）

　国に命を捧ささげる皇帝、という図で、結構良い話だと思っていた気分がぶち壊しである。

「でもいったいどうやって……」

　そこで、待ちかねたとばかり口を開いたのは、これまで大人しく待っていた露出度高めの美女だった。

「そこですそこ！　ハルト様をこの世界にお迎えするために、我々闇の神を信しん奉ぽうする暗黒教団トラグフェルが全面的に協力させていただいたのです！」

　離れて座っていた場所から、ここぞとばかりに身を乗り出してくる。先程から人一倍話したそうにしていたので、オストヴァルトから紹介されるのを待ちきれなかったようだ。

「暗黒教団……？」

　また胡う散さん臭くさい名前が出てきたものである。遥人は全力で怪しんでいるのだが、目の前の美女は気づかなかったのか満面の笑顔で頷き、大きな目をキラキラと光らせて語り出す。

「は～い、わたくし、トラグフェルの巫み女こであるクリームヒルトと申します。帝国の危機にお力添えをするためはせ参じた次第なのですわ」

「自分達の存在を認めさせるという取引でね」

　彼女のことも好ましく思っていないのか、アリーセは不機嫌そうに言う。

「認める？」

「ハルト殿を召喚するにあたり、特殊な魔法が必要となったためトラグフェル教団に助力を求めました。帝国領内において彼らの活動は保護される、という条件だったのです」

　つまり、現時点では公おおやけに認められていない宗教ということなのだろう。

（まぁ、自分で暗黒教団とか言ってるしな……）

　オストヴァルト達三人とクリームヒルトと名乗った女との間に距離感のようなものを感じていたのだが、そもそも立場的に微妙な違いがあるらしい。

「約束は約束ですわ。ハルト様には闇の神を信奉する立派な暗黒神の化身として、欲望のままに行動していただく所存です」

「ま、待ちなさい！　そんな話は──」

「そうです。トラグフェルを保護していくことはお約束しましたが、陛下が信仰されるかどうかはまた別問題」

　遥人自身も混乱しているが、オストヴァルト達も意見統一できていないようだ。それぞれ意見を主張しはじめる。

　肝心の遥人はというと、実は侃かん侃かん諤がく諤がくの言い合いを目の前にしながらも、全然別のことを考えていた。

（ディートリッヒ？　ザントゼーレ？　でもってトラグフェル……？）

　たった今、聞いたばかりのはずの名称だが、実は遥人はそれらをよく知っていた。

「あの、この国と戦争になっているのって、リグラルト王国って名前だったりする？」

　遥人の質問に、四人はピタリと黙る。

「は、はぁ、その通りです」

　代表して、オストヴァルトがやや不思議そうにしながらも首肯した。

「正確には、リグラルト王国はザントゼーレ帝国に敗れ崩壊。王族の中で唯一生き残った王太子が辺境に落おち延のび、そこから国を取り戻すために解放軍を立ち上げ帝国の支配地域を解放して回っている、みたいな感じだったり……」

「ハルト殿は、陛下から事前に我が国の状況を聞き及んでおられたのですか？」

　確かに遥人はディートリッヒと会話したものの、闇の中での接点はほんの一瞬だけで、あの場でレクチャーを受ける余裕などなかった。ただ遥人には、ザントゼーレ帝国の状況について説明を受ける必要はまるでなかったのだ。

　何故ならば、この世界は、生前に遥人が何よりも愛し、何十回と周回してプレイしたＳＲＰＧシミユレーシヨンアールピージーそのままだからである。

　そのタイトル名を『フェーゲフォイア・クロニーケン』という。

（これ、もしかして、ゲームの世界に転生したパターンだったりするのか……？）

　さっきの祭壇も、見覚えがあるはずである。

　あれは、ゲームにおける最終決戦の場。

　ゲーム画面では数え切れないほど見ていたはずだが、さすがに実物大の景色を眺ながめるとかなり印象が違って見えたのだ。

　一つ問題なのは「ディートリッヒ」がプレイヤーが操作する主人公ではないということである。

　それどころか、ザントゼーレ帝国は主人公が倒そうとする敵国であり、皇帝ディートリッヒは最終マップで主人公が伝説の剣で以もつて打ち倒す、ラスボスなのである。

（ちょっと待てよ……）

　この体が本当に『フェーゲフォイア・クロニーケン』の「ディートリッヒ」なのだとすると、主人公は勇ゆう猛もう果か敢かんな解放軍の勇士達を率ひきい、今この瞬間も遥人の首を狙ねらって着実に迫って来ているということになる。

　しかもこの世界が本当にゲームに忠実なら、遠からず解放軍が勝利し、皇帝が命を失う結果となって大団円を迎えることになるのだ。

（死ぬじゃん！）

　生き返らなくていいと思っていた人間の文句ではないと思ったが、「生き返らない」のと「積極的に死ぬ」のは別だ。

（痛いのとか苦しいのとか絶対勘かん弁べんして欲しいし！）

　噓うそ偽いつわりない本音である。ただここで、ようやく色々つながった気がする。

（あいつ、ラスボスのあれやこれやが面倒になって、全部俺に押しつけて逃げるつもりなんじゃないのか!?）

　本物のディートリッヒに「ゲーム」の自覚があるかどうかはわからない。しかし、いずれにしてもこの国が困難な状況に置かれているのはわかっていたはずだ。

（やっぱり騙だましじゃね～か～～～っ！）

　あの軽薄そうな声の印象が余計にその推論に説得力が増す気がする。

「ハルト様、ぜひ、我が教団の教えに従いお過ごし下さい。愉たのしいことばかりですわ！」

　遥人の困こん惑わくを知ってか知らずか、クリームヒルトは蠱こ惑わく的てきな笑みを浮かべながら、ずい、と自分の席を離れて遥人の元に寄ってくる。

　大胆に胸元が開いた服で、さらに谷間を強調され、遥人は思わずそこを凝視しそうになるのだがアリーセの冷たい視線に気づいて慌てて明後日あさつての方向に目を向けた。

　そもそもゲームでも、暗黒教団の影響で「ディートリッヒ」は悪の皇帝の道を突き進むことになるのだから、彼女の言う通りにしすぎると死亡エンドに近づくことになるということだ。

（やばいぞ、やばいぞ、やばいぞ！　ナニコレ。ワケがわからないまま連れてこられたら、いきなりゲームの悪役の皇帝で、もうすぐ主役側に殺される運命とか、詐さ欺ぎすぎるだろう！　何が『充実の日々をお約束します』なんだよ～～～～っ！）

　改めて自分が置かれた状況のまずさに慌てふためいていると、

「いや、これは焦あせりすぎましたな！　いやすぐにはご納得いただけなくとも仕方ありますまい。話の続きはまた日を改めるとしましょう」

　空気を読んだのか、それともクリームヒルトからの干かん渉しようを邪魔したいと思ったのかオストヴァルトが口を差し挟む。

「ただ、ハルト殿がまだ状況をよく理解されていないのは重々承知しているのですが、本日は午後から視察の公務が入っておりまして。見ているだけで結構ですのでハルト殿におかれましては今後のことを考える前に、一度だけご協力を願えませんでしょうか？」

「見ているだけでいいの？　まぁ、それなら……」

　遥人にとっても、考える時間がもらえるのはありがたい。とりあえずこの要よう請せいは引き受けることにした。

「そうだ、一つだけ聞きたいんだけれど」

　足下が落ち着かないような気持ちは少しも改善されていないが、いずれにしても一つだけ確認しておかなければならないことがある。

　必ずしも一枚岩というわけではないようだが、皇帝の身み代がわりを仕立てたいという一点では一致しているだろう。

　影武者は、他人に見破られない必要がある。その点、本物の体に召喚した魂を憑依させて動かせば、少なくとも体だけは本物だ。この世界に縁者がいない遥人ならば、出自から露ろ呈ていすることも避けられるだろう。

　ただ、いくら極秘事項だったとしても、そのためにわざわざ異世界から人間を召喚するなど、労力が釣り合っているとは思えない。遠慮していてもはじまらないので遥人は思いきってそのあたりの疑問をぶつけてみた。

「確かに、疑問はごもっともですな」

　オストヴァルトは早く遥人をこの場から遠ざけたい様子だったが、それでも質問を無視するようなことはしなかった。

「近衛兵長殿、鏡を」

　オストヴァルトが声をかけると、即座にカールハインツが動き出した。部屋の奥にある衝つい立たての奥から、遥人の全身が映る姿すがた見みを取り出し持ってきた。

「ハルト殿、まずは鏡の前にお立ちいただけますか？」

「別に、いいけど……」

　遥人は言われた通り、ソファから立ち上がる。

　鏡には、別段不自然なものは映っていない。もちろん遥人が金髪碧眼の貴公子然とした青年の姿をしていること自体、異常極まりない。しかもさっきの話では一八歳ということなので歳も若返っているわけだが、これは召喚のせいであるのでノーカンだ。

「実はハルト殿は、我が帝国を興おこした伝説の皇帝と瓜うり二ふたつなのですよ！」

「伝説の皇帝!?」

　ゲーマーにとっては厳いかつい単語が出てきて、そんな場合ではないとは思うのだが、にわかに興味がかき立てられた。

「いや、そっくりって言ってもこの顔はディートリッヒのなんだろ？」

　遥人の顔とはまるで違う。似ているのは背の高さぐらいだろうか。それとて、遥人の本来の体格はもっと筋肉質なので大分印象が異ことなる。

（それとも魂がその伝説の人物と同じです、みたいな感じなのか？　俺って実は凄すごい才能を秘めていたりして……）

　素そっ気けない態度を取りつつも、内心は興きよう味み津しん々しんである。

　遥人が読んだ小説などでも、元の世界では活いかせない才能であったり資質が異世界だからこそ有利に働くというのはもはや定番だ。

　これがディートリッヒが言っていた、前世では経験したことがない充実の日々、というヤツなのだろうか。

　そんなうまい話はないだろうと疑いながらも、遥人はちょっぴりだけ期待してオストヴァルトの説明を待つ。

「では失礼をして……」

　遥人があれこれを思い浮かべディートリッヒの姿を確認していると、オストヴァルトが何やら口の中でマジックワードを唱となえ、遥人に魔法をかける。

　すると──、

　金髪碧眼の貴公子然としたディートリッヒの顔がブレ、違う顔へと置き換わっていく。それは、ゴツゴツした輪りん郭かくに牙の様な犬けん歯し。

　自分で見ても目つきが悪い目にツンツンの髪。

　ひと言で表現すると「鬼おに瓦がわら」という、倉瀬遥人本人の顔だった。

　体の方も、痩やせ形がたのディートリッヒのものから、元のゴツい体格に変化している。それでいて、服はどういう理屈なのかはわからないがサイズ的な不足を感じなかった。

「な、な、な～～～～～っ！」

　遥人は思わず絶叫した。

　厚かましくもディートリッヒの顔を何度か自分のものとして認識したためか、改めて見ると自分でも恐い顔してるなぁなどと感じてしまう。

「うひぃ、なんておっかない！」

　魔法をかけた本人であるはずのオストヴァルトまで悲鳴をあげて腰を抜かした。

「あんたがやったんだろっ！」

　初対面の他人だということも忘れて思わず突っ込む。

「いや、もちろんその通りでございます！」

　自信たっぷりにオストヴァルトが断言した。

　色々と突っ込みどころが山積みである。

「もうちょっとわかりやすく説明してくれよ！　俺は幽霊なんだか魂なんだか、そういった形でこの人の体に憑依したんでしょ？　なんで元の顔になってるのさ？」

「兄の体を使っているのに、グチグチと文句ばかり言わないでいただけますか？」

　遥人が疑問を並べ立てると、相変わらず遥人に対して当たりが強いアリーセの叱責が飛んでくる。

　遥人の変化を見ても涼しい顔で紅茶をすすっているあたり、オストヴァルトよりずっと肝きもが据すわっているらしい。

「ハルト殿の困惑ももっともでございます。今、使用した魔法は魂の形を読み取り、それを表面的に再現する幻術。つまり今のお姿は魔法によって作られた幻でございます」

　そう言われ、もう一度鏡を見るが幻だとは思えないほどよくできていた。笑顔を浮かべようと思えば笑うし、顔をしかめればその通りになる。

　手で触れても、頰ほおや額ひたい、髪の感触も実物としか思えなかった。体格がゴツくなっても服が窮きゆう屈くつにならないのは幻術だからなのだろうか。

「これが、幻？　わざわざ魔法で再現したことを考えれば、召喚なんて大がかりなことをして俺を呼び寄せた理由がこの顔だっていうのは本当なんだろうけれど……」

「その理由をご理解いただくには、我が国の成り立ちについて説明する必要があります」

　設定ではどうなっていたかと思い起こす。

「確か、初代皇帝が亜あ人じん種しゆとのハーフで、凄すさまじい力を授かって一代で帝国を築き上げたとかなんとか……」

　遥人が設定資料集で読んだ知識を思い返しながら言うと、オストヴァルトは感心して深々と頷いた。

　アリーセは何故か面白くなさそうな顔をしている。

　カールハインツは先ほどから黙もくしたまま直立不動の姿勢を崩さない。こちらは近衛兵として理想的な立たち振ふる舞まいである。

　ただ、ゲームに敵ユニットとして出てきた時はもっとざっくばらんな性格をしていたはずだったので、少し不思議だった。

　強さと皇帝への忠誠心だけではなく、ある種の人間臭さを備そなえた人物として描かれ、敵であるにもかかわらずプレイヤーから絶大な人気を博していたのだ。

（まぁ、何もかもがゲームと完全に同じじゃなくても不思議じゃないか……）

　そんな微妙な違いが気になるのだが、まずはオストヴァルトの話に意識を戻す。

「我が国の歴史について、もう少し詳しくご説明すると始祖様は人間と人食い鬼──つまりオーガのハーフとしてお生まれになりました。人の知性とオーガの力をもって戦国時代に林立していたいくつもの小国家をまとめ上げ、偉大なザントゼーレ帝国を建国されました。その始祖様とハルト殿の顔が、瓜二つなのですっ！」

　どや、という感じで言われたが、

「恐い顔、恐い顔、と散々言われてきたが、とうとう人食い鬼扱いかよっ！」

　遥人は思わず叫んでいた。

（ひょっとしてあれか!?　俺の顔がもっと普通だったら、転生するにしても主人公側にしてもらえたのか!?　顔か!?　世の中結局顔なのかよ～～～～っ！）

　魂の絶叫である。

　ディートリッヒが上品な顔立ちをしているのに対し、初代皇帝と同じ「オーガ」じみた顔をしている遥人だからこそ影武者に相応しいということらしい。

　普通、影武者は瓜二つの顔立ちの人間が務めるものと思いがちだが、『フェーゲフォイア・クロニーケン』の場合、ラスボスであるディートリッヒは最後まで漆しつ黒こくの全ぜん身しん鎧よろいを身にまとい、顔まで仮面付きの兜かぶとで隠している。

　そのおかげで素顔を知っている人間はほとんどいないという設定であるため大丈夫なのだろう。

　だが、となると、

「あんた達の目的はつまり、俺の元の顔がディートリッヒの素顔だとして国民に見せるつもりなのか？」

　わざわざ顔で召喚する相手を選んだのだとしたら、そういう使い方しかないだろう。

「その通りでございます！」

　対してオストヴァルトはしれっと遥人の指摘を認める。

「さらし者かよ……」

「ご不快はごもっとも。しかしながら、そのどこからどう見てもオーガその物としか思えない顔！　それを見れば初代皇帝の偉業を国民の誰もが思い起こし、兵達の士気が高まるに違いありません！」

　さらし者よりオーガその物としか思えない、という評価の方がよっぽど酷ひどいと思うのだが、文句を言っても取り合ってもらえなさそうだったので黙っておいた。

「顔だけで皇帝の代わりなんて務まるわけないじゃないか」

　あるいは、完全に操あやつり人形で、ただのお飾り程度の期待しかされていないのかもしれないのだが。

「いえ、実際にご尊顔を拝して確信いたしました。あなたこそ、オーガの血を引いておられるに違いありません！　であれば必ずや偉大な皇帝になれること請うけ合あいですっ！」

「そんな血、引いてないわっ！」

　オストヴァルトの力説を即座に否定するが、

「いやいや、そんな、ご謙けん遜そんなさらなくても」

　食い下がられてしまう。

「あんたらとは絶対価値観が一致しない自信があるぞ！」

　宮廷魔道士となれば知的なポジションにいると思うのだが、今の発言は理屈を度外視しすぎてはいないだろうか。

「ご存じないだけでこっそりと引いているとか？」

　さっきまで牽けん制せいし合っていたクリームヒルトがあっさりとオストヴァルトに同調する。

「オーガなんて俺の世界には存在しないの！」

「たとえ引いておられなくても、そこまで似たお姿ですから、小しよう官かんも不安は感じません」

　カールハインツも同意。

「当然でしょう」

　遥人を睨みつけていたはずのアリーセまで同調する。

　何これ、俺の方が間違ってるの？　と自分の価値観が根底から揺らぎそうになりながらも、とりあえず「視察」とやらに向かうことにするのだった。
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　わからないことだらけのままだが、見ているだけでいいと言われたので、遥人は請こわれた視察に向かった。何を見せられるのかわからないが、その間は身の振り方を保留できると思ったからだ。

　目的地は、城を出てほど近い場所に位置する草原である。

　お気楽なピクニックだと思っていたわけではないのだが……。

「おおおぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

「ディートリッヒ陛下ぁぁぁ、万ばん歳ざいぃぃぃっ！」

「わあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

「ザントゼーレ帝国にぃぃぃ、栄っ光っあれぇぇぇっ！」

「うおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　簡易的に組み立てられた演台に押し上げられていた遥人は、足下から突き上げてくる、凄まじいばかりの歓声に晒さらされていた。

　その数、三○○○人──なのだそうだ。

　一いつ斉せいに注目され、遥人は青ざめるやら白くなるやら、冷や汗を流すやら、頭を抱えたくなるのを必死で我慢するやら、平たく言えば不審人物になっていた。

（これ、顔が見られない状態でよかったよな、まじで）

　今の遥人は、ゲーム内のディートリッヒ同様、全身を覆おおい隠かくしてくれる重厚な鎧よろいをまとっていた。顔面はフルフェイスのマスクと一体となった兜によって覆い隠されている。

　ゲームでは、正体不明の敵という迫力を演出するための表現だったはずだが、今の遥人にとっては変顔隠しである。

　皇帝の武具と言えば、ゲームでは主人公側では手に入れられない皇帝専用の武具というものも存在している。

　今、身につけているものは、単に豪華な全身鎧だが、頼めばその伝説の武具も装備させてもらえるのではないだろうかとゲーマー魂が疼うずいたのはここだけの話である。

　などと、現実逃避を図はかってみたところで、三○○○人の熱狂は止やまない。

　おまけに集まっているのは一般市民ではない。目の前にいるのは、鍛きたえ抜ぬかれた肉体を誇るザントゼーレ帝国軍の精鋭達である。

　オストヴァルトに頼まれた、見ていればいいだけの視察とは、練れん兵ぺいの様子を確認することだったのだ。

　遥人は自分の百面相を覆い隠していた兜に手をかける。これもオストヴァルトにどうにかと懇こん願がんされていたことだった。

（一瞬だけ、一瞬だけだぞ！）

　兜を外し、素顔を晒す。

　どうにか、さらに努力をして真顔を形作る。おそらく緊張で引きつっていただろう。ただでさえ恐ろしい顔が、さらに迫力増量になったに違いない。

　元々、豪ごう傑けつであることを尊とうとばれてきたザントゼーレ帝国皇帝であるにもかかわらず、線が細い美男子として生まれてきたディートリッヒは素顔を隠していたため、今では皇帝の素顔を拝はい謁えつするのは最高の栄誉とされているらしい。

　反乱軍との戦いも激しくなってくる中、士気を高めるため、ほんの一瞬だけでいいので現場で素顔を見せるように懇願されたのだ。

　考える時間がもらえると思って安易に視察を引き受けたことと併あわせて、本気で後悔していた。

　遥人としては、自分の顔がオーガに似ていると言われるのも不本意だが、そんな空想の存在に似ている顔を無理矢理用意しても意味があるとはとても思えなかった。

　次の瞬間、詰めかけた三○○○人の兵達が一気に静まりかえる。

（やっぱりだよ）

　皇帝の素顔を見ることがとてつもない栄誉だとしても、前世では街中で居並ぶ人々が左右に分かれて道を開ける凶相である。

　そんなものをありがたがるはずが……、

「どわあああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

「なんだとおおおぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」

「おわあああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　ほら見ろ、と遥人はオストヴァルトを恨うらみたくなった。

　これで皇帝の威厳もなにも吹っ飛んだかもしれない。

　兵達が「こんな奴に従っていられるか」と暴動を起こすのではないだろうか。

　そんなことになれば反乱軍との決戦を待たずして、この国が滅ほろびる。正直に言えば、「やらかした」絶望感で失神してぶっ倒れそうになっていた。

　もうダメだ。

　もう終わった。

　そう確信していた遥人の耳に届いたのは、想像とはまったく違う声だった。

「まさに伝説のままのお姿だ！」

「オーガ皇帝が復活されたぞ！」

「おお、あれこそはザントゼーレの理想を体現したお姿だ！」

「何と恐ろしいお顔だろう！」

　オーガだ、オーガだ、オーガだ、とどこからか起こった声が渦となって草原を埋め尽くす。

　恐い顔、オーガのようだと評される声には嫌けん悪お感かんは籠こもっていない。

　前世であれだけ忌き避ひされていたのが噓のような、大・絶・賛である。

「噓だろ……」

　呆ぼう然ぜんとしていると、

「城でもお話ししましたが……」

　護衛として控えていたカールハインツがこっそりと耳打ちしてくれた。

「我が国では、初代皇帝は神格化され、多くの人々が信奉しています。ですから、その方と瓜二つのハルト殿は我々からすれば絶対的な英雄と同じというわけです」

「俺が、英雄？」

　もちろん単なる印象だけの話だが、この顔に生まれてきて、ここまで褒ほめ称たたえられたのは初めてだった。

「きっと女性にもモテモテですよ！」

　振り返ると、カールハインツがイタズラ小僧のような人ひと懐なつっこい笑顔を浮かべていた。城の応接室にいたときとは比べものにならないほど砕くだけた印象である。

　ただ、こちらがゲーム内で見ていた「カールハインツ」だ。強さと、敵対していても空気が許せば冗談を言うような、そんな人間臭さを持った魅力的な青年であった。

「ほんとかよ。というか、そっちこそ猫を被ってたんだな？」

「実はオストヴァルト殿はともかく、他の重臣達は口うるさくって、どうしてもああした無愛想な顔になる必要があるんですよ。いや、堅苦しくって嫌いなんですけどね。親しい人間は私のことをカールと呼ぶので、ハルト殿もよければどうぞ。長ったらしいでしょ？」

「自分で自分の名前を長いとか言うなよ。いや、でも、短い方がありがたいのは本当だから遠慮なくそうさせてもらうよ、カール」

「ええ、どうぞ」

　敬語は不要と言われていても、やはり同年代のカールハインツの方が喋しやべりやすい。遥人の言葉遣いも城より一段砕けたものになっていた。

　三○○○人分の、心酔する視線。

　落ち着かないのは変わらないが、こちらの状況を理解してくれているカールがいるおかげか少しは心強くもあった。

「とにかく、これで俺の役割は終わりだよな？」

　遥人が問うと、カールは苦笑して小さく頷いた。

「お疲れ様です。あとは、兵達が訓練する姿を少し見ていただければ充分でしょう。むろん、椅子もご用意しておりますので」

　正直助かる、と遥人はさっさと兜を被り直しながら頷いた。

　緊張でさっきから脚に力が入りすぎていて、もうちょっとしたら膝ひざがガクガクしてしまうだろう。そんなことになればみっともないことこの上ない。

「あらぁ、男同士で内緒話なんて、わたくしも仲間に入れていただきたいものですわ」

　そう言いながら身を寄せてくるのはクリームヒルトである。

　驚いたことに、てっきり城に残るものと思っていた彼女は堂々と視察までついてきてしまったのだ。

　明らかに怪しい出で立ちのクリームヒルトに警戒したのか、皇帝の公務に付き従う他の武官や文官は遠巻きにしており、会話を聞かれる心配は少ない。

「いや、内緒話というわけじゃないけどな」

「では、わたくしとも楽しくお話ししてくださいまし」

「といっても、話題に困るな……」

「であれば、暗黒神と暗黒教団がいかに素晴らしいかについてお聞かせしましょうか！」

　表情を見ると一○○％善意といった様子だったが、さすがに遠慮したい。

　その気持ちを汲くんだのか、カールが「そろそろはじまるようですので、また後日に」と遮さえぎってくれた。

　カールの言葉通り、遥人達の目の前では兵達がそれぞれ訓練を開始するため移動しはじめていた。事前に聞いていた訓練とは、実戦を想定した模擬戦。

　それも三○○○人を一五○○対一五○○に分けて行う、馬鹿げたほど本格的な模擬戦だったのである。

　人、人、人。

　見たこともないほどの人数が東西に分かれ、整然と移動を開始する光景に圧倒される。

「はぁっはっはっはっはっは！　どうですかな、この壮観な景色は！」

　背後から聞こえた豪快な笑い声に振り返ると、周囲の兵達とは明らかに一線を画する武具に身を包んだ大男が大おお股またで近づいて来るところだった。

　遥人に武具の善よし悪あしはわからないが、彼の鎧には全身に精せい緻ちな細工が施ほどこしてある。

　これを作らせるにはかなりの費用がかかるだろうから、一介の兵卒がまとう装備でないことは確かだ。

　兜は脱ぬいで脇わきに抱えているため顔立ちも見える。年齢は四○代半なかばだろうか。

　遥人と同じ四角いゴツゴツした輪郭を持った大男で、顎もアメコミのヒーローのようにガッツリ割れていた。

　何より、剃そっているのかどうかはわからないが禿とく頭とうで、眉毛もない徹底ぶりである。その代わりなのか、鼻の下には立派なカイゼル髭ひげを蓄たくわえていた。

　かなりの迫力で、特に眉毛がないと表情も読みにくいので普通に考えれば遥人と同様に他人から恐がられまくりそうなものなのだが、そうはなっていない。

　不思議に思ったのだが、よくよく見ると、パーツパーツは整っていて、顔の中心だけに絞しぼってみると意外と美び丈じよう夫ふと言えなくもないのだ。

　遥人にとっては、カールから説明してもらうまでもなく、よく知っている人物だった。

　彼の名前はテオバルト・アンガーマン。

　ゲームでプレイしていた際、何度となくプレイヤーの前に立たち塞ふさがった帝国軍の将軍である。

　将軍という重職にあるため、遥人という影武者の存在を知っている数少ない人物の一人でもあった。

　ところが、

「そうだ、どうせなら陛下のお手並みを拝見したいものですな！　ワシとお互いに模擬戦の指揮を執とって競ってみるというのはいかがでしょう？」

　などと、いきなりとんでもないことを口走る。

　その声は必要以上に大きく、離れた場所に控えていた従者や武官、文官達の耳にまで届いたようだった。

　再び、周囲の注目が一斉に遥人に集まってしまう。

　全員、いい歳をした大人ばかりなのだが、口々に「それはいい！」と賛同して表情を輝かせている。

　おそらく、彼らの中では皇帝は英雄で、素晴らしい手腕を見せてもらえると期待しているのだろう。

　しかし残念ながら遥人は戦術など素人しろうとで、その期待に応えられようはずもない。

　傍そばに控えているカールに視線をやると、彼も渋い顔で小さく首を横に振っている。

「将軍は、影武者に反対していましたからね。平たく言えば嫌がらせでしょう」

　テオバルトが影武者について反対していたというのは初耳である。

「どこの馬の骨かわからない人間を皇帝と崇あがめるのは、陛下への侮ぶ辱じよくに当たるという──将軍なりの忠誠心なんでしょう」

「まさか、俺が影武者だって周りに暴ばく露ろするつもりとか？」

「さすがにそれはないと思います。将軍も皇帝の不在がまずいという点ではオストヴァルト殿と意見は一致していたので」

「だったら……」

　チラリと見ると、テオバルトは遥人に忌いま々いましそうな視線を遠慮なく注そそいでいた。

「どういうつもりだと思う？」

　声を潜ひそめると、カールもそれに合わせてくれた。

「そうですね。陛下やオストヴァルト殿はハルト殿にこの国を救ってもらいたいという意向でしたが……」

「あ～、それはそれで無茶振りもいいところだけれど」

「いえ、ここまでオーガにそっくりなハルト殿なのですから、やってみれば意外と大丈夫なのでは？」

「んなわけあるか！　お前らのオーガ推おしはちょっと根拠がないと思うぞ！」

「そうですか？」

　心底不思議そうにされるので、遥人としてはそれ以上、追及のしようがない。

　文化か？　文化が違うのか？　と自問自答する。

　ともあれ、今はテオバルトの狙いを見極める方が先である。

「将軍は、おそらくハルト殿に単なる影武者として大人しくさせたいのでは」

「ここで赤あかっ恥ぱじをかかせて、余計なコトはするなよ、って脅おどすつもりだってこと？」

「そんなところかと……」

　厄やつ介かいこの上ないのだが、考えてみればテオバルトの反応の方が自然なのかもしれない。

　守るべき皇帝が、いつの間にか中身が別人に代わったとなれば不快になるのも無理はない。

「将軍、陛下の力はわざわざ見せていただくまでもないでしょう？　そんなものをいまさら確かめようとするのは不ふ敬けいですよ？」

　困り果てていると、カールが助け船を出してくれた。しかしテオバルトは不敵に笑っただけである。

「むろん、ワシなど鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで破ってしまわれるでしょう。しかし要は兵達の士気を高めるのが第一。つまり、陛下の指揮下に入れば言うまでもなく、逆に陛下と戦っていただいた側の兵達も感激に打ち震えるに違いありません！」

　見事にハッタリが潰つぶされてしまった。遥人が指揮を執ることで兵達の士気が上がるとなれば、逃げ道がなくなってしまう。

（やるしかないか……。カールが補佐についてくれればなんとか……）

　ゲームで見せていた指揮力を発揮してもらえれば模擬戦ぐらいどうとでもなるだろう。

「そうそう。近衛兵長殿も、こちらで陛下の手並みを見守っていて下され」

（なっ!?　豪快な外見をしているくせに、チマチマとやることが細かいんじゃないか！）

　つくづくこちらの逃げ道を潰すのがうまい男である。

　その上、最後の最後に、予想外の人物がダメ押しで遥人を窮きゆう地ちに突き落としてくれやがるのだった。

「先程から聞いていれば何と無礼な物言いでしょう！　当然、皇帝陛下の力にかかればあなたごとき、一瞬で灰にしていただけるに違いありません！　さぁ、陛下、この物わかりの悪い家臣に目にものを見せて下さいませ！」

　などと、高らかに、本当に余計な宣言をしてくれたのは、傍に控えていたクリームヒルトであった。

　耳に痛い沈ちん黙もくが、あたりに満ちる。

　遥人とカール以外はクリームヒルトが何者なのかを知らない。

　その上でこの発言なので、誰もが悠然と将軍の目の前に立ち塞がった美女をどう解釈すればいいか困惑していた。

　勝手な想像を巡らせた挙あげ句く、「愛人？」「愛人か？」「さすがは陛下」「夜もオーガ並みか」という、不ふ穏おん当とうな囁ささやきが飛とび交かっていた。

　この空気を読まない性格は、ある意味でテオバルトなどよりもよっぽど厄介だ。

「そ、それでは話は決まりましたな！　お手並み拝見と参りましょう！　わはははは！」

「そちらこそ、身の程知らずを思い知るがいいですわ！　お～っほっほっほっほっほ！」

　何故お前が自慢げに胸を反らすのだと、喉元まで飛び出しかけた突っ込みを必死で我慢して、遥人は無言のまま立ち上がった。

　死刑台に送られる囚しゆう人じんもかくやというぐらい気が進まない。

　背後ではクリームヒルトが、「陛下！　頑張ってくださいね～！」などと周囲の誤解を助長するようなシナを作って送り出すのが、また頭が痛かった。

「ふん、どこの馬の骨ともわからんが、まともにものが考えられるなら陛下の名を騙かたるなど不届きな真ま似ねができるはずがない。ワシがその思い上がりをへし折ってやる！」

　戦場へ案内するかのような様子で近づいてきたテオバルトが、遥人にだけ聞こえる小声でそう脅してくる。

　騙りではなく「陛下」自身に任されたのだが、自分に待ち構えている苦行を思うと言い返す気力も残っていなかった。

　そんなわけで、元気がない（しかし全身鎧と兜で見えない）遥人だったが、周囲の兵達は逆に、さらに沸わき立たっていた。

「では私が早馬を飛ばし、両軍の兵達に陛下と将軍がそれぞれ指揮を執られる旨むね、伝えて参ります！　これはすごいことになりますぞ！」

「慌て者！　東西を一気に回るわけには行くまい！　私が西軍に赴おもむこう！」

「おぉ、確かに！　では西軍は卿けいにお願いする」

「慌てもするだろう。まさか、陛下が指揮される姿を見ることになろうとは！　これは末代までの語りぐさになるぞ！」

　遥人はといえば、兜の中で滝のような汗をかいていた。

（くっそぉ、世の中ってどうして俺に優しくしてくれないんだよぉ！）

　涙すらにじませると、完全に自や棄けになって歩き出すのである。
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　遥人は送迎を申し出てくれた兵士の操る馬車に乗り、東軍一五○○人が待ち構える陣へと到着する。

　数は減ったが、その代わりに直接皇帝の指揮の下もとで戦えるとあって、兵達の熱狂は先程よりも膨ふくれあがっていた。

「へ、へ、へ、陛下と戦場を共にできるなど、これで死んでも後悔はありませんっ！」

　などという大げさな感激をしているのは、四○歳は超えているだろうと思われる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした騎士だ。

　最低でも隊長クラスの人物だろう。

　他にも、ちゃんと息をしているのかと心配になるほど顔を真まっ赤かにして興奮している兵士達も多く見られた。

　というか、鼻血を垂たらしている者までいる。

　遥人はしょせん戦争に関しては素人でしかない。どう背伸びをしたところで無様な敗北は避けられないだろう。

　負けたところで命までは取られないだろうが、熱烈に出迎えてくれる兵士達には申し訳ない気持ちになってくる。

（俺に、軍隊の指揮なんて……）

　やっぱり現実とゲームとは違うよな、と諦あきらめを抱きかけたその瞬間、遥人は視界の端に奇妙な模様が浮かんでいることに気づいた。

（なんだこれ……？）

　痛みはないが、目にゴミが入ったのかと思う程度には視界の中で異物感がある。そこに意識を集中すると、驚くべき変化が生じた。

（おわっ!?）

　最初、遥人は自分が鳥になったかのではないかと思った。

　目の前の景色が一変して、草原全体を見渡すような高い位置から見下ろしていたからだ。




　──スキル《プレイヤの加護》が発動し、戦場視界へと変化しました。




　視界右下に、「文字」が浮かび上がる。

　しかも日本語だ。

（ナニコレ……？）

　わけがわからず、あちらこちらに視線を走らせると遙はるか下方に一センチ程度の大きさになった自分達が立っているのが見えた。

　どうやら、自分自身を頭上から見ている形のようだ。

　視界の端には白い枠わくのウインドウがいくつか表示されている。よくゲームで見かける、情報や選択肢が表示されるあのウインドウだ。

「陛下!?　どうかされましたでしょうか？」

　フリーズしたかのように黙り込んだ遥人の様子を不審に思って、先程の兵士が恐る恐る話しかけてくる。

「いや、大丈夫だ」

「そ、そうでしたか。失礼いたしました」

　考え事の邪魔をしたとでも思ったのか、兵士は青くなって引き下がる。

　遥人の視界は上空からの俯ふ瞰かん視点のままだ。

　なのにどうして兵士の顔色までわかったかというと、視界の下方に白枠で囲まれたウインドウが新たに表示され、そこに発言者の顔と、発言内容が文字に起こされたものが表示されたからだ。

（これ、ゲームそのままだな……）

　プレイ中にイベントが発生するとこうした画面が表示されていた。

　どういう仕組みかはわからないが、遥人がプレイしていた『フェーゲフォイア・クロニーケン』のシステム部分が再現されているようだった。

　見れば他の情報ウインドウには戦闘直前の準備画面と同じ文言が並んでいる。

「編成」「武器」「道具」といった項目が並んでおり、試しに武器の項目に意識を集中すると幾いく人にんかの人間の名前が表示され、さらに進むとその人物が持っているのだろう武器の名前が表示される。編成の項目を見ると、どこに誰を配備するかが表示された。

　驚いたのは、編成の項目で適当に配置を動かすと、眼下で展開している東軍の配置もそれに従って変更されるようなのだ。

　ウインドウを消そうと意識すると一瞬で綺き麗れいさっぱりなくなり、地上の遥人自身の目から見た視界に戻ってくる。

　スキル発動のキーとなったマークが右下に残っていたので、これを明確に「押す」と意識すると再び上空からの視界に切り替わった。

　周辺の兵士達の様子を窺うかがうが、どうやら誰もウインドウの存在には気付いていない──というより、遥人にしか見えていないもののようだ。

（スキル？　……ゲームと同じように動かせるとか、そういう感じなのか？）

　色々試していく内、さっきまでの暗あん澹たんとしていた気持ちが噓のようになり、もっと言うとちょっと面白くなってきていた。

（ほほぉ、西軍の位置まで丸見えか……）

　上空からの視界は、ゲームと同じように遥人の直上から好きに動かせるようで西軍が待機している森の上空まで移動すると彼らの様子が丸見えになった。

　意識すると、敵部隊の詳しい情報も覗のぞき見みることができるようだ。ＨＰ、力、魔力、技、速さ、守備、魔法守備、などおなじみの項目が並んでいる。

　今回の模擬戦における戦力は、互いに一五○○ずつ。さすがにその一人一人の詳細な情報を見ることまではできないようだ。

　見ているのは一○○人程度が一つの塊かたまりとなった部隊の情報で、表示される名前は代表となっている隊長のものらしい。ならパラメータは、全員の能力が平均化された数値だろうか。

　一○○人の部隊（多少の誤差はあるだろうが）がお互いに一五ずつなので、感覚的には一つの部隊がゲームのユニット一つ分、といった感じだ。

（これ、面白──）

　ただただ、ゲーマーとしての好奇心が疼く。

（でも、これだったらゲームの感覚がそのまま通用するんじゃないか？）

　この時点で遥人は、負けたところで死ぬわけではないのだから、どうせなら楽しんでやろうという気になってきていた。

　惨ざん敗ぱいすれば皇帝の尊厳が傷がつくことを心配していたが、いい加減面倒になってきたというか、どうなってもオストヴァルトあたりに丸投げしてしまえばいい気になってきた。

（色々好き放題言ってくれやがって。こうなったらゲーマー魂を見せてやろうじゃん！）

　こうして、遥人の初うい陣じんがはじまった。
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　西軍に到着したテオバルトは、麾き下かとなる一五○○人を前にやる気を漲みなぎらせていた。

　将軍という立場上、影武者の存在は知らされていたが微み塵じんも納得していない。テオバルトが考える、ザントゼーレ帝国の皇帝とは、力の象徴だからだ。

　恐怖政治を望むわけではない。

　それでも「力」は、刃向かえば手痛い目に遭あうという事実につながり、逆に恭きよう順じゆんすれば外敵から守ってくれるという信頼につながる。

　その「力」を以て国を安定させるのが、ザントゼーレ帝国における皇帝だと考えていた。

　確かに顔立ちは恐ろしい。

　あそこまでオーガに似ている以上、見るからにただ者ではなく、ひとかたならぬ才能を秘めているだろう。

　しかしハルト・クラッセンからは一軍の将としての気迫というものを感じなかった。

　見せかけだけの皇帝を座に据えたところで、できるのは形だけの体制維持がやっと。それではとても反乱軍に勝てるとは思えなかった。

「ならば、この模擬戦で徹底的に打ち負かし、化けの皮を剝はいでやる！」

　暴力的な喜びに笑みを浮かべたところで模擬戦開始の合図が放たれる。

「よし、貴様ら、ワシの手足となってキリキリ働くがいい！」

　事前に、各部隊長にはテオバルトの策を説明してあった。

　戦場は草原。

　ただし周囲には森林が存在し、伏ふく兵へいを仕掛けることも充分可能な環境となっていた。

「まずは騎兵！　九○○をもって中央から東軍に突撃っ！」

　テオバルトの号令と共に、騎兵の集団が土煙を上げて出発した。保有戦力の半分以上を投入したので正面からの打撃力も強力だが、何より素早いことがいい。

　狙いは、主力を一気に突撃させることで、相手を浮き足立たせることだ。

　移動が速いため、一瞬でこちらの戦力を推おし量はかることが難しい。もし必要より少ない戦力で対応しようとすれば一気に突破される。だからこそ多くの場合、「念のため」過か剰じように戦力を割さいてしまいがちだ。

　今回の模擬戦では東西の戦力比は互角。

　余分な戦力を使わせれば他で余裕が出てくるということになる。そういうわずかな余裕を積み重ねることで最終的に数の有利を確保して敵本陣を落とすつもりだった。

（初手で戦力を見み誤あやまって正面突破される、などという終わり方はしてくれるでないぞ？）

「報告っ！」

　さっそく、戦況報告が届いた。

「うむ、正面の騎馬隊はどうなった？」

「はっ！　騎馬隊、押しとどめられております！」

「なるほど」

　どうやら最低限の対応は取ったらしい。テオバルトはふふんと笑って報告の続きを聞く。

「して、相手はどの程度の戦力で我が方の突撃を防いだのだ？」

「はっ、そ、それが……」

　若い伝令兵が言葉を濁にごす。

「なんだ？　報告は速やかにするべきであろう！」

「は、はっ、申し訳ありません！」

　テオバルトが一いつ喝かつすると、伝令兵は姿勢を正して意を決したように口を開いた。

「そ、それが、東軍の数は五○○、だそうです」

「ご、五○○っ!?　我が軍が九○○も費ついやした突撃に対して、たったの五○○!?」

　その報告には二重の意味で驚きよう愕がくした。

　まず九○○という数で押し寄せる敵に、たった五○○の戦力しか割かなかったこと。

　もう一つは、単に見積もりが甘かっただけなら騎兵の突撃に突破されて終わるはず。それが実際に突撃を受け止めているというのなら、たった五○○人の兵がなんらかの戦果を挙あげたということなのだ。

「東軍は、何か特殊な策を打ってきたのか？」

「い、いえ、奇策を弄ろうしたわけではないようですが、東軍の兵種はすべて重装歩兵であったため我が軍の騎兵に対して優位に働いたようなのです」

「重装歩兵だと……？」

　文字通り全身を分厚い装甲を誇る鎧で覆い、それ以上に頑丈な盾を有して守りを固める、防御に秀ひいでた兵種である。

　反面、動きは遅く、戦場における移動速度では圧倒的に他の兵種から見劣りする。

　主に拠点防衛や、敵の侵攻速度を遅らせる役割を担う。

　騎兵は戦場を縦横無尽に駆け抜けながら攻撃を行う突進力を売りとしている兵種だが、強固な防御力を誇る重装歩兵を相手にすると、相手の陣形が崩せず脚が止まってしまう。

　そうなると騎兵の強みは一気に消え失せてしまうのだ。

　ハルト・クラッセンの狙いはわからない。

　ただ一つ確かなのは、テオバルトが騎兵を先行させたのを見てから動かしたのでは、移動速度が遅い重装歩兵が前に出られるはずがない──つまり、重装歩兵は最初からそこに配置されていたということだ。

　戦の常識からしても、拠点防衛という局面でもないというのに、重装歩兵を前に出すなどという戦略は定じよう石せきから程遠い。

　何故なら、兵種によって進行速度が違う以上、足が遅い兵種の背後に足が速い兵種を置けばどこかで追い抜く必要が生じる。

　一人や二人ならともかく、数百人規模で追い抜きをしようとすればそこで生じた混乱で陣形がグチャグチャになってしまう。

「な、何を考えているのだっ！　戦の素人か！」

　叫んでおいて、相手が素人なのは最初から明白だったと思い直す。

「た、ただの偶然というヤツか。運のいい男め。……ならば他の戦場で挽ばん回かいするのみ」

　こちらの騎兵も、その場で二度目、三度目の突進を試こころみているとのことだ。

　数ではこちらが勝っているのだから、時間をかければ突破することも可能だろう。

（ならば、他の伏兵で本陣を直接叩けばそれで済むはずだ！）

　そう考え、テオバルトは予定を早め、森林地帯に伏せていた伏兵に行動開始させるための伝令を動かした。

「いつものことながら、この策の変更というやつは焦じれるものだな」

　作戦は、開戦前に戦場の地図を元にして組み立て各部隊長に徹底する。しかし戦闘がはじまると、全てが事前の予定通りに進むことなどほぼない。

　しかし末端の兵士や隊長レベルでは、戦場の全体を把は握あくして予定外の出来事に対応することなど不可能だ。

　何かが起こればその情報は本陣に集められ、問題が生じるようであれば指揮官が伝令の早馬を走らせて各部隊に細かな指示を行うことになる。

　だが、情報が集まってくる時間、最初に立てた作戦の修正案を練る時間、そしてそれを末端に伝える時間が必要になるため、テオバルトはこの瞬間が嫌いだった。

「あえて、初動は見事だったと言っておこう！　しかしここから！　戦の難しさを味わうのはここからなのだ！　ワシが得意とする伏兵の斬きれ味あじを味わっていただくとしよう！」

　負け惜しみに近い強がりを言うテオバルトに、部下達は「陛下を相手にそこまで本気にならなくても」という苦笑を浮かべていた。

　まわりからは座興に近い模擬戦に熱くなりすぎているように見えるだろうが、テオバルトにとっては国家のゆく末を左右する決戦なのだ。

「報告っ！」

　他の戦況を伝える伝令兵がやってくる。

「おぉ、今度こそ吉報であろうな！」

　あるいは、伏兵が当たりすぎて本陣を落としたという報告である可能性すらあると、テオバルトは想像していた。

「戦場北部に広がる森林地帯に展開していた伏兵、全滅いたしましたっ！」

「な、なんだとぉっ！」

　今度はテオバルトのみならず、本陣に詰めていた者全員にざわめきが走る。

「まさか、いや、たまたま向こうの騎兵と出くわしでもしたのか？」

　テオバルトの疑問に対し、伝令兵は表情を曇くもらせた。

「そ、それが、我が軍の伏兵二○○に対し、東軍は一○○で応戦し撃退した模様！」

「ま、また数で勝っているのにか!?」

　もはや悲鳴に近かった。

「は！　我が軍が斧おの兵へいを中心にしていたのに対し、敵軍は剣兵のみで構成されていたためだと思われます」

　斧に対して剣は有利。戦に出る者なら誰でも知っている常識だが、それは結果論だ。

　事前に戦場がどう動くかわからない状況で、たった一○○人の剣兵のみを配置するなど、信じられない采配だった。

　そもそも、中央で既すでに数的有利をもぎ取っているのだから、他の場所ではもっと潤じゆん沢たくに戦力を投入できるはずなのだ。

「急報、急報っ！」

　混乱の極きよく致ちに達していたテオバルトの元へ、別の伝令兵が飛び込んでくる。

「こ、今度は何だというのだっ！」

「南側の、旧道から攻め上がる敵影を発見！」

「旧道だとっ!?」

　大昔に使われた街道の名残なごりだ。

　その存在は知っていたが、そこを使うという選択はしなかった。何故なら旧道であるため狭く、多くの兵を同時に展開できないからだ。

　下手をすれば、思うように動けない狭い道で待ち伏せに遭って全滅の憂うき目めに遭う可能性もある。

　しかし無防備にもしていない。テオバルトはここに重装歩兵二○○を配置してあった。

「兵種は!?　数はっ!?　おい！　早く教えろっ！」

「はっ！　それが、へ、兵種は騎兵。数は……。数は、およそ九○○です」

「な、なんだとおぉぉぉっ！」

　テオバルトが広々とした草原全体を使って展開した戦力を、東軍は狭い旧道にすべてつぎ込んだことになる。

「そんな、そんな用兵があってたまるかっ！」

　中央で起こったように、重装歩兵が五○○もいれば騎兵の突撃にも耐えられるだろうが、わずか二○○では難しい。

「おまけに、騎兵の先頭は魔道騎兵で占められているとのことです！」

　これも、普通に考えればあり得ない采配だ。

　魔道騎兵とは文字通り魔法を使う騎兵のことである。魔法防御力が弱い重装歩兵の天敵のような兵種だ。

　反面、距離を詰められてしまうと攻撃を防ぐ手段がないためあっさり倒されてしまう。通常、魔道騎兵は後方に配置し必要に応じて隊列を入れ替えるものだ。

　もちろん、狭い旧道で定石通り魔道騎士を後衛に置いていれば、味方同士がひしめき合って隊列を入れ替えることなど不可能だっただろう。

　しかしテオバルトがもし足の速い騎兵を配置していたなら、魔道騎士は一瞬で全滅してしまっていたはず。

　予あらかじめ「重装歩兵しか存在しない」という保証でもなければ、魔道騎兵に先頭を走らせるなどあり得ないのだ。

「こ、こんな、こんな──！」

「た、大変です！　旧道の出口に控えていた重装歩兵二○○、全滅！」

「緊急事態です！　北部の森林地帯で我が方の伏兵を全滅させた敵歩兵、そのまま本陣に向かって直進中！」

「中央、騎兵はまだ重装歩兵の守りを突破できません！」

　急報、緊急、危険、悪い報しらせばかりで本陣が破裂しそうになっていた。

　そしてあっさりと、あとから振り返れば帝国史上記録的な短時間で、西軍は東軍に対して敗北したのである。
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「やれやれ、終わったか」

　遥人は皇帝の威厳が損そこなわれないようにこっそりと溜息をついた。

　テオバルトからしてみればチートのようなものだから心苦しいが、こればかりは諦めてもらうしかない。

「さ、さすがでございます、陛下っ！」

　模擬戦終了の報告が届き、周囲にいた者達は熱烈な憧あこがれを瞳ひとみに浮かべて遥人を賞賛する。

「うむ、賞賛の言葉はありがたく受け取ろう」

　本来の倉瀬遥人はこのような言葉遣いを身につけてはいない。

　ただ意識すれば、どういった振る舞いが適切かわかるので、それに従って行動している感覚だ。

　おそらく、遥人が乗り移っている体の持ち主──ディートリッヒが身につけている知識や習慣については、部分的に遥人も利用することができるらしい。

（うん、便利だなぁ）

　便利と言えば、《プレイヤの加護》は便利極まりないスキルだった。

　単にゲームのシステム面を再現しているだけなのだが、これが戦場で使ってみると反則的に強力な機能だったのだ。

　まず、上空から戦場全体を見ることができる。

　本来、実戦であれば敵がどれだけの数、どんな兵種を揃そろえているのかわからない。それが居ながらにして敵の配置、数、兵種やレベルなど全ての情報が筒抜けになるのだ。

　模擬戦がはじまる直前にテオバルトの布陣を見て、中央から騎兵の突進を試こころみようとしているのだと察した。

　そこで防御力が高い重装歩兵を配置するのは、遥人からすれば当然の采配である。

　北に斧兵の伏兵がいることも丸見え。

　斧だから剣で迎げい撃げきするのも当たり前。

　南の旧道が手薄なので、そこに大量戦力を投入する。

　普通であったら物陰から襲われる心配があるだろうが、上空から戦場全体を見渡せる遥人には伏兵はまったく効かない。

　旧道の出口に重装歩兵が待ち構えているのももちろん知っていた。だからこそ、魔法を使う魔道騎兵を先頭にして突っ込ませたのである。

　遥人自身は何も特別なことはしていない。他のプレイヤーでも、ちょっとゲームの定石を齧かじっていれば、誰でもやりそうなことをやっただけだった。

（ま、ただのゲーマーを戦争で勝てるようにするんだから、そりゃゲームシステムって常識で考えたらとんでもない性能なんだろうな）

　ふむふむと、スキルについて考えている間も兵達の賞賛の言葉は続いていた。

「陛下さえおられたなら、我がザントゼーレは不ふ滅めつだ！」

「おぉ、その通りだ！」

「然しかり！」

　口々に、希望に満ちた声が上がる。

　遥人としては、ごく当たり前の攻略法を実行しただけなので、これほど賞賛されると少々くすぐったい。

　いずれにしても、当初の、建前上の目的だった戦意高揚の役割は果たせたと考えていいだろう。

「さすがは陛下！」

　武官や文官達の熱狂は一向に止む様子がなかった。

（褒められるの、悪くないな）

「模擬戦とはいえ、これほどの圧勝を目にできるとは！　きっと今日の一戦は兵達の間で語りぐさになるに違いありません」

（そうかそうか。良き良き）

「その世にも恐ろしい、オーガと瓜二つのご尊顔は伊だ達てではありませんな！」

（ん……？）

「正直、ご尊顔だけで敵が怯ひるむと思いますが、その上、戦の手腕まで天才的だとは！」

「何を言うお前達！　陛下のお顔を拝謁したのは初めてだったが、ひと目でただ者でないことなど分かりきっておるではないか！」

「確かにその通り！」

（なんていうか……。オーガに似ているとか、恐い顔とか、顔だけで敵が怯むとか、ものすごい言われようだ……）

　しかし、不思議なことに前世で自分の外見について言及されているときほど嫌ではなかった。

　恐い恐いと言っている武官や文官の言葉や態度、表情から遥人に対する嫌悪感が感じ取れないからだろう。

　前世では、強いことや恐いことは、秩ちつ序じよを乱す無法者に直結する。だからこそ、見ている者は平和を破壊する害悪として嫌悪した。

　だがこの世界では、必ずしもそうではないということらしい。

（だからって、遠慮なく「恐い恐い」言わないで欲しいんですけど……！）

　顔を覆い隠す兜の中で、遥人は誰に遠慮することなく深々と溜息をつくのだった。
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　本来は皇帝のために用意された、戦場全体を見渡せる位置に設もうけられた陣にカールは待機していた。

　今回の模擬戦は、近日中に起こる戦闘を予想した予行演習ではなく、兵士達の練度を高めるため定期的に行われているものだった。

　その上、皇帝や将軍が乗り出してくるとなるともはや半分はある種のお祭りのような雰囲気になっている。

　模擬戦に口出ししないと約束して強引にハルトに同行することもできたが、お遊びであるが故に、そこに水を差すことは憚はばかられた。

　兵達を失望させるからではなく、味方兵に囲まれている状況で過剰に警戒するのは、何か警戒しなければならない秘密があるのでは、と勘かんぐられてしまうと困るからだ。

　だから惨敗するのは覚悟の上で、そのあと兵達の士気が落ちるのをどう防ぐか頭を悩ませながら見守っていたのだが……。

「な、なんだ、あの用兵は……」

　カールは思わずうめき、慌てて自分の口元を手で覆った。

　テオバルトは、言動こそ極端であるものの、指揮官としては素晴らしく有能な将軍だった。

　出自は、貴族ではあったが名家というわけではない。彼は自分の力だけで無名の貴族から将軍にまで登り詰めた人物なのである。

　特に手を抜いた印象はない。ここから見ていた布陣も、この草原においては理に適かなったものだった。

　そのテオバルトが、文字通り鎧袖一触で叩きのめされたのだ。

　同じように横で観戦していたクリームヒルトは「まぁ、すごい！」などと無邪気にはしゃいでいたが、軍事について知識があるカールにとっては己おのれの価値観を揺るがすほどの一戦だった。

　ハルトの用兵についてはまるで理解が及ばないのである。

（ハルト殿は、軍事の専門家だったのか!?）

　敬愛するディートリッヒが残り少ない命を賭としてこの世に呼び寄せた「影武者」。その意味でカールは何としてでもハルトを守り支えるつもりでいたが、ひょっとすると自分は大きな勘違いをしていたのではないかという考えがよぎる。

（まさか、単なる影武者ではなく、この戦争を根底から変えるほどの力を持っているからこそ召喚したというのか……？）

　今はもうこの世界にはいないディートリッヒの思おも惑わくを図りかねたが、自分の役割に立ち返りカールはその場から走り出した。




　伝令兵から手頃な馬を借り、カールは東軍の本陣まで急ぐ。

　既に模擬戦も終わり、勝利に沸く東軍本陣には東軍も西軍もなく兵達が押し寄せハルトの手腕を口々に褒め称えていた。

「すごい騒ぎだな」

　単なる定期的な訓練だったものが、皇帝が出で張ばり、しかも類を見ないほどの手腕を発揮したことで兵達が浮き足立っているのだ。

　オーガに似た顔立ちを初代皇帝と関連づけることで国民、特に兵達の戦意を高揚させようとしていたが、それどころではないようだ。

「このテオバルト、感服いたしましたぞ！」

　カールが人波をかき分けハルトの元へと急いでいると、ひときわ大きな体のテオバルトがひときわ大きな声でハルトを褒め称えていた。

（将軍なりの、人じん心しん掌しよう握あく作戦だった──というのは考えづらいか。ハルト殿があれほどの手腕を発揮できなければ皇帝としての面目は丸つぶれだった。正体を知りながら模擬戦に担かつぎ出だしたのは、ハルト殿の立場を危うくする狙いだったに違いないのだろうが……）

　このような場でハルトを害するとも思えないが、それでも万が一を考えカールは急いで歓声の中心に進む。

　テオバルトの近くまでやってくると、普段は強こわ面もての将軍が満面の笑みを浮かべているのが見えた。

　ハルトを失脚させるか、少なくとも足を引っ張ろうとしておきながら失敗し、その挽回のために愛想笑いをしているというふうには見えなかった。

「まさかハルト殿があそこまで用兵上手とは思いも寄りませんでしたぞ！」

「わ～～、わ～～、わ～～っ！」

　いきなりなんてことを口走るのだと、カールはテオバルトの元に駆け寄り肩を摑つかんで激しく揺すった。

「な、何を言い出すんです、将軍！」

　周囲を見る。

　幸い、あたりの兵達は誰も彼もが口々にハルトを褒め称える声を上げており、テオバルトが何を言ったのか気づく者はいないようだった。

「おぉ、近衛兵長殿！　貴殿も駆けつけられましたか。ハルト殿は大したものですな！」

「ですから！　その名前は真実を知らぬ者の前で明かしてはまずいでしょう！」

　日頃は何事にも飄ひよう々ひようと振る舞い、摑み所がないなどと言われることもあるカールだが、さすがに慌てる。

「確かに貴殿の言い分は理解できる。しかし、あの方にこそワシの忠義を捧げるに相応しいとは思わぬか？」

「忠義を捧げるって……？　つまり将軍は、帝国の皇帝にではなく、正体を知った上であくまでハルト殿にこそ忠誠を誓ちかうと？」

「無論である！　以後、ハルト殿を害する者がいたならば、このテオバルトが身命を賭して立ち向かう所存である！」

　今のハルトはディートリッヒと一心同体と言っていい状態なのだから問題はない。

　ただ、中身がまったくの別人となってしまっているのに、生きつ粋すいの武人であるテオバルトにここまで言わせるというのは驚き以外のなにものでもない。

　腹はら芸げいができる男には見えないので、これは本心だろう。

「貴殿もワシと共にハルト殿を助けるのだぞ！」

「俺は最初からそのつもりですよ！　将軍こそ、模擬戦の前は邪魔する気満々だったんじゃないんですか？　あと、気持ちはわかりますがハルト殿の名は禁句です。守れないようでしたらオストヴァルト殿に頼んで貴殿を左さ遷せんさせます」

「なんと！　それは困る！　遠ざけられてしまえばハル──ぐぬぅ、陛下のお役に立てない。まったく、ケチケチしおって。この手腕を見せられたら、ちょっと名前が違うぐらい誰も気にせんだろうに」

「気にしますよ！　大変ですよ！　大問題です！」

　カールがしつこいぐらいに繰り返すと、ようやくテオバルトは納得したようだった。

　いずれにしてもこれで、ハルトはこれ以上ないほど頼もしい味方を得ることができたということになる。

　ハルトにとってこの先の大きな助けになるだろうと、カールは自分のことのように喜ばしく感じていた。
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　陽ひは西に傾き、ありとあらゆるものが茜あかね色いろに染め上げられていた。

　帝都ザムニス。

　皇帝であるディートリッヒの居城と、その周囲に大きな街が広がる、ザントゼーレ帝国の首都である。

　当初、模擬戦が終わればその足で城に戻る予定だった。

　それが街に立ち寄ったのは、テオバルトとの模擬戦に圧勝したことで思ったよりも早く視察が終わったため、カールの提案で街中も見て回ることになったのである。

　これも視察には違いないはずだが、遥はる人とは先程までとは比べものにならないほど楽な気分だった。

　街の入り口で鎧よろいを脱ぬぎ身軽な格好になっている上に、同行者はカールとクリームヒルトだけ。

　完全なお忍びスタイルなので、皇帝として振ふる舞まわなければならない重圧がなかったからだ。

　念には念を入れて、フード付きの外がい套とうを用意してもらい顔も隠す。視界は遮さえぎられるはずだというのに遥人の気分は驚くほど解放感に溢あふれていた。

（ふぅ、肩こった。けど、ここからは観光気分だな！）

　夕暮れ時ということもあって、家路を急ぐ人、仕事のあとに食事や飲酒を楽しむために移動する人、様々な人が濁だく流りゆうのように行き交っていた。

　通行人を相手とした露店があちらこちらで店を開き、呼び込みの声もかしましい。

　ただ、その街並みや建築様式は、ゲームでザムニスに攻め込んだマップで見た通りだったので、妙な安心感を覚えてもいた。

（あぁ、あの時計塔！　ゲームでも背景に出てた！）

　街のどこにいても見えるだろう時計塔は印象的な建物だ。本来純白の壁面は夕陽を浴びて燃えるような緋ひ色いろに染まっている。

「ハルト様、先ほどまでの模擬戦でのご活躍、わたくし感動いたしました！」

　よほど楽しかったのだろう。暗黒教団の巫み女こというには無邪気すぎる仕し草ぐさでクリームヒルトは感想を告げる。

　その上、興奮するとボディタッチが増える性格なのか、やたらと遥人の腕に自分の腕を絡からめ、豊かな肉体を押し付けてくるのだからたまらない。

　何かの思惑や計算が透すけて見えていれば対処のしようもあるのだが、クリームヒルトの場合はどうやら素すでやっているらしいので余よ計けいに困るのだ。

　助けを求めるようにカールを見るが、彼は苦笑しているだけでオストヴァルトのように邪魔をしてくれる様子はなかった。

　暗黒教団への勧誘なら別なのだろうが、この程度ならば目くじらを立てるほどではないということなのだろうか。

「いや、しかし俺も、ハルト殿があそこまで神がかった手腕を発はつ揮きされるとは思っても見ませんでしたよ」

　止めるどころかカールもクリームヒルトに同調する。お忍びで兵達の目もないため、二人とも「ハルト」として遥人に喋しやべりやすそうだ。

「神がかるって、大おお袈げ裟さな」

「いえ、決して大袈裟ということはありません。その証拠に、あの場にいた他の武官や文官も、全員がハルト殿の指揮に圧倒されていましたからね。しかし、どこであれほどの戦術を身につけられたのですか？　ハルト殿の暮らしていた場所というのはあのような戦術を身につける士官学校でもあるのでしょうか？」

　興味津々という様子のカールには申し訳ないのだが、単に好きなゲームで遊んでいただけである。

「とにかく、我が国がハルト殿を必要としていることだけは覚えていて下さい」

　やりこみ具合は多少人よりも深いかもしれないが、真ま面じ目めに訓練をして培つちかった技術というわけではないので真正面から評価されると少々後ろめたい。

「これでしたら、反乱軍も簡単に壊かい滅めつさせてしまえますわね！」

　立場的には異ことなっているはずなのだが、クリームヒルトもこの点では同意見らしく、カールの意見に頷うなずきながらそう言う。

「反乱軍を壊滅、か……」

　ディートリッヒの身代わりとなった以上、いつかはその問題に直面するとはわかっていたが、難しい問題である。

「反乱軍どころではありません！　ハルト様さえその気になれば、世界征服ぐらい簡単に実現できてしまえますわ！」

　さすがにそれは過大評価も甚はなはだしいだろ、と呆あきれる遥人の目の前で、クリームヒルトの言葉はさらに熱を帯びていく。

「いいえ、ハルト様には反乱軍などあっさりと壊滅させ、そのまま皇帝としての威光を他の国々に知らしめていただかなくては！」

　それができると、カケラ程も疑っていない様子である。

「ち、ちなみに、クリームヒルトが考える皇帝としての威光ってどんな感じ？」

　遥人が水を向けると、

「難しいことではありません。要は、欲望に正直に行動していただければいいのです」

　と即答する。

「反乱軍を血祭りにあげ、そのまま帝国に楯たて突つく愚おろかな国も討うち滅ほろぼしましょう！　恭順を示せば良し、そうでない愚ぐ者しやは一生強制労働させて帝国の糧かてにすればよいのです！　帝国とトラグフェルを信じる者だけが幸せになれる世界、それこそハルト様が目指されるべき世界ですわ！」

　さすがは邪教。

　物ぶつ騒そうオブ物騒である。

　しかも見た目は文句なしの美女であるクリームヒルトが満面の笑みを浮かべて宣言するので恐ろしさ倍増だった。

「あとは、世界中から美女を集めて、ハルト様のための後こう宮きゆうを作りましょう！」

　後宮とはつまりハーレムのことである。

　主あるじ以外の男は足を踏み入れることすら許されないピンクな空間！

　ただ考えてみれば、ファンタジー世界の君主であれば充分にあり得る話ではあった。

「ハルト様がお望みなら、もちろんわたくしもその一員になってご奉ほう仕しいたしますわ」

　先ほどまでの無邪気な笑みを一転させ、蠱こ惑わく的てきな表情を浮かべるクリームヒルトは、さらに遥人にその体を押し付けてくる。

（だから！　胸の感触が、腕に当たるんだって……！）

　彼女いない歴イコール年齢の青年には強すぎる刺激にクラクラしそうになっていた。

　とはいえ、ハーレムはともかく……、そう、ハーレムはともかく、他の血祭りとか強制労働とかについては安あん易いに頷くことはできない。

　そもそも、帝国側の思惑はどうなのだとカールを見る。

　一方的にクリームヒルトにばかり喋らせているのはまずいのではと思ったのだが、カールは困ったように苦笑を浮かべていただけだった。
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「大筋で、巫女殿が仰おつしやったようなことを我々も提案しようと考えていたのですよ」

　遥人の困惑を感じ取ったのか、言い訳がましくそう告げる。

「もちろん、対立する国々全部に喧けん嘩かをふっかけるわけにはいきませんし、軍門に降くだらない人間を捕まえて死ぬまで強制労働させるというのも現実的ではないです」

「だよなぁ」

「ダメですわ！　ハルト様には血と騒乱を尊とうとぶ、暗黒皇帝になっていただかなければなりません！」

「いや、しかし、カール達の考えとはずれているみたいだぞ？」

「いいえ、ハルト様さえ籠ろう絡らくできれば、あとの有う象ぞう無む象ぞうを丸め込むぐらい簡単ですわ！」

　ものすごくいい笑顔でそう断言するのだが、遥人とカールは顔を見合わせていた。

「それ、丸め込む相手カールに聞かれて大丈夫なのか？」

　遥人が冷静に問い返すと、クリームヒルトは「はっ」となって狼ろう狽ばいし出す。

「き、きっと大丈夫！　ハルト様がいれば大丈夫なのです！」

　と、自分でも信じていないのがありありとわかる顔でそう言い切った。

（うむ、この子、アホの子だ……）

　普通なら、無邪気を装よそおって油断させる狙ねらいかと疑うところだが、やはり単に天然なだけらしい。今も、失言に気づいて「あうあう」と涙を浮かべている。

「あ、ただ、後宮については、こちら側もかなり本気でお勧すすめする予定ではあります」

　とカールがつけ足した言葉に、思わず吹き出しそうになった。

「でも、俺は影武者で……って、そうか、体は本物だから、さっさと子どもを作らせれば正当な血筋がつながる。俺は晴れてお払い箱ってことか？」

　遥人が使っている体はディートリッヒのものである。

　つまり遥人が子どもを作ったとしても、ディートリッヒの血筋を引いていることに間違いはないのだ。

「ま、そういうことではあります。とはいえ、ハルト殿をお払い箱にするつもりはないですよ。ディートリッヒ様もこの国の全てをハルト殿に委ゆだねるように言葉を遺のこしておいででしたので」

「いや、でも、国の全てを委ねるって、そんな簡単に信じていいのか？」

　意図的にではなくても、遥人は素人しろうとなのだから国家運営に失敗して国を滅茶苦茶にしてしまう可能性もある。あまり無条件に信用されると、むしろ不安に感じてしまう。

　対してカールは、

「いえ、そこまでオーガにそっくりの顔立ちをしているハルト殿ですから、心配の必要は皆かい無むです」

（出たよ、謎なぞのオーガ信仰……）

　遥人はさすがに「これでいいのか？」と自問自答する。

「あ、ちなみに後宮云うん々ぬんは姫様には内密に願います」

　そう言いながら、カールは目の前の露店で売っていた肉にく串ぐしを購入して遥人に差し出した。小腹も空すいていたので「よし、買収に応じてやろう」と言いながらそれを受け取る。

　とはいえ買収されなくても、聞かせたあとが恐こわくて、とてもアリーセに「俺専用の後宮を用意してもらえるんだって！」などと聞かせられるはずがないのだが。

「ははは、ありがたいです」

　カールはクリームヒルトの分も購入して手渡す。それを見た遥人は手渡された肉串に大だい胆たんにかぶりついた。

　脂あぶらの乗った肉に甘辛いタレとスパイスがよく利きいた料理で、しっかりとした食事というより小腹が空いたときに摘つまむ、この世界ファストフードといったところだろうか。

「うん、うまい」

　しばらく三人して肉串を堪たん能のうしながら歩く。自然と口数が減る中で、遥人は街の様子を眺めながら考えを整理していた。

（とりあえず、ディートリッヒはどうにかして捕まえる！　これは絶対！）

　カールやオストヴァルト、アリーセなどは何な故ぜかディートリッヒが死んだと考えているが、彼自身は「また会う」と言っていた。

　どういう理屈なのか、遥人にはわからないが、少なくとも何らかの形で戻ってくるつもりなのだろう。

　だったらその瞬間になんとしてでも絶対にとっ捕まえる。そして一連の暴挙について説教してやると決心した。

　そのためにはまず、この世界で生き残らなければならない。

　具体的には、この国がゲームと同じように滅びの道を辿たどるのだとするなら、滅びを避けるか、最悪でもタイミングを少しでもあとにずらさなければならない。

　クリームヒルトが言っていた反乱軍を一いつ掃そうする件については、実は本気で検討をする価値があると考えていた。

　何故なら、ゲームにおける帝国の戦力を考え、そこに昼間見つけた《プレイヤの加護》の力を加えると、意外にできてしまえるのではないかと思ったからだ。

　解放軍と帝国軍の戦力を比べると帝国側の方が圧倒的に有利だった。

　それがどうして解放軍が勝利する結末になるかと言えば、リグラルト王国を併へい呑どんしたことで統治する土地が倍増したため、帝国側の有能な人材が帝国・旧王国の両方にまたがって分散されてしまったからだ。

　逆に解放軍は、戦力を一点に集中して各地で帝国の部隊を各個撃破していったわけである。

　あとは、おそらくだが所しよ詮せん残ざん党とうの寄せ集め、という侮あなどりも影響しているだろう。

　いずれにしても、そういう形で覆くつがえされるとわかっている遥人が帝国側にいる以上、そして《プレイヤの加護》が圧倒的に強力なスキルだとわかった以上、勝てるかと問われれば、勝てる、と答えられる気がする。

　ただ、一つだけ気がかりもある。

　ゲームのストーリーにおいて、最初は賢けん帝ていと言われていたディートリッヒが暗黒教団に感化されて徐々に暗黒皇帝へと転がり落ちていくことになっている。

　クリームヒルトが無邪気に語っていた、欲望に忠実な姿というのは正にゲームにおける悪に染まっていった皇帝そのものに感じる。

（調子に乗って行動した結果、それこそがデッドエンドのルートでした、というのは最悪だしな）

　この件は冷静に判断しなければならないと、一時保留にすることにした。

　その一方で、やっている最中はただ夢中で感じているような余裕はなかったが、こうして緊張から解き放たれると昼間の模擬戦を思い出す。

（やっぱ、すごかったな……）

　両軍併あわせて三○○○人という人間が競う模擬戦。

　大人数が駆け回る地響きや、兵士達が上げる雄お叫たけび。

　武器と武器がぶつかり合う金属音。

　興奮した騎馬のいななき。

　どれもがゲームをプレイしているだけでは感じなかった臨場感だった。ゲームをプレイしながら巡らせた想像を凌りよう駕がする迫力に、遥人は今頃になって興奮を覚える。

　今、自分はまさしく、愛して止やまなかった『フェーゲフォイア・クロニーケン』の世界に来ているのだという実感が湧いてきたのだ。

　そんな感動にこっそり身震いしている遥人の目の前を、数人の女性が通り過ぎていく。

　色白の、モデルのようにスレンダーな美女の集団だった。ただ、遥人が見とれたのは彼女達の美しさではなく、その耳である。

　つん、と普通の人ではあり得ない尖とがった長い形の耳を持ち、切れ長の目や緑を基調とした民族衣装など、どう見ても有名なあの種族としか思えなかった。

「エルフ、だよな……？」

　思わず、そんな声が出た。

　目の前を通り過ぎていったのはまさしくエルフである。

　ファンタジー系の作品に親しんでいる人間にとっては本物のエルフを見るなどという経験は、ちょっとした事件である。

　しかしエルフの存在に感動しているのは遥人ぐらいで、他の人間は彼女らの存在に注目すらしていない。この街ではあくまで当たり前の存在なのだろう。

　他にも、遥人よりも年上の壮年にしか見えないが、身長が一三○センチぐらいしかないずんぐりとした体たい軀くをしているのはドワーフだろう。

　もちろん普通の人間の姿の方が多いのだが、それに混じって他の種族も確かにこの街で生活しているようだった。

　ゲームでも亜人種のユニットは存在していたし、設定資料集やムック本などに書かれていた設定では、帝国は多くの種族を併合することで発展してきた国となっていた。

　多くは元々住んでた森や洞どう窟くつで暮らしているが、必要があれば移り住んでいる者もいるらしい。

　ただ、街を行く亜人達の様子を見ると、人間に対して道を譲ゆずって端の方を歩くなど遠慮がちな様子だ。

「人間の方が地位が高いんだったっけ？」

「そういう法律があるわけじゃないですが、どちらかというと、ですかね」

　カールは言葉を濁にごす。

「でも、帝国領以外では、もっと亜人に対する扱いは悪いはずですわよ？」

　遥人の問いかけを抗議だと勘違いしたのか、クリームヒルトはこの街がまだましであると告げる。

　設定資料集によれば、単純に数が多く、インフラのほとんどを用意した人間に対して、亜人種達はそこを使わせてもらっているだけであるため立場が弱いということだった。

「そう言えば、兵士は人間が多いみたいだけれど……」

　ゲームではプレイヤーは解放軍を操作し、現在遥人が身を置く帝国と戦うことになるわけだが、序盤は基本的に人間だけで構成された帝国軍と戦う。

　ゲーム的には序盤から特殊技能を持ったユニットと戦うのは難易度が上がりすぎるからだと思うのだが、模擬戦でも人間の兵士しか見かけなかったので、この世界に生きる人間目線ではどういう理由なのか気になった。

「それは、戦いくさが己おのれの武ぶを証明する場だからですよ。帝国は力を持っていることが何よりも尊ばれる国ですからね」

「むしろ晴れの舞台を亜人なんかに譲れるか、って心境？」

「そうそう、そんな感じです」

　カールはうんうんと頷く。

　戦争なのだから死ぬこともあるだろう。常識的に考えれば、進んで戦場に出ようとする気持ちが理解できなかった。

　しかし前世でも、中世などでは勇ゆう敢かんに戦うことこそ価値があり、天てん寿じゆを全うできるかどうかは二の次だった時代もあったらしい。それと同じ考え方なのだろうか。

「なるほど……」

　帝都の様子を通じてこの世界の常識に触れる。

　街並みを眺めるの半分、思考に耽ふけるの半分で歩いていると、裏路地の方から通常の喧けん噪そうとは違う声が聞こえてきた。

　殺気立った、争いの声だ。

「誰か喧嘩でもしているのか？」

　普通なら素通りするところだが、片方が女性のものだったせいで、遥人は思わずそちらに足を向けてしまっていた。





　　　　２






　路地裏は、さらに埃ほこりっぽく、ゴミゴミした印象だった。

　一歩足を踏み入れると、表通りとは違い瞬またたく間まに人の姿が失うせていく。そこで、複数の男女が険けん悪あくな空気で睨にらみ合あっていた。

　一方は数名の男。粗末な服を着て無ぶ精しよう髭ひげも伸び放題になっている、見るからにガラの悪そうな男達。

　完全に酒で出来上がっており、目がどんよりと濁っていた。

　もう一方の女性達は人間ではなくエルフ──それも褐かつ色しよくの肌をしたダークエルフだった。

　通常のエルフと同じく美女揃ぞろいだが、特に中心にいる長身の女性はひときわ美しい。

　褐色の肌に灰色の髪。

　緩ゆるくウエーブがかかった長い髪が片目を覆おおうように伸びている。

　まとっているドレスも体にフィットしているため彼女のメリハリがある体のラインを強調している。

　デザインも肩が露あらわになった大胆なもので、巨乳と言っていいだろう二つの膨ふくらみもその谷間が見えそうになっている。

　色気ではクリームヒルトも負けていないが、やはり神秘的な雰囲気が加わることで浮き世離れした魅力を醸かもし出だしていた。

「おいこら、何とか言ったらどうなんだよ！」

　その柄がらの悪い声で我に返る。

　最も目立つ長身のダークエルフを中心に、そのお供ともらしい二人のダークエルフが険しい顔をして男達から庇かばおうとしていた。

「てめぇら、人間様の街の世話になりながら、恩返しの一つもできねぇたぁ、どういう了見だ！」

　離れた場所にまで酒のにおいが届いてきそうだ。

　立場が弱いことを理解しているのか、一方は図に乗り、一方はどうにか穏おん便びんに切り抜けられないか苦く慮りよしている様子だった。

「おい、お前ら、いい加減にしておいた方がいいぞ」

　遥人は思いきって声をかける。

　ちなみに、この程度の数のゴロツキであれば乱闘になっても問題なくカールが対処できると事前に確認してあったりする。

　彼も「あ、助けに入ります？　お好きに振る舞っていただいて大丈夫ですよ」と保証してくれたので、こうして仲裁に入る気持ちになったのだ（一度やってみたかった！）。

「んだと、このガキ、俺らが、俺らが…………ふぎ!?」

　イケイケの調子だったゴロツキ達の勢いは、遥人の方を振り返った途端にしぼむ。

　フードを被ったまま話しかけては失礼かと思って顔を出していたのだが、そのせいらしい。

　ゴロツキ達は、この手のアニメなどなら絶対と言っていいほどのお約束であるはずの、三下ゴロツキの負まけ惜おしみすら言うことなく無言のまま、その場から逃走した。

「うわぁ……」

　その逃げっぷりは、遥人の方が呆あつ気けにとられてしまうほどである。

「はっはっは、俺の出番はなかったですねぇ」

「そんなにか？」

「ザントゼーレで生まれ育った者ならオーガの伝承は何百回と聞かされて育ちますから」

　半分同情といった様子で答えるカールに、遥人はもう一度溜ため息いきを漏もらす。

（というか、俺からしたらあいつらだって似たり寄ったりだったじゃないかと思うんだけれど！）

　粗野で、一人か二人ぐらいは殺しているんじゃないだろうかという、おっかない顔立ちだったのだ。

　そんな顔をした奴らに悲鳴を上げて逃げられる自分は何なのだと文句を言いたい気分だ。相手はもう、とっくに影も形もないので余計に腹が立つ。

（くそ、フードを被って油断してたらこれか……）

　まったく、と胸の中で愚ぐ痴ちっていると、

「もう、せっかくハルト様のご活躍が見られると思って期待していましたのに」

　と別の意味で文句を口にするのはクリームヒルトであった。

「あんな無ぶ頼らい漢かんの三人や四人、片手で地面に這はいつくばらせたに違いありません！」

　やはり過剰な評価である。

「その上で、きっと血ち反へ吐どを吐くまで蹴けりつけて、あちらこちら骨折するまで許さず、あたり一面を血の海に変えてくれることと信じておりましたのに！」

　過剰な上に、方向性が違いすぎた。

「ま、まぁ、下手に刃物でも持っていたら誰かが大おお怪け我がをしたかもしれないし──」

「まぁ！　生きたまま解体してやるおつもりでしたのね！　さすがにそれはわたくしも想像できませんでした！」

　その発言に、遥人は頭を抱えたくなった。

　クリームヒルトの発言を本気にしたのか、ダークエルフの何人かは絡まれていたときよりも強い怯おびえの視線を遥人に向けてきたからだ。

　ともあれ、このままでは埒らちが明かないので、遥人は思い切って取り残されたまま立ち尽くすダークエルフ達に声をかけた。

「えっと、大丈夫でしたか？」

　実のところ、まともな反応はあまり期待していなかった。

　逃げ出さなかったのも、遥人に礼を言うためというよりクリームヒルトのとんでも発言に驚きすぎて足が動かなかったためらしい。可か哀わい想そうに、一人はちょっと震えていた。

　ところが、確かに左右のダークエルフは絶句したまま硬直していたのだが、二人に守られる位置に立っていたダークエルフだけがにっこりと微笑ほほえみ、深々とお辞じ儀ぎをする。

「ありがとうございました。おかげで助かりました」

「い、いえ、役に立てたなら幸いです」

　その当たり前の応対に、むしろ遥人の方が困惑する。ひょっとしてこの人、目が見えないんじゃないだろうかと思って彼女の顔を凝視する。

　遠くから見た通り、かなりの美人だった。

　年齢は二○代の半ばぐらいだろうか。エルフ達は長命の存在として描かれることが多いので彼女も見た目通りの年齢かどうかはわからない。

　少したれ目気味で、そこが余計に彼女の雰囲気を柔やわらかなものにしていた。

「そんなに見つめられては、恥はずかしいですわ」

　遥人が見ているのもわかっているようなので、ちゃんと見えていてなお遥人を恐がっていないということらしい。

（これは珍めずらしい──って、自分で言っていて悲しいぞ、それは）

　自分で自分に突っ込みを入れながら、気を取り直して話しかけようとするのだが、

「姉さんから離れろ、この変質者っ！」

　背後から少女の声と共に、強烈な衝撃が襲いかかる。

「どわっ!?」

　背中を蹴りつけられたのだと理解したのは、派手に吹っ飛ばされて近くに積んであった木箱に突っ込んでからだった。

「何するんだっ！」

　木箱がクッションになってくれたおかげで幸い怪我はなかった。

　その残ざん骸がいを押しのけて立ち上がると、新たに現れたダークエルフの少女が目の前に立っていた。

「姉さん……？」

　遥人が、助けたダークエルフの美女に目を向けると、彼女は申し訳なさそうな表情になって深々と頭を下げる。

「も、申し訳ございません。この子は私の妹なのです……」

　美女は遥人に謝った後、突然現れた少女に向き直り、

「この方は私が無法者に絡まれていたところを助けて下さったのよ」

「いっ!?　噓うそっ!?」

　そう説明する。ようやく根本的な勘違いをしていたことに気づいたのか、妹だという少女は思わず遥人を凝視した。

　見た目の年齢は一○代の半ばぐらいに見える。助けた美女に比べて活発な印象で、吊つり目め気味の目が驚きで見開かれていた。

　髪はクセがなく短く揃えられている。

　服も姉が大胆なドレスであるのに対し、彼女はタンクトップにホットパンツ、それだけではさすがに肌寒いのかケープのような外套を羽は織おっている。
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　姉妹揃って軽装だが、それでも妹の方は動きやすいデザインになっているように見えた。

「………そ」

　蹴り飛ばした人間が実は恩人だったと聞かされ思考停止していた少女がたっぷり数秒は思考停止したあと、ようやく口を開く。

　問答無用で蹴られたのは腹が立つのだが、謝罪されたなら不幸な行き違いということで水に流して──と思っていたのだが、

「そんな悪党面づらしているのが悪いんじゃないっ！」

　堂々と居直られてしまった。

　というか、蹴りつけたのは背後からなんだから、その時点で顔なんか見えなかっただろうと突っ込みたいのだが。

　先に口を開いて割り込んできたのはクリームヒルトだった。

「そこのダークエルフ、狼ろう藉ぜきもいい加減になさい！　こちらはザントゼーレ帝国の主、皇帝ディートリッヒ様であらせられますよ！」

　さっきまでのアホの子はどこに行ったと思うような凜りんとした声を張り上げダークエルフ達を威圧する。

　供の二人は顔色を変えてかしこまるが、姉の方は「あらまぁ」と動じた様子はない。妹の方は一瞬言葉に詰まった様子だが、

「あんたがそんな顔をしているのが悪いのよっ！」

　何故か負け惜しみのような捨すて台詞ゼリフを吐くや否いなや、姉の手を取って脱だつ兎とのごとく走り出したのである。

「あ──っ!?」

　完全に置き去りにされる形になった二人のダークエルフは、憐あわれなほど困り果てて立ち尽くしていた。

「え～と、追わないの？　というか、一緒に逃げないの？」

　このまま残っていられると、引ひっ捕とらえて不ふ敬けい罪ざいで処罰とか、面倒くさいことになりそうだったので水を向ける。

　するとようやく自分達も逃げられるということに気づいたのか、「も、申し訳ありませんでした～～っ！」と声が尾を引くような勢いで二人のダークエルフは逃げ出していった。

「やれやれ……」

「何でしたら罪人として手配することもできますが？」

　深刻な危機を感じなかったからなのか、面白そうに見物していた（護衛としてはどうかと思う）カールが、本気なのか冗談なのかわからない調子で提案してきた。

「面倒くさい。恐い顔だと言われたからって、一々処罰していたらこの国から人が消えてなくなるぞ」

　遥人の答えが気に入ったのか、カールも小さく笑った。

　ゲーム内の描写でも、帝国はこのように様々な人種が混在し、さっきのようなゴロツキや盗賊崩れのような人間が平気で街を歩く、雑多な国として描かれていた。

　一方の、帝国と敵対して滅びたリグラルト王国は由ゆい緒しよ正ただしい規律と秩ちつ序じよを重んじる騎士の国として描かれている。

　両者は風土も文化もまるで異なっていたため、決して相あい容いれない相手として軋あつ轢れきを積み重ねていた。

　その軋轢が限界を越えたことで戦争となり、国力で劣るリグラルト王国は滅めつ亡ぼうの憂うき目めに遭ったのだ。

（そういえば、『フェーゲフォイア・クロニーケン』でダークエルフの姉妹っていえば有名なネームドの敵がいたっけ……）

　ダークエルフの一族をまとめ上げる族長で、自ら戦場に立ってプレイヤーが操作する解放軍に挑みかかってくる姉妹だ。

　彼女らが出陣する戦場では必ず血の雨が降ることから、鮮血姉妹として恐れられていた。

　ビジュアルは美女だったので、こちらもカールと同様に多くのファンを獲得していた名キャラだ。

（同じ姉妹でも、ゴロツキ相手に立ち往おう生じようしているんだから大違いだな……）

　後ろから蹴飛ばされたことは腹立たしいが、もしあの鮮血姉妹だったら街中で大騒ぎになっていたところである。

（……あの二人とかも探せば実在するのかな？　それはそれで楽しみな気がするぞ）

　探せばまだまだゲームの中で描かれていたあれやこれが実在しているのだろう。

　遥人はカール達に案内されながら、完全に陽が暮れるまでもうしばらくの間、自分が愛して止まなかったゲームが現実のものとなった街を歩き続けるのだった。





　　　　３






　夜──城に帰還した遥人は豪華な夕食が並ぶ食卓についていた。

　ザントゼーレ帝国は、様々な人種が集まる豪快なお国柄だが、それは食べ物にまで及んでいる。

　目の前の大きなテーブルには、骨付きの肉をソースで煮込んだ料理であったり、テールをとろとろになるまで煮込んだシチューであったり、濃厚な味の皿が所狭しと並んでいる。

　念のために聞くと特にうるさい作さ法ほうもなく、気楽に味わえばいいと言われてしまった。

　リグラルト王国側は逆にテーブルマナーがうるさいらしく、この点だけで言うとこっちに転生してきてよかったと思いながら遥人は自分に用意された席に着く。

　食事の場には、遥人の正体を知っている人間だけが同席していた。

　遥人にアリーセ、オストヴァルト、カール、クリームヒルト、そしてテオバルトを加えた顔ぶれで、たった六人が使うには広すぎる食卓を囲んでいる。

「ハルト殿、昼間は大活躍だったそうですな」

　給仕が下がったところでオストヴァルトが声をかけてくる。

　宮廷魔道士として政治面の仕事も抱えているため帯同していなかった彼は、誰かから聞かされたのか模擬戦の様子に興味津々だった。

「わぁっはっはっは、その通り。このテオバルト、ハルト殿に惨ざん敗ぱいしてしまいました！」

　最初、遥人を目の敵かたきにしていたテオバルトが、掌てのひらを返したように絶賛している。

　遥人の向かいに座ったアリーセは、そんなテオバルトに冷たい視線を注そそいでいた。

「情けない。ハルトは戦に関して素人とのこと。そんな素人に負けてヘラヘラと笑って、将軍は恥ずかしくないのですか？」

「はぁっはっはっは、姫様は相変わらず辛しん辣らつでいらっしゃる！　しかし慣れてくると姫様の厳しい言葉が癖くせになってきますな！」

　思いもしなかったテオバルトの切り返しである。アリーセも目を丸くしていた。

「なっ、将軍は、変な趣味でも持っているの？　私のような子どもに詰なじられて喜ぶなんて！　気持ち悪いですね！」

「ははは！」

　本気なのか冗談なのか、テオバルトはアリーセの厳しい言葉を受け流している（というか、端はたから見ていると普通に喜んでいるように見える）。

「喜ぶだなんて……。こ、これからは、あなたに関わらないようにするとします」

「おぉ、それは放置プレイというヤツですか！　それも大好物ですぞ！」

　どんな言葉も平然と返され、とうとう叱しつ責せきの言葉が尽きたのか、アリーセは白い肌を怒りで紅こう潮ちようさせて黙り込んでしまった。

　彼女がやり込められる場面を初めて見た遥人は、すごいものを見てしまったような気持ちになる。

　まぁ、変な趣味を持ったオッサンを掌の上で転がすようになられても、それはそれで大変困ってしまうのだが。

「まずは料理が冷める前に味を堪能してはいかがでしょうか？　このままではせっかく腕を振るってくれた料理長が悲しみますぞ？」

　オストヴァルトが好こう々こう爺やの笑みでそう促うながす。

「ですね。まずは空腹を満たすことにしましょう。正直、小官のような立場では、こういう機会でもなければこれほどの豪華な食事にありつけませんから」

　オストヴァルトの言葉を後押しするように賛成すると、カールはさっさと食前酒に手を伸ばし喉のどを潤うるおした。

「では、わたくしも遠慮なくご相しよう伴ばんに与あずかりますわね」

　クリームヒルトも関係者ということで食卓についている。

　召喚の儀式に協力していた関係で教団から派遣されているらしいことは想像がつく。

　このまま遥人の周辺に留まるのかはわからないが、案の定アリーセは面白くないらしくさっきから厳しい視線を注いでいる──何故か遥人に対して。

「食事の場がこんなに騒がしくなってしまったのは、あなたのせいです！」

「いぃ、俺のせい!?」

　確かにテオバルトがやってきたのは遥人の活躍があってのことだが、テオバルトが気に入らないなら彼を睨んでくれよというのが本音である。

　そもそも、どうしてアリーセはこんなに自分のことを目の敵にするのか、他の者が食事に没頭する中、わりと本気で悩んでいた。

　テオバルトのように、遥人が何か国の害になるとでも思い込んでいるのだろうか。

　だとすると早めに誤解は解といておきたい。

　そんなことを考えていると、視界の右端に常に表示されている《プレイヤの加護》を起動するためのスイッチがチカチカと明めい滅めつしはじめた。

（ん？　なんだこれ？）

　反射的に意識を向ける。

　模擬戦で使ったときと同じように、上から見下ろすのかと思っていた遥人だったが、スキルを起動しても遥人の視線は肉眼と同じ位置にあった。

　視線の位置は同じだが、システム関係のウインドウだけが表示される。

（ああ、戦場じゃないからか……）

　ＳＲＰＧシミユレーシヨンアールピージーは戦場と、次の戦場に移動する前にキャラを鍛きたえたり買い物をしたりする拠点画面で構成されることが多い。

　拠点にいる場合は城の広間であったり、商店の店先だったりが表示される。そうした背景を見ながら、基本的には自分の部隊を管理するのが主目的となっていた。

　現に、ウインドウに表示されている項目も模擬戦の際とは違い「キャラ情報」「ユニット強化」「アイテム購入」といったものが並んでいる。

　おそらくこの場では不可能であるためなのか、キャラ情報以外の二つの項目は文字が灰色になって反応しなかったのだが。

（場面によってスキルでできることが変化するわけか……）

　そこまでは理解したが、スイッチがどうして点滅したのかわからない。ちょうど会話が途と切ぎれ、各自は食事に意識を向けているようなので遥人は項目を選択してみた。

　人物名は、オストヴァルト、カール、テオバルト、アリーセ、クリームヒルトの五人が表示される。





《パラメータ》

　名前：オストヴァルト

　クラス：魔道士

　レベル：二一

　力：七

　魔力：二一

　技：一六

　速さ：一六

　運：一一

　守備：七

　魔法防御：一七






　ゲームでおなじみのパラメータが表示される。

　魔道士らしく紙装甲になっているのは説得力があった。

　持ち物は空くう欄らんになっているが、これはゲームでもプレイに関係するアイテム（武器とか回復薬とか）だけしか表示されないので、服や装飾品は反応していないのだろう。

　戦場とは違い、拠点扱いのここではステータス画面が二ページにわたっており、増えたページでフレーバーテキストが読めるようだった。

　落ち着いて情報を読み込める街などでは世界観に浸ひたるために情報が追加されるのだが、それも再現されるらしい。

　オストヴァルトのフレーバーテキストは、




　帝国に仕える宮廷魔道士。皇帝ディートリッヒが幼い頃から世話を焼く教育係で、頼りになる相談役でもある。




　となっていた。

　次に、アリーセの項目を開いてみる。





《パラメータ》

　名前：アリーセ

　クラス：プリンセス

　レベル：二

　力：一

　魔力：四

　技：三

　速さ：四

　運：八

　守備：一

　魔法防御：五






《フレーバーテキスト》

　皇帝の妹姫。気が強く、不器用な性格をしているため人当たりはキツい。唯一の肉親であるディートリッヒのことは誰よりも敬愛しており、それ故ゆえに、影武者になったハルト・クラッセンにはついキツく当たってしまう。




　などと書かれている。

　これを見て、遥人の疑問は期せずして氷解した。

「あ、そっか！　お兄ちゃん大好きだったから、こんなに俺を目の敵にするわけか！」

　システムの新しい側面を確認するとつい「何ができるんだろう」と夢中になってしまうのはゲーマーの悪い癖である。

　部屋の中で一人でゲームをしているような感覚で、ぽろっと感想を口にしてしまったのだが、




　──ガチャン。




　という音で我に返る。

　視線はウインドウにフォーカスされていた。我に返ってウインドウの向こう側に焦点が合うと、偶然なのか何なのかアリーセの席があったりした。

　つまり、遥人以外の全員の目からは、遥人がアリーセをじ～っと見ながらいきなり呟つぶやいたようにしか見えなかっただろう。

　少女の白い肌が、首から赤く染まっていき、耳と頰ほおにまでそれが及んだあたりで遥人は「ヤベッ」と口を押さえるが、遅すぎた。

　赫かく怒どしたアリーセが席から飛び降りようとする。

　だが、いつのまにか自分の席から離れていたオストヴァルトがアリーセの座っている椅子の背もたれを押さえ込んで阻そ止しをした。

（素早い！）

　大人用の椅子ではまだ床に足が届かないアリーセは簡単に動きを封じられてしまう。

　諦あきらめずにもがいていたが、オストヴァルトは何事も起こっていないかのような平然とした顔でうんうん、と頷いている。

「すばらしい洞どう察さつ力りよくでございます！　実はディートリッヒ様がお隠れになったため、姫様はそれはもう、寂さびしくて寂しくて──ぐぅ!?」

　オストヴァルトの声が突然濁ったのは、アリーセが椅子を押さえるオストヴァルトの手の甲を、思い切り爪を立ててつねったからである。

　子どもの攻撃は手加減というものをしてくれないので、見た目以上に痛いものだ。

　しかしオストヴァルトは少なくとも表面上は表情を変えずに「さぁ、姫様、たくさん召めし上あがらないと立派な淑しゆく女じよになれませんぞ」などととぼけている。

　ツワモノだ。

　いつものことなのか、それとも遥人に害が及ばないようにしようという心遣いなのかはわからないが、微動だにしないオストヴァルトに、アリーセの方が折れて仕方なさそうに食事に戻った。

　遥人は大変申し訳ない思いをしながら、これが終わったらオストヴァルトに詫わびておこうと心の予定表に書き入れる。

　もう一つ、今後、フレーバーテキストはできるだけ見ないようにしようと決めた。考えてみれば心の中を盗み見るようなものだ。

　なにより、次にアリーセの、鋼鉄の爪の餌え食じきになるのは自分の手かもしれないからである。

「しかし先程のお話、模擬戦での勝利は、将軍が不ふ甲が斐いなかったわけではなくハルト殿の手腕が優すぐれていたためでありました」

　カールは空気を変えようと思ったのか、最初の話題に戻す。

「ほほぅ、それは興味深い。ハルト殿は戦に関しては素人だと伺うかがっておりましたが……？」

　自分の席に戻ったオストヴァルトがフォークとナイフを再び手に取りながらカールの発言に興味を示す。

　遥人自身、あんなことができるとは思っていなかったので、どう説明すればいいか迷うところだ。

　スキルとか、前世でのゲームがどうとかそうした話も説明しづらいので、適当に言葉を濁すことしかできないのだが。

「いずれにしてもあれほどの戦術、ワシが負けるのも当然ですな！」

　今度はテオバルトが食いついてくる。

　最初の敵意が噓のようで反応しづらいのだが、そんな遥人の代わりに口を開いたのはクリームヒルトであった。

「あなた！　見所があります！」

　テオバルトが遥人を褒めたのが気に入ったらしく、目を輝かせて頷いている。

「そう、ハルト様こそは、この戦乱の世の申し子！」

「ぶっ!?」

　咳せき込こみながらどうにか口の中のものを飲み下したが、それでクリームヒルトの発言に異議を唱えるのが遅れてしまう。

　その間に、

「まさしく！　ハルト殿こそ、我が剣を捧げるに相応ふさわしい天性の才能を秘めた、このザントゼーレの歴史に名を残す偉大な皇帝となる器を秘めた方ですぞ！」

「そう！　それと共に、大陸全土に恐怖をもたらす暗黒皇帝として、わたくし達トラグフェルの指導者となるお方！」

　微妙に方向性はズレているが、気持ちだけはものすごく意気投合している様子だった。

　偉大な皇帝か暗黒皇帝かの違いはあれど、どちらも戦争で反乱軍を壊滅させることを期待しているらしい。

　加えて、オーガにそっくりの外見だからきっとできる、と確信し切っているのだ。

　ちらりとカールを見れば、「俺は関係ないですよ」とばかりに食事に集中している。その要領の良さが恨めしい。

　色々と突っ込みどころは満載だが、いずれにしても、この世界は驚くほどゲームに忠実にできていた。

《プレイヤの加護》も、単にそういうスキルや魔法がある世界と考えるには、あまりにゲームシステムに酷こく似じしている。

　断言はできないが、ゲームに忠実であるという前提に立つなら、この後にデッドエンドが待っている可能性はかなり高いと言えるだろう。

　となると、より一層、慎重に振る舞う必要が出てくる。

（ん……。ちょっと待てよ）

　遥人は、肝心な点について確認していないことに思い至った。

「そう言えば、帝国は今どんな状況か聞かせてもらえないかな？」

「反乱軍との戦争の状況についてですか？」

　アリーセが例によってこちらを睨んでくるが、カールがフォローするように遥人の言葉を拾い上げてくれた。

「ハルト殿はどの程度、我が国の状況をご存じでしょう？　いえ、最初に伺ったように大まかな帝国と王国の関係についてはご存じのようですが、戦争のきっかけなどについてもご存じでしょうか？」

「何年前か正確なところはわからないけれど、この戦争が起こった原因は、リグラルトの国王が暗殺されたからだ。国王を失った王国軍は総崩れになって敗北。国も崩壊してしまうけれど、生き延びた王太子が解──反乱軍を組織して反撃を開始したというところぐらい、かな」

　本当は、もっと詳くわしく話せる。

　暗殺事件が起こったのはゲーム開始の一○年前。当然、まだディートリッヒは皇帝の座にはなく、暗殺事件を起こしたのはディートリッヒやアリーセの父である先代皇帝だ。

　つまり皇帝も王太子も、それぞれ先代の因いん縁ねんを背負って戦い続けているということになる。

「なるほど、原因についてもご存じでしたか。ただ、どこで誰に聞いたのかは知りませんが、真実ではない部分も含まれていますね」

　カールは膝ひざにかけていたナプキンで口元を拭ぬぐうと、会話の方に気持ちを集中しはじめた。

「と、いうと？」

　今度は遥人が促した。

　カールは確認するようにアリーセを見る。彼女が小さく頷くと、彼は続きを口にした。

「リグラルト国王暗殺は、一般的に知られた事実ですが真実ではありません」

「両国の関係が悪化の一途を辿ったため、両国の首脳同士の話し合いとなったのですが、その場で斬きりかかってきたのはリグラルト国王の方だったのです」

　一人だけの見解ではないということを示すためかオストヴァルトがカールの言葉を引き継いだ。

「それじゃあ、単に自分の身を守るために返り討ちにしただけだということ？」

「その通りです」

　アリーセが面白くなさそうに吐き捨てた。

「確か、暗さ──じゃない、その事件を起こしたのは先代の皇帝だったんだね？」

「そう。周囲は好き勝手に暗殺だったと決めつけて、お父様は豪快な方だったから、弁解するのも面倒くさがって放置としていた。それで戦争になって、お父様が自分で収拾がつけられたらよかったのですけれど……」

　先代皇帝はディートリッヒに背負わせるつもりなどなく、自分の力でどうにかできると信じていたのだろう。

　それが自分まで夭よう逝せいすることになったのは予定外だったに違いない。

「急に跡を継ぐことになったディートリッヒが全部を背負うことになった……」

「その通りでございます」

　暗殺事件から五年。

　先代皇帝が病やまいでこの世を去り、今のアリーセとほとんど変わらない年齢のディートリッヒが皇位を継ぐことになってしまった。

　そこからさらに五年、元々魂たましいが弱かったディートリッヒに限界が訪れる。

　それを見越していた彼は、邪教といわれるトラグフェルから全面的な協力を得て召喚術を準備したということであるらしい。

「その後、一度は総崩れになったリグラルト王国でしたが、わずかに生き残った宮廷騎士を中心に設立された反乱軍は奇跡的な快進撃を開始しました。無念を背負った王国兵の士気は高く、加えて盟主を務める王太子──オーレリア＝クラリッサ・フラムスティード王女も女性ながら優れた手腕を発揮している、と聞いております」

「オーレリア王女？」

　ゲーム『フェーゲフォイア・クロニーケン』では、プレイヤーは男と女、どちらかの主人公ユニットを選んでゲームに参加する。つまり自分の分身だ。

　オーレリア王女は女性の主人公ユニットの名前で、清らかな湖水のような青い髪と瞳ひとみを持つ、魅力的な美少女として描かれていた。

　楚そ々そとしながら長く厳しい戦争を戦い抜く芯しんの強さを持った少女。戦場を駆ける聖女としてプレイヤーから絶大な人気を博していたのだ。

「その名前は、聞いたことがあるよ」

「まだ若いのに、ハルト殿に負けぬ天性の戦上手で、可か憐れんな容姿と悲運の王女という身の上が相まって相当なカリスマ性を備えた相手になっているようです。それで、状況ですが、近々帝国と反乱軍との間で会談を行う予定になっております」

　そのタイミングか、と口走りそうになって、遥人はどうにか思いとどまった。

　カールが説明した「会談」はゲーム内でも発生するイベントだ。

　会談の目的は戦争を終わらせるためだが、このイベントが起こるのは終盤ではなく序盤から中盤に差しかかる頃──当然、これで戦争が終結するといったことはない。

　会談の立て付けはこうだ。

　解放軍側がほぼ元の国境線を取り戻したことをきっかけに、一定の賠ばい償しようを引き替えとして戦争を終結させることができないか話し合いの場を持つことになった。

　それだけを聞くと本当に戦争が終わりそうだが──実際、プレイヤーだった遥人も戦争が終わるのかと思ったぐらいだ。

　──だが、終わらなかった。

　理由は簡単で、帝国軍が会談に赴おもむいた主人公の暗殺を企くわだてるのだ。

　暗殺自体は未然に防がれたが、これがきっかけで両者の関係は悪化し戦争は激化の一途を辿るのである。

　ゲームでいうと、プレイヤーの「帝国軍を絶対に倒してやる」という気分が一気に盛り上がる序盤の山場となるイベントだった。

（確か、あの暗殺指令は皇帝を乗っ取った悪の魂が発したもので………ってことは、俺が暗殺指令を出すわけ？　じゃあ、俺さえ暗殺指令を出さなければ、あの暗殺劇は起こらないとか？）

「いやぁ、オーレリア王女も噂うわさと違い甘い方ですな。部下には、これを機に暗殺してしまえばいいという者までおりますよ？」

　暗殺、という単語にギョッとなる。

　だがオストヴァルトもカールも、生き真ま面じ目めなアリーセさえも、暗殺という選択肢を頭から否定はしていないようだった。

「馬鹿なことは止めた方がいいと思う」

　遥人は思わず口を開いていた。

「馬鹿な、というと？」

　カールが遥人の言葉の意味を問う。

　しまったと思うが後の祭りである。

　これまで自分の意見を積極的には述べなかったが、この国に大きな変化を与えるとなると相応の責任が伴ともなうように感じたからだ。

　それでも、今日たった一日とはいえ、自分の目で見てきた街の人々や兵士達の顔を思い出すと、その選択が失敗に終わることを告げなければならないような気がした。

「個人的には、暗殺とか好きになれないけれど、そういう選択をする人がいるのは理解できる。でも、うまくいったならいいけれど、それに失敗したら？　反乱軍はいよいよ結束を固めて徹底抗戦に出てくるに違いないでしょ？」

「確かに、暗殺に成功しても失敗しても、もう対話という選択肢はなくなりますな」

　テオバルトは遥人の言い分を認める。

「……反乱軍だってここから先が厳しくなるのはわかっているはずだ。その上、そろそろ反乱軍の方にも物資の面で問題が起こっているんだよ」

「なっ!?　そんなことが!?」

　カールが驚きよう愕がくの表情を浮かべる。オストヴァルトもテオバルトも、アリーセさえも虚きよを突つかれたような顔になっていた。

「将軍、そのような話が？」

　オストヴァルトが問うと、テオバルトは慌てて首を横に振る。

「いえ、ワシの情報網にはそのような話はまったく……。もちろん、成り立ちからして懐ふところ事情は厳しいでしょうが……」

　しかし、そうなのだ。

　この時点で多くの戦果を挙げた解放軍の元には、各地に散り散りになっていたリグラルト王国の敗残兵がオーレリア王女健在を知って集まってきている。

　その上、帝国軍からも寝返りが起こっており、解放軍の規模は大きく膨ふくれあがっているのだ。

　増強した人員は軍の糧食の消費を早める。

　この時期、元々厳しかった解放軍の懐事情は深刻なほど逼ひつ迫ぱくした状況に陥おちいっていた。

　むろん、帝国側が知り得ない情報だが、何十回とゲームをクリアしてきた遥人には解放軍の内情が手に取るようにわかるのだ。

（というか、敵ボスなんてとんでもないって思っていたけれど、俺が悪役らしく振る舞うことを強制されていないなら、ちょっと状況が変わってこないか？）

　クリームヒルトがせがんでいるあれこれは、とりあえず目を瞑つむる。

　遥人は解放軍の全てを知り尽くしている。

　帝国軍のことも、設定資料集に書かれていた範囲のことは熟知している。

　ゲームをプレイするだけでは飽あき足たらず、それ以上にどんな世界になっているのかが知りたいために設定資料集や開発者のインタビューなどありとあらゆる情報を貪むさぼってきた。

　だから遥人は、この世界のことを、どこの誰よりも詳しく知り尽くしていると言っても過言ではない。

（悪役皇帝が悪役を放ほう棄きしたら、ただの皇帝になるって寸法だよな！　俺が頑張れば案外簡単に平和にできるんじゃないか？）

　もちろん細かい誤差は出てくるだろう。

　下手をすれば戦闘が起こるかもしれない。

　それは《プレイヤの加護》を使えば切り抜けることができる気がする。

（ディートリッヒが本当に戻ってくるか、正直、確信はないけれど、このまま何もせずにいたら俺は殺されてしまうわけで、だったらできることはやっといた方がいいか……）

　あと、

（オーレリア王女、ちょっと、会ってみたいよな……）

　という下心がないわけでもない。

　ゲームではプレイヤーの分身として用意されたキャラクターで、自分と同じ性別を選ぶことが多かった遥人も、何十回とプレイする中で何度か選択したことがあった。

　心優しく、公明正大で、多くの人々をまとめ上げる統率力を持った美少女──それが自分とは別の人間として、確かにこの世界に存在しているのだ。

　彼女であれば、暗殺の真実をきっと受け止めてくれる。そうなれば、手を取り合うことができると思ったのだ。

「俺の言葉を少しでも信じてもらえるなら、ここが節ふし目めになる。だから俺は、この和平会談を本物にしたいんだ」

　突然、国の方針に口を出した遥人は、反対されるのではないかと、しばらく押し黙った。

「本当に、そんなことができると思っているのですか？」

　唯一口を開いたのは、意外にもアリーセだった。

「……できる、と思う。それ以上に、俺にとってもやるしかないんだ」

「……そう」

　納得してくれたのかどうかはわからないが、アリーセにしては珍しく（と言うとまた怒られるだろうが）批判的なことも言わずに引き下がった。

　残る問題は──、

　と、遥人が見たのは、和平に向かう話を静かに聞いていたクリームヒルトであった。

　和平というのは、明らかにクリームヒルトが望んでいる血と騒乱を好む暗黒皇帝の道に反する。異を唱えないのは不自然に感じる。

　アホの子然とした言動に誤ご魔ま化かされがちだが、クリームヒルトは暗黒の神を信奉する邪教の巫み女こなのだ。

　見たら呪のろい殺される的な恐ろしさがあって、和平について話している間、実のところ意図的に視線を外していたのである。

　正直、どんな顔をして睨んでいるか、確認するのが恐かった。

「ひどい……」

　ところが、恐ろしげな表情を浮かべていると思い込んでいたクリームヒルトは、両目一杯に涙を溜めてこちらを見ていた。

「ひどいです、ひどいです、ひどいです～～！　せっかく、大陸全土が血の海になると思って楽しみにしてましたのに～～！」

（いや、それを楽しみにするのはどうかと思う。本気で）

　根が単純なのは街の様子を見てわかってはいたが、これはこれでまた想像の斜め上をいく反応だった。

（まさか、大人の女が本気泣きとか……。これでいいのか、暗黒教団！）

　そうしている間にもクリームヒルトは大袈裟に嘆き悲しんでいた。

「ここまで教団の秘ひ奥おうを明かしてご協力させていただきましたのにぃ。後宮に美女を紹介する準備も整えておりましたのにぃ」

　ダンダン、と女性らしい小さな手でテーブルを叩く。

「ハルト様は、生きとし生けるものすべてに苦しみをもたらし、その悲哀をすすってニタニタと笑う方でないと困るんですよ～！」

　もはや「そうなる」と思われているだけで風評被害もののとんでもない理想像だった。場の全員の視線が遥人に集まる。

　集まってもらっても困る。けれど、ここは遥人がなんとかしないと収まりがつかない感じなのだろうか。

「いや、ほら、だから、まずは君に苦難を与えた感じじゃないかな？」

　アリーセは心の底から呆れたような、ものすごく冷たい視線を向ける。

（止めて、そんな目で俺を見ないで……）

　声に出して罵ののしらないのは、この困った空気に巻き込まれたくないからなのだろう。

　我ながら情けない気持ちになりながらも、クリームヒルトをどうするか思案する。こんな子ども騙だましでどうにかなるはずもないしと思ったのだが、

「なるほど！　確かにその通りですわね！」

　なんとかなってしまうようだった。

「な、納得して、もらえたかな？」

「ええ、もちろんですわ！　オーガのような顔立ちをされているハルト様ですから、きっとお間違いはありません！」

　どこまで通じるんだ、そのとんでも価値観！　と内心突っ込んだのだが、余計なことを言って「じゃあやっぱり信じません」と言われるとまずいので黙っておいた。

「わたくしを実験台として腕を磨みがき、やがて全世界に暗黒皇帝の恐ろしさを見せつけるおつもりなのですね！　わたくしは栄はえある犠牲者第一号！　こんなに嬉うれしいことはございません！」

「ひ、犠牲者……」

「あ、ですが、わたくしも含めて教団の誰もがハルト様の深遠なる計画について予想もできないことでしょう。ここは不安に思わせないため、わたくしは一度教団本部に帰還して教主様にお伝えしようと思います」

　そこはかとなく不安である。

　クリームヒルトに任せておくと、どれだけねじ曲がって教主とやらに伝わるか、限りなく不安なのだが今は先送りできるだけでもありがたいと思った方がいいだろう。

　暗黒教団とは、いずれは互いにどうするかをはっきりさせる必要がある。

　だが今は、とにかくゲームのように悪のラスボス一直線の展開だけはどうにか避けなければならないのだ。

「わかった。よろしく伝えてもらいたい」

「はいっ！　もちろんですわ！」

　どうにかこうにか遥人は悪の皇帝としての道が遠ざかったことに安あん堵どし、あとはゆっくりと晩ばん餐さんを味わうのことができた。
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　異世界への召喚。

　顔立ちがオーガに似ているからと皇帝の身代わりを押しつけられ、ゲームにそっくりだったおかげで模擬戦に圧勝し、しかし何故か「さすがはオーガそっくりの外見をした皇帝だけはある！」という変な感心をされ、ほとんど思いつきで戦争を終わらせる決断を下し、オーガにそっくりの遥人ならできるはずだと信用されるという激動の一日が終わった。

　オーガにそっくりという部分が多すぎる気はしないでもないが、ともあれ長い一日が終わった遥人は、ディートリッヒが使っていた部屋を宛あてがわれた。

　皇帝の身代わりをする以上は当然の扱いなのだが、豪勢な私室に馴な染じめず寝付けなかったため、廊下に面したテラスに出て夜風に当たっていた。

「やれやれだなぁ……」

　ゲームが忠実に再現されているのは感動的だったのだが、途方に暮れているというのが正直なところだった。

　昨日までは、ささやかな一人暮らしの部屋で寝起きしていたのだ。そこからたった一日で起こった、自分の身の回りの激変ぶりが整理しきれない。

　ちなみに、今はもうオストヴァルトの幻術は解かれ、ディートリッヒの素顔──つまりイケメンの姿に戻っている。

　生前、夢に見るほど自分の顔立ちを変えたかった。

　それが叶かなったというのに、なんとも落ち着かない気分である。

　と、不意に人の気配がして顔を上げた。

　ここは城の上層階で、この時間帯は王族しか立ち入らない区域である。そこに現れるとするなら、たった一人しかいない。

「アリーセ……？　ど、どうしたんだ、こんな遅い時間に」

　どうして、と思うのと同じぐらい、アリーセに苦手意識を持ちつつある遥人は居心地の悪さを感じる。

　そういう態度を感じ取ったのか、アリーセの顔がムッとした表情に変わった。

「それはこっちの言葉です！　こんな夜に何をしているのですか!?」

「いや、俺は、ちょっと考えごとを……」

　しかしアリーセは引き下がらない。

　ずい、と一歩前に出ると、何がそんなに腹立たしいのか遥人に詰め寄ってくる。

「こんなところで夜風に吹かれて、体を冷やしたらどうするつもりです！」

「え……？」

　心配してくれるの？　と意外に思った遥人の顔面に、アリーセは手にしていた毛布を投げつけた。

「その体は、兄のものなのですよ！　それを勝手なことをして！　転生の儀式も終わったばかりだというのに！　風か邪ぜでも引いたらどうするつもりなのです!?　兄が自分を犠牲にして呼び寄せたというのに……。なのに……」

　そこまで言ったところでアリーセの語気が急に弱くなる。

「と、とにかく、早く寝室に戻りなさい！　そうでないなら、せめてその毛布で体を冷やさないようにしなさいっ！」

　弱気になった自分を奮ふるい立たたせるように、強い言葉を突きつけると踵きびすを返す。

　フレーバーテキストによれば、アリーセの近親者はディートリッヒだけで、他に家族がいないらしい。

　だからこそ、アリーセは兄の残したこの体と、形の上では兄を奪ったことになる遥人へのやるせない気持ちとの間で板挟みになっているのかもしれないと思った。

　それでもこの毛布は、遥人がうろついていると察して、遥人のために持ってきてくれたのだ。

　一方的に苦手意識を持っていたが、根っこの部分では優しいところもあるのかもしれない。

「……寝られない、のですか？」

　立ち去りかけたアリーセだったが、不意に立ち止まり振り返る。

　その視線からは先程までの剣けん呑のんさが急に消えてしまっていた。遥人は逆に戸と惑まどい「え、あ、うん」とぎこちなく頷く。

「だったら、ちょっと一緒に来て下さい。あ、ちゃんと毛布は被って、暖かくしなさい！」

　大人になって毛布を被って夜の城を歩くのもみっともないのだが、今は外見がディートリッヒなのでまだ許されるかと遥人は大人しくアリーセの言葉に従い彼女の後に続いた。

　先導されたのは遥人が宛がわれたディートリッヒの私室の隣にある、宝物を入れておくための部屋のようだった。

　夜は昼に増して静かで、城内には自分達だけしか動く者がいないのではないかと錯覚しそうになる。

　宝ほう物もつ庫こは頑丈な造りであるためか、より静寂の密度が高まり、耳が痛くなるほどの静けさになっていた。

「部屋の真ん中を見なさい」

「真ん中？」

　窓のない小さな部屋には壁際一面に棚が設けられ、細こま々ごまとした品がしまわれているが、部屋の中央に鎮座しているそれは他から群を抜いて強い存在感を放っていた。

　漆しつ黒こくの闇の塊かたまり。

　台座にしつらえ保管されていたのは、黒一色で造られた一振りの剣と一いち領りようの全身鎧だった。

「これは……」

　剣と鎧──言ってみれば、ただの道具でしかない。

　だが、素人の遥人の目から見ても、尋常ではない威圧感を放っているように思えた。夜着の下では鳥肌すら立っている。

「帝室に代々伝わる至宝。〈魔聖剣ダインスレイヴ〉と〈ダンケルハイトの鎧〉です」

　それは、ゲームのラストバトルでラスボスとして登場する「暗黒皇帝ディートリッヒ」が身にまとう、伝説級の武具の名前だった。

　ゲーム画面では遠目にしか見えないが、確かにそれならこの迫力も納得できる。

「これを、あなたに貸たい与よします。これを身につけ、和平会談に臨のぞみなさい」

「これを!?」

　驚いてアリーセを見る遥人だったが、彼女は怒っているような恥ずかしがっているような複雑な表情を浮かべて頷いた。

「そう。貸してあげると言ってるのです」

「いや、貸すってそんな簡単に……」

　確かに、ディートリッヒがいない今、アリーセが許せば実現するだろうが、それにしても至宝である。

　言ってみればザントゼーレ帝国の国宝だ。

　半分冗談で、敵ボスの伝説の武具を貸してもらえないかな、とか考えたが本当になるとなるとあまりのことにとっさに言葉が出てこない。

　遥人があんぐりと口を開けて驚いている様子を見て、多少はしてやったりと気分をよくしたのかアリーセは子どもらしからぬ不敵な笑みを浮かべて頷いた。

「ほら、せっかくなのですから、ダインスレイヴぐらい抜いてみてはどうですか？」

　自慢げな様子で、戸惑う遥人など置き去りにして部屋の中央に進み、台座に立てかけてある漆黒の剣を手に取った。

　さすがに実際に触れるとなると「貸す」などと軽く言っていた言葉とは裏腹に、細心の注意を払いながら慎重に扱っている。

「何か不満があるのですか？　というか、いつまでか弱い女の子にこんな重い剣を持たせておくつもりなのです？」

「あ、はい、ごめん！」

　反射的に受け取った〈魔聖剣ダインスレイヴ〉は、思った以上に軽く、剣術の心得がない遥人にも扱えそうだった。

　あるいは、この肉体はディートリッヒのものなのだから、彼が見かけよりもしっかりと鍛たん錬れんしていたのだろうか。

　いずれにしても、無言で催さい促そくしてくるアリーセの視線に応えるように、遥人はその剣をおもむろに引き抜いた。

　しゃらん、と鞘さやの中で剣身がこすれる独特の音を発しながら抜き放たれたそれは、柄つかや鞘と同じように一点の曇くもりもない漆黒の刃やいばだった。

　手入れは行き届いているのか、表面は鏡のように滑なめらかで、この薄暗い中でも遥人の顔が映り込んでいる。

「帝室の至宝があれば、あなたの身の守りは万全になるはず。……その、私達の国のために難しい場に送り出すことになるのだから、あなたに傷一つでもつけばそれは帝国の恥。だだだ、だからです。それだけですから！」

「俺のことを心配してくれたのか……」

　遥人に妹はいなかったが、本当に妹がいて自分を心配してくれたらこんな気持ちになるのかもしれない。

　じんわり胸の中に広がる温かい気持ちを嚙かみしめていると、アリーセはさっきとは逆に、急に慌てだし、

「べ、別に心配したわけではないです！　帝室、そう、全部は帝室の矜きよう持じを守るためなんですから！」

　と、言いい繕つくろう。

　薄暗いのでよく見えないが、あるいはアリーセは怒りではない感情で、頰を真っ赤にしているのかもしれない。

「本当に、心配なんてしてないんですから！　でも、無関係なはずなのに帝国のために働こうとしてくれているのを見て少しは見直したというか。だから、その、このぐらいします！　悪いですか!?　それとも私の施ほどこしは受けられないとかって言うつもりなのですか!?」

　恥ずかしさが極きわまってか、何故か問い詰められるような形になってしまう。

　遥人は思わず小さく笑ってしまっていた。

「悪くないって。それに、感謝するよ。不安はたくさんあるけれど、がんばってみる」

　レアアイテムに触れられるからではなく、単純にアリーセの厚意が嬉しかったのだ。

「不安……。それは、確かに……」

「大丈夫だよ。ま、子どもに心配されることがないように、がんばってくるさ」

　数秒考え、「子ども」というのが自分を指すのだということに気づいたアリーセは「なっ!?」とまた激怒しそうになった。

　遥人は慌てて〈魔聖剣ダインスレイヴ〉を鞘に戻すと、元通りの位置に安置してその場から逃げ出すように飛び出したのだった。

「お待ちなさいっ！」

　声が聞こえたが、ここで立ち止まっては命に関わるとばかり、自室に飛び込んだ。

　さすがに寝所に乗り込んでくるような真似はしなかったので、安堵したまま再びベッドに潜り込む。

　アリーセとのやり取りで緊張がほぐれたのか、今度はあっさりと眠りに就くことができたのだった。
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　戦争を激化させないため、何より自分が悪のラスボスとして討とう伐ばつされてしまわないため、和平会談を成功させようと立ち上がった倉くら瀬せ遥はる人とは──何な故ぜか、絨じゆう毯たんの上で正座をさせられていた。

「軽けい率そつな振る舞いには、罰ばつが必要ですっ！」

　胸の前で腕組みをし恐こわい顔で遥人を見下ろしてくるのは、アリーセである。

　帝都ザムニスを出発してから既すでに七日。

　ここは旧リグラルト王国の首都、リジット。帝国領内ではなく、遥人達は既に旧王都入りしていたのである。

　気品を重んじるリグラルト王国の首都に相応ふさわしく、隅すみ々ずみにまで気を配って造られた清潔感溢あふれる街で、全体的に明るい白を基調とする建物が多い。

　街は円形に広がっており、区画の一つ一つが花か弁べんに見えるところから「白しろ薔ば薇ら」と呼ばれることもあるそうだ。

　そしてこのリジットこそが、和平会談が行われる街なのである。

　一度は帝国が接収したリジットだが、他のいくつかの領地と同じく、先日解放軍によって取り戻されていた。

　リジットで和平会談が開かれることになった理由は、ここにある。

　帝国領内に少数で出向くのは解放軍側が難色を示し、とはいえ大軍を帝国領内に招まねき入いれることもできない。

　そこで、帝国軍は退去済みだが、先日まで帝国が占領していたおかげでまだ解放軍も隅々までは掌しよう握あくできていない。

　奇くしくも中立地帯と化してしまっているこの街が和平会談の場に選ばれたのだ。

「あの、ちょ～っと聞きたいのだけれど……」

　恐る恐る問いかけた遥人を、アリーセは無言でギロリと睨にらみ返かえした。

　この場にいるのは遥人とアリーセ、そして警護役として常に身近に控ひかえているカールのみ。

　もちろん会談にはそれなりの人数が派遣されているが、他の兵士や文官は別の部屋で待機しているはずだ。

　リジット入りをした一行は、和平会談に備そなえて要人が宿泊するために建てられた豪華な宿屋に到着していた。

　正座だが、床に敷かれた絨毯の毛足が長いので、まったく苦にはならなかった。

　もちろん、正直に告げて「石でも抱かせましょうか？」とか言われても困るのでその点には触ふれない方針である。

「えっと、今更だけれど、どうしてアリーセまでここにいるの？」

　城で〈魔聖剣ダインスレイヴ〉と〈ダンケルハイトの鎧よろい〉という、国宝と言うべき貴重な武具を託たくされた。

　普通なら、同行はできないからせめてこの武具が遥人を守ってくれるように願いを込めて手渡した、と思うだろう。

　しかし出発の日、どう心変わりをしたのか、アリーセはムスッとしたまま当然のように一行に加わっており、その時点でかなり不機嫌そうだったのでどう接したらいいかわからないまま今に至いたっている。

　おまけにさらにややこしいのだが、今行われている「お説教」と、彼女が出発するときからずっと不機嫌なままなのは理由が別であるらしい。

　というのも、お説教の理由は遥人達がザムニスを出発した後──つまりリジットに至る道中の出来事にあったからだ。

「なに？　私が一緒にいたら不満でもあるのかしら？　それとも、口うるさい小こ姑じゆうとがいない方が気楽に羽は目めを外せたのに、などと思っているわけでしょうか？」

　もちろん邪魔に思ったわけではない。

　和平のための会談とはいえ、暴走して襲いかかってくる輩やからがいるかもしれない。

　あるいは単に盗賊の類たぐいに遭遇するかもしれないから城の方が安全だと思っただけだ。

　要は、どうしてついてくる気になったのか、加えて、どうしてずっと怒っているのか知りたいだけなのだが、とても聞ける雰ふん囲い気きではない。

　前世でも姉や妹がいなかったこともあって、こういう年頃の女の子とどう接していいかまるでわからない。

　本当に女の子は難しいと頭を抱えているのである。

「まったく、あなたという人は！　和平のために真ま面じ目めに邁まい進しんするのかと思いきや、道中の村々でデレデレとして！　皇帝の威厳を台無しにするつもりなのかしら!?」

「いや、別にデレデレしていたわけでは……」

　なぁ、と、壁際に立っていたカールに水を向けるが、慌てて視線を逸そらされてしまう。お前は俺の護衛役だろ、という文句が喉のど元もとまで出かかったのだが、辛かろうじてこらえた。

　何があったのかというと、帝都ザムニスからここまでの旅路で、野宿をするわけにもいかないため点在する村や街で宿泊したのだが、遥人は意外というべきか大変な歓かん待たいを受けたのだ。

　幻術をかけられて、いつもの鬼顔だったにもかかわらず、である。

　混乱を避けるため、和平会談の件や皇帝がどこを通るのかは極秘扱いである。

　遥人達を迎え入れてくれたのは、帝国と縁えんのある街や村の長おさや、取引がある商人などで、彼らには密かに動向を伝えていたのだが、そのもてなしが非常に熱心だったのだ。

　特に若い女性。

　都会であるザムニスで見かけた女性達ほど洗練されてはいないが、素そ朴ぼくな魅力を持った美女や美少女達が甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれるのである。

　誰だれがどう手を回したのかはわからないが、どうやら「皇帝に気に入られたら、連れ帰って側室にしてもらえる」的な話が伝わっていたらしい。

　それで女性達のやる気に火がついたわけだ。もちろん村長や商人もやる気満々である。

　カールに尋ねると「おそらく本当の目的を誤ご魔ま化かすためでしょう」などと言っていたが、遥人のハーレム設立計画として、オストヴァルトあたりが暗躍している気がした。

　中でも、この宿を切り盛りする女主人は情熱的だった。

　女主人と言ってもまだ若く、二○代の半なかばにしか見えない。早くに親を亡くして家業を引ひき継ついだのだそうだ。

　遥人が到着してから他の仕事は従業員に任せ、自身はつきっきりであれこれと遥人の世話を焼きまくる。

　おまけに、ことあるごとに遥人のことを凜り々りしいだの、頼りがいがあるだのと褒ほめちぎり、頰ほおを赤らめながら艶えん然ぜんと微笑ほほえんでくるのだ。

　で、とうとうアリーセの、七日間をかけて溜たまりに溜まった怒りが大爆発しているという次第である。

　つまり完全な流れ弾だった。

　恐い顔だと敬遠されないのはありがたいが、実際は「皇帝」の威光がモノを言っているだけだろうから、本人としては正直に言って複雑な心境だ。

　もちろん、そういう色いろ仕じ掛かけのような歓待ばかりではない。

　中には純粋に遥人達をもてなしてくれた人達もいた。

　意外にも、そうした純粋な歓迎はリジットに近づくにつれ増えていった気がする。

　旧王国の首都であったリジットは当然ながら旧王国領の奥地に存在していた。

　つまり遥人達は七日間の旅程の内、少なくない距離を元は帝国ではなかった土地を進んできたことになるわけである。

　元々リグラルト王国だったということは住民からしてみれば自分達の土地を占領した敵国の皇帝だ。

　普通に考えるとこの歓待には違和感を覚えるはずで、遥人も不思議に思ってカールに聞いてみたのだ。

　旧王国領を接収した後、帝国に恭きよう順じゆんできない王国民は着の身着のまま別の土地へと逃げ去っていった。

　それで空あいた家屋や不足する労働力を埋めるために、帝国は積極的に自国民を旧王国領へと移住させていたらしい。

　つまり帝国に縁がある人間が遥人を遇ぐうする役を任されていたのだが、そうした人達は故郷を離れた懐なつかしさがあるためか、非常に親切に、熱心に遥人を遇してくれた。

　小さな男の子が緊張した面おも持もちでお茶を差し出してくれたり、生まれは帝国だったと涙ながらに遥人の来訪を歓迎してくれた老人もいた。

　側室アピールはそれなりにあったが、心がほっこりすることもあって、それだけで遥人はここまできてよかったと感じたほどだった。

「上の空で何を考えているのかしら、イヤらしい！　あと口答えは許しません。不服しかないのだけれど、あなたの言動で帝国の品位が判断されてしまうのですからね」

　アリーセの印象には女性からのアプローチにデレデレしていた遥人しか残っていないようだ。

　そんなにだらしない顔をしていたのだろうかと反省をしていると、遥人達のやりとりを見ていたカールが微笑を浮かべながら口を開いた。

「しかし、そうしていると、普通のご兄妹きようだいのようですね」

　カールに妹がいるのかどうかは知らないが、彼にとって妹は兄を正座させて説教させるのが正しいスタイルなのかと突っ込みたいところである。

「私の兄は、女性に言い寄られてだらしなく取り乱すような人ではありません」

「じゃあ、本当のディートリッヒならどうしてたって言うのさ？」

「もちろん、たとえ女性から言い寄られても、毅き然ぜんと断り、かといって不要に傷つけないように紳士としての振る舞いも忘れないでしょう」

　最初に出会った印象からすればとても信じられない。

　生きている間は猫を被っていたのか、それとも同じ「ディートリッヒ」という名前の別人だったのだろうか。

　いずれにしても、あの変人は妹からは信じられない高評価を受けているようだ。

　俺だって帝国が滅ほろびないように頑張っているのになぁ、と少々寂しい気持ちになってくる。

「しかし、それにしてはハルト殿のためこの長旅に同行されるとは、なかなかできることではありませんよ」

「なっ──!?」

　カールの言葉にアリーセが絶句する。

「わ、私は、国のためを思っただけで──」

「いやいや、ハルト殿のためにあの特注の馬車を用意させた姫の思いやりの深さに、小官は感動しているのですよ」

「な、な、な──っ!!」

　先ほどまでに倍する範囲で、アリーセの顔は真っ赤に染まり上がっていく。

「特注？」

　遥人がカールに問うと、彼は「ええ、そうなんですよ」と大仰に頷うなずいた。

　知っている。この顔、カールはこの状況を完全に面白がっている。

「ハルト殿が長旅に慣れていないということで、特別上等の馬車に、さらに職人に命じてクッションの綿を増やして快適に過ごせるようにと手配を──」

「だ、だ、だ、黙だまりなさい、黙りなさい、黙りなさいっ！」

　クセ一つない艶つややかな金髪が逆立つのではないかという程の剣幕で、アリーセはカールに詰め寄った。

　確かに乗り心地は大変よかった。

　もちろん前世の乗り物と比べてはいけないが、あれが誰かからの心遣いと言われると納得できるものがある。

　その「誰か」がアリーセだったのはものすごく意外だったのだが。

「──皇帝様、大きな声が聞こえましたが、いかがなさいましたか？」

　ドアの外から声をかけてきたのは、遥人に対して積極的すぎるこの宿の女主人だった。いつの間にか話し声が大きくなりすぎていたようだ。

　アリーセの方を見ると、彼女は忌いま々いましそうに小さく頷く。

　まだまだ言いたいことは山盛りだが、さすがに皇帝に正座をさせておくわけにはいかないと納得してくれたのだろう。遥人は立ち上がりながら入室を許可する。

「皇帝様、それに王女殿下も、どうかなさったのですか？」

　現れたのは、どこかホッとする雰囲気を持った女性だった。接客業で人前に出るからか身なりは清潔感があり好感が持てる。

　ちなみに服装はファンタジーでよく見る胴回りを絞しぼる服であるため、自然と胸回りが強調される形のものだった。

　しかも顔立ちの素朴さとは違い、女主人はかなりのグラマラスなスタイルの持ち主で、男の習性としてそこに目が引き寄せられてしまうのである（そしてアリーセに睨まれる）。

「べ、別に何もない。妹が珍しい長旅に興奮してしまっただけだ。それより何か用が？」

　彼女の積極さが困りものなのである。

　見た通り、クリームヒルトのような色っぽい服ではないが、質素な衣服の上からでもわかる大きな胸をこれでもかと押しつけてきたり、ギュッと寄せて谷間を強調して見せつけてきたりするのだ。

「はい、長旅でお疲れでしょうから、よく眠れるようにハーブティをお持ちしたんです」

　そう言うと、一度部屋の外に出て、ワゴンを押して入ってくる。そこには彼女の言葉通り、お茶の道具が一式用意されていて、部屋に入った途と端たんハーブのいい香りが広がった。

「ありがたくいただくとしよう」

「いえ、皇帝様のお役に立てればこれ以上幸せなことはありません。あの、もし今夜夜よ伽とぎの相手がおられないのでしたら──」

　視界には入っていないが、アリーセの怒りが上昇した気配を感じた。そこへ、

「姉さん！　いい加減にしなさい、はしたないっ！」

　そう言いながら飛び込んできたのは女主人によく似た少女である。姉さんと言っていることからわかるように女主人の妹だ。

　年齢は一○代後半だろうか。こちらは活発な印象で、まだまだ子どもの雰囲気が抜けきらない少女だった。

「あん、もうエーレったら！」

「ほら、迷惑になるでしょ。お邪魔しました！」

　挨あい拶さつもほどほどに（それすら皇帝の前に出ることを考えたら処罰ものだが）、エーレと呼ばれた妹は姉を引きずるようにして部屋を出ていった。

　礼儀正しくはないが、女主人の積極的すぎるアプローチに困る度に彼女が現れて姉を連れ去ってくれるので、遥人の中での好感度は天井知らずで上昇中であった。

「……嵐のような、姉妹でしたね」

　カールは苦笑して肩をすくめていた。

「また女の人に言い寄られてデレデレして！　それで皇帝としての威厳が守れますかっ！　よくもまあ、初対面の女性に対してあんな破は廉れん恥ちな！」

　また女主人がやってくると困ると思ったのか、やや声のボリュームを抑えながらも、そこに込められる怒気はいささかも衰おとろえさせずにアリーセは叱しつ責せきを再開する。

「べ、別にデレデレなんてしてないぞ？　というか、初対面のはずなんだけれど、どこかで会ったような気もするんだよな」

「それは……、不思議なことですね」

　カールも首を捻ひねる。

「そうなんだ。俺はこっちに来たばかりなんだけどな……」

　彼女の雰囲気にどこか覚えがある気がした。

　特殊な状況にあるため、神経が昂たかぶって既き視し感かんを覚えているだけかもしれないとも思うのだが。

　いずれにしても、前世ではまったく女性に縁がなかったので、少し嬉うれしくなるぐらいは勘かん弁べんしてもらいたい。

　遥人なりに皇帝としての威厳を損そこなわないよう気を遣って、あの猛アタックを前にしても実際に手を出したりはしていないのである。

　それだけでも褒めて欲しいぐらいだった。

　まだまだ文句は言い足りない様子だが、それでも明日に差さし障さわりがあるとまずいのはわかっているのかアリーセは大人しく引き下がった。

「とにかく、明日、自分の役目を果たしてください！」

「まぁ、精一杯頑張るよ」

「精一杯ではダメです！　自分で言い出したことなのですから、ちゃんと無事に和平会議を成功させなさい！」

　彼女なりに心配してくれているのだろう。嬉しく思ったのが表情に出たのか、

「兄の体を無事に帰還させなさいという意味ですからね！　くれぐれもあなたの心配をしているとか、妙な誤解はしないでくださいね！」

　慌てて言いい繕つくろう。

「はいはい、わかってますよ」

　言われなくても自分の役目の大切さはわかっている。全ては明日、この戦争を左右する和平会談に臨のぞむためである。

（……でも、会談が終われば、ちょっとぐらい観光しても許されるんじゃないか？）

　もちろん、一緒に見て回るのはオーレリア王女だ。

　遥人は皇帝という役回りなのだから、言ってみればＶＩＰだ。

　今回の会談を呼びかけた解放軍側の盟主として、賓ひん客きやくをもてなす可能性はあるように思えた。

（いやまさかなぁ。でももしかすると………。いやいやいや）

　などと、まだ会いもしていないというのに、見み目め麗うるわしいオーレリア王女とリジットの街を回る脳内シミュレーションを試こころみたりする。

　ところが、

「気持ちが悪いので、その百面相は止めてもらえますか？」

　アリーセの冷たい声を浴びせられて反省するのだった。





　　　　２






　戦争を止め、ザントゼーレ帝国崩壊を防ぐ。

　言葉にするととてつもなく難易度が高いミッションに見えるが、遥人の持つ解放軍の情報と、ディートリッヒが身につけたこの世界での振る舞い方があれば大丈夫。

　──そう確信して挑んだ和平会談は、開幕と同時に波乱の様相を見せた。

「これが、我々解放軍側が貴国に求める講和の条件である」

　双方が席に着くや否いなや、挨拶もそこそこに切り出されたのがそんな言葉だった。

　出席者は、帝国側は遥人と護衛隊をまとめるカール、それと実務面の交渉をするための文官が四人の計六名だ。

　他に六名の護衛がいるが、彼らは会談に参加することはなく壁際に立っているのでカウントしない。

　アリーセは、公式には何の役職にも就ついていないので護衛の兵と共に宿に残ってもらっている。

　対する解放軍側も人数は同じだ。しかし、顔ぶれがおかしい。

　少なくとも遥人がプレイしていたゲームでの顔ぶれと全員違うのだ。

　特に遥人の対面の席に座っている人物──つまりは会談で解放軍側の主トツプとなる人物だが、それはオーレリア王女ではなかった。

　五○歳ぐらいに見える壮年の男性だ。

　細身で知性的だが、やや神経質そうな雰囲気が鼻につく。

　特に口元に蓄たくわえた鯰なまず髭ひげを盛さかんに弄もてあそびながらニヤニヤと笑っている顔の印象は最悪である。

　人相だけで人をどうこう言うのはよくないと身に染みてわかっている遥人だったが、視線に込められている、粘ねばっこい陰いん湿しつな光は本人の資質によるものだろう。

　オーレリア王女はというと、事前に取り決めた列席者の名簿には名前があったのに姿を見せていない。

　そのことについて、解放軍側からは何の説明もなかった。

　その上、先程の唐突な発言である。

「なん、だこれは──!?」

　同席していた文官が、本来許可なく口を開くことは許されないにもかかわらず、思わずといった様子で声を上げてしまっていた。

　原因は、彼が手にした一枚の書類にあった。

　ここに講和の条件とやらが書かき連つらねてあったのだが、内容は以下のようなものだった。





・帝国民は一切の権利を主張しないこと。

・奴ど隷れいとして扱われることに対して異論を唱となえないこと。

・特に、亜人種については家畜と同等として扱うこと。

・国内の資源について、無条件で提供すること。

・戦争の原因がすべて帝国にあったと認めること。

・戦争で生じた被害について全てを賠ばい償しようすること。

・自治権は有するが、リグラルト王国の命令に反しない範囲に限ると同意すること。






　ディートリッヒの知識に頼るまでもなく、これは平等な和平のための条件などではない。

　帝国が、全面的に解放軍に降伏し、名目だけの自治権を残して全てをこれから再興するリグラルト王国に吸い上げられるという内容の条件だ。

「これは、どういうことだろうか？」

　遥人は抑えた声で彼らの真意を問いただす。

「いえいえ、お忙しい皇帝陛下の手間を省はぶいて差し上げようという親切心ですよ」

　鯰髭を蓄えた男は自慢らしいそれを弄びながら、優越感に満ちた視線で悠然とこちらを見ていた。

「見解の相そう違いだな。このような一方的な要求では、とても丸まる呑のみすることなどできぬ。戦争を長続きさせたいとでも言うのか？」

　あまりに下手に出すぎては一方的な条件を押しつけられてしまうため、遥人は声に不機嫌さを乗せて異論を唱えた。

　対して、男はいかにも芝居がかった仕草で「ん～」と額ひたいに手を当てる。

「困りました。これでも最大の譲歩をしているつもりなのですが……」

「譲歩？」

　信じられないという表情でカールが声を漏らす。

　遥人の感想も同じである。

　これを呑めば、ザントゼーレ帝国民は未来永劫、奴隷として扱われることになる。

「譲歩しているようには見えんな。どのあたりが譲歩なのか、説明してみるがいい」

「ご所望とあらば。……貴国──ザントゼーレ帝国が大陸地図から消滅するような事態は避けられる、という素晴らしい譲歩を我が方はして差し上げたのですよ」

　男は自分の言葉に酔よってすらいるように見えた。

　まるで安っぽい俳優か何かだ。

「何しろ我が国は、前国王が暗殺されたという事実がございます。数年とはいえ国土を蹂じゆう躙りんされたという恨みもありましょう。そこを考えれば貴国を完全に滅ぼしてしまえという声も少なくない。過激な意見を持つ派は閥ばつを抑えるのは、それはそれで大変なのですよ」

　いかにも恩着せがましい物言いだが、遥人は冷静に応じる。

「我が父と、貴国の先代国王との経緯では、表に出ていない事情も存在する。そのあたり、貴殿ほどの立場にあれば理解していよう？　確かに多少は盛り返されたようだが、まだ我が帝国軍の力は健在。ならばいたずらに戦争を長引かせれば双方に甚じん大だいな被害が出る。それを避けるための会談のはずだが？　そもそも、そちらの盟主であるオーレリア王女は何故この場におられぬのだ？」

　既に、有名人に会いたいなどという浮かれた願望は消えている。

　この異常さを説明するためにはオーレリアの存在が必要不可欠だと思えたのだ。

　しかし、男は遥人の意見を笑い飛ばす。

「ふふん、そちらこそ、思い違いをされているようで」

「思い違い、とは？」

「もはや、暗殺事件の真相など、どちらでもいいのですよ。もっと単純にお考え下さい。貴国は、下げ種すな亜人の混じる薄汚い国。そもそも手を取り合う必要などないのですよ。軍事力で圧倒できるなら」

　圧倒できないからこんなことになっているのだろう。

「お前らと共存するなど、想像しただけで穢けがらわしい！」

　もはや和平会談の使者としての顔を装よそおうことすら止め、男は嫌けん悪お感かんを露あらわにした。しかも、彼だけの暴走ではないらしく、隣に座る商人風の男が同様に勢い付いて口を開く。

「はっはっは、帝国の軍事力に恐れをなす必要はなくなったのだよ」

　確かに、解放軍の力──中でもオーレリア王女の手腕を甘く見過ぎ、帝国は幾いく人にんかの有能な将兵を失った。

　逆に解放軍は多くの協力者を得て勢力を伸ばしている。

　しかし総合力ではまだ、まともに戦えば圧倒的に帝国側の方が有利な状況だ。

　遥人が危機感を覚えているのは、ゲーム通りにこの世界の歴史が動くと、いくつかの奇跡と帝国自身の慢まん心しんが原因で敗北する、という「未来」を知っているからだ。

　この世界に生きている、一個人の視点には、帝国はまだまだとてつもなく強大な敵として映っていなければおかしい。

「お疑いですか？」

　揺るぎない自信を持つ商人風の男の言葉を不審に感じた遥人は、ここで初めて、《プレイヤの加護》を使ってこの場にいる人間のステータスを覗のぞき見みた。

「……お前は、セイクリッド聖国の人間!?」

　それは、リグラルト王国とはまた別の国の名前だった。

　遥人は驚いて思わず声を漏らしてしまうが、聞かされた相手はそれ以上の驚きを持って、思わず椅い子すを蹴けって立ち上がってしまった。

「な、何故それをっ！」

　遥人は別の顔ぶれのステータスも覗き見る。

「そっちはキャナダイン、こっちは──」

　次々と国の名前を口に出し、その度に解放軍側の出席者の表情が凍りつく。

　ザントゼーレ帝国は、帝国と名乗るからには各地に多くの領地を持つ。

　遥人が口走ったのは、各地で帝国と利害が対立している国々の名前である。

　そしてそれらの国名を、遥人はディートリッヒの知識ではなく『フェーゲフォイア・クロニーケン』内のイベントで聞いたことがあった。

　ゲームの序盤、まだ規模の小さい解放軍に援助の手が差し伸べられる。

　だがそれは厄やつ介かいな条件付きの代しろ物もので、王国復興が成なった暁あかつきには感謝の印として多額の金銭を払わなければならないというものだった。

　その上、帝国の処遇についても注文がつけられており、帝国は完全に解体し、資源の無条件提供、一般国民は無条件で奴隷として差し出すこと──というとんでもない要求だったのだ。

　金銭はともかく、帝国に関する非道な条件に納得できない主人公が毅然とはね除のける。正義のために戦い抜く気持ちを再確認する、というイベントだった。

　このイベントで特徴的なのは、途中で選択肢が出現し、援助を受け入れることもできるようになっている点だ。

　ただ、援助を受け入れるとゲームオーバーになるのだが……。

「要求を、蹴らなかった、のか……」

　この世界では、どの時点からかはわからないが、プレイヤーの意図が介かい在ざいしないまま歴史が流れているはずだ。

　遥人というプレイヤーが帝国側に存在することで、オーレリアの思考パターンがゲーム時代とは大きく変化しているというのだろうか。

「お、お前、どこまで──!?」

　間かん者じやに情報を抜かれているとでも思ったのか、鯰髭の男は驚きよう愕がくを通り越して薄気味悪そうな顔で遥人を見る。

　ステータスを盗み見たが、彼は旧リグラルト王国の宰さい相しようだったトバイアス・ガターリッジという名前の男であるらしい。
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　根本的な誤解をしていた。

　この戦争は既に、リグラルト王国の残党が起こした解放戦争ではない。

　時を追うごとに巨大になる帝国の影響力を恐れた周辺各国が手を結び、その力を削けずりとろうとするパワーゲームに変質していたのだ。

　完全に遥人の失策だった。

　他人のプライバシーを盗み見るようで気が咎とがめたため、ステータスを確認することを避けていた。

　だが、そんなごく一般的な罪悪感に流されるなど、今からすれば考えが甘すぎたということだ。

「いずれにしても、我ら解放軍改め、同盟軍は帝国に対して充分勝利できる戦力を保有しているのだ！　その上、帝国軍の士気がこれでガタ落ちになるんだからな！」

　部屋の扉を蹴り飛ばし、完全武装の兵士達がなだれ込んでくる。

「陛下っ！」

　カールが遥人を庇かばって立たち塞ふさがった。

　他の文官も遥人の前に出てその身を盾とする。

「ここで皇帝を殺せば、一気に戦争は終わる！」

　そのための、和平会談だったのだ。

「こんな卑ひ怯きような真似、オーレリア王女も知っているのか!?」

　遥人の声を、トバイアスは笑い飛ばした。

「王女殿下はご存じない。しかし、戦争を終わらせてから申し開きをすればいいだけのこと！　これで私は、王国を立て直した英雄として歴史に名を刻きざむことができるのだっ！」

　濁にごった目で理想を語る。

「そんなこと──」

　言葉を遮り、カールが遥人を手薄な出口に押しやる。

「ハルト殿は姫様を連れて脱出するんだ！」

　いつも余裕の態度を崩さないカールが、これまでにないほど真剣な顔で囁ささやきかける。

「しかし──」

　全員で脱出するのは明らかに不可能だ。そんな遥人の気持ちを見抜いたのか、カールは残ざん酷こくな提案をする。

「部下六名と文官四名が敵に突っ込み活かつ路ろを開く！　ハルト殿は俺と一緒に脱出を！　やつらはまだ油断している。今なら、姫様と二人ならまだ突破できるはずだ！　姫様の護衛に回した部下にも異変があればお二人を優先するように厳命してある！」

　そんな話し合いが行われていたなど夢にも思わなかった。

　抵抗した護衛と文官は無事では済むまい。

　彼らは命がけで皇帝を逃がそうというのだ。しかし遥人は彼らが忠義を捧ささげているディートリッヒではなく、影武者に過ぎない。

　彼らを騙だまして自分だけが逃げる、そのことに罪悪感を抱かないはずがなかった。

「あなたが死んだらすべてが終わるんだぞっ！」

「逃がすなっ！　亜人と共存するような蛮族共は、この世界から抹まつ殺さつしてやれ！」

　こうして騙し討ちをするような卑怯者に罵ののしられ、遥人は「どっちが野蛮だ！」と怒鳴り返したい衝動に駆られた。

　しかし言葉での説得を諦あきらめたカールが強引に遥人を押しやり、同時に護衛の六人と文官の四人が敵に跳びかかった。

　迎え撃つ解放軍改め、同盟軍の兵士は無防備な彼らを遠慮なく斬きりつける。

　いくつもの傷を負い、血しぶきを上げ苦痛に顔を歪ゆがめながらも自らの体の重みでもって敵兵達を押しのけ、遥人が逃げるための道を広げていった。

「動け！　彼らを無駄死にさせる気かっ！」

　本気の怒声を浴びせられ、遥人の体は反射的に走り出していた。

「皇帝を殺せ！」

　手薄だと言っても、ここは敵の手の内も同然。敵兵は少ないながらも先回りしている。

　手にしているのは本物の槍やりや剣。

　向けられるのは本物の殺気。

　本物の、殺し合いの空気に足が縮ちぢみ上あがりそうになる。そんな遥人を狙ねらって敵兵の剣や槍が振るわれた。

（殺される──）

　そう身を硬くしたのも束つかの間ま、繰り出された数々の凶器は一つも遥人の体を傷つけるには至らなかった。

　大半をカールが剣でたたき落としてくれた上に、かいくぐったいくつかの攻撃は、遥人が身につけた〈ダンケルハイトの鎧〉が阻はばんでくれたからだ。

　オーレリア王女が手にするはずの、伝説の剣でなければ傷つけることができない鉄壁の守りを誇る魔法の鎧が、その力の一端を発揮したのである。

「ば、化け物っ!?」

　不可視の壁に攻撃が阻まれた感触に、今度は兵達が恐れおののいて足を止める。

「そこをどけぇぇぇぇぇぇっ！」

　その隙すきを逃さず、両腕で敵を押しのけるようにして遥人達は会談場を飛び出した。
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　和平会談は、皮肉にも主体と客体を入れ替えつつ、やはり暗殺の舞台となった。

　その場は切り抜けたものの、会場を飛び出した途端、トバイアス側は本性を露わにした。リジットの街にはいつの間にか同盟軍の兵達が溢れかえっており、街中では帝国に対して本格的な侵攻を開始したとの宣言が高らかになされていたのだ。

　遥人は《プレイヤの加護》で街中の敵を避けつつアリーセとの合流を果たし自分達の馬車に乗り込みはしたが、その時点で既に敵の包囲網は完成してしまっていた。

　どうにかリジットの街を脱出する頃には、遥人とアリーセ、カールに加え、護衛の兵士が二人しか残っていない状態にまで追い詰められていたのである。

　それ以後も、逃避行は想像を絶する過酷な道のりとなった。

　もっとも避けなければならない戦闘には、幸いにして遭遇していなかった。遥人が常に《プレイヤの加護》を発動させ、周囲を見張っていたからである。

　どういう基準で切り替わっているかはわからないが、逃げている間も「戦場」として扱われているらしく、上空からの俯ふ瞰かん視点は発動した。

　おかげで敵の部隊との遭遇は避けられたのだが、一つだけ避けられないものがあった。

「くっ！」

　馬車に揺られながら俯瞰視点で周囲を警戒していた遥人は、目を押さえて蹲うずくまる。

「ハルト殿っ!?」

　カールが心配して声をかけてくるが、スキルを使用することでダメージを受けたわけではない。

　これほど便利な能力であるにもかかわらず《プレイヤの加護》には何のデメリットもなかった。ゲームを遊ぶためのＵＩでしかなく、プレイヤーが何らかの代償を払う必要がなかったためだろう。

　デメリットはなかったが、目を覆おおいたくなるようなものをスキルの力によって見てしまったのである。

　それは近隣にある、集落だった。

　同盟軍は、会談で暗殺を企くわだてるのと同時に進軍を開始していた。

　リジットの街を脱出した直後から遥人は、俯瞰視点で分散して行動を開始する同盟軍の動きも見ていた。

　分散していたのは複数のルートを使って帝国領へと進行するためだろう。元は別の国だったために、旧王国領から帝国領へと向かう大きな街道は少ないのだ。

　最初にそれを見たのはリジットからほど近い、本来の帝国領に入るにはまだしばらくかかる場所にある集落だった。

　行きの道中で見た通り、旧王国の町や村には多くの帝国民が移住していた。

　同盟軍の兵達は、そうした移住者をあぶり出し広場に整列させると、抵抗できない相手でも容よう赦しやなく惨ざん殺さつしはじめたのだ。

　大人の男だけではなく、女子どもや年寄りにいたるまでもが殺されていく。

　見守る住人達の顔は様々だ。

　罪悪感に顔をしかめる者はもちろん、元から移住者を快こころよく思っていなかったのだろう者もさすがに目の前で人が殺されるとなると心穏やかではいられない。

　ただ、それが人間の順応力だとでもいうのか、徐じよ々じよに、徐々に、人々の顔や言動が「帝国人なら何をされても仕方ない」という色を帯びていく。

　敵対することが当然であるかのような空気が醸じよう成せいされていく様子は、とてもではないが正視に堪たえなかった。

　そうした惨劇が、いくつもの村や街で繰り広げられている。

　一人でも二人でも助けたかった。

　遥人は〈ダンケルハイトの鎧〉に守られており普通の方法では傷を負わない。だから無理矢理突っ込んでいきたかった。

　しかし同盟軍は遥人達より先行しており、大半は無残な痕こん跡せきを見ることしかできない。たまに生き残っている人間を見つけても、遥人が見ているのは上空からの視点──距離は遠く、見つけた瞬間から全力で駆けつけたとしても既に手遅れなのだ。

　見知らぬ人の亡なき骸がらを置き去りにして進む。

　──貧まずしい村だからロクにもてなせないと言いながらも、秘蔵のワインを出してくれた村長や、沢さわの水でよく冷えた果実を持ってきてくれた小さな女の子も、リジットへの道中で小休止した際に出会った人達の亡骸もまた、弔とむらうことすらできずに突き進むことしかできなかった。

「何が起こっているのです？」

　スキルについては誰にも詳細を伝えていないが、これまでの流れや会話から、アリーセは遥人が何らかの方法でかなり広範囲を索さく敵てきしていることぐらいは察しているらしい。

「アリーセは、知らない方が、いい」

　うなだれながら辛うじてそれだけ答える。

　今も、遠く離れた村を同盟軍の兵士達が占拠して凶行に及およぼうとしていた。遥人達は目立たないように森の中の曲がりくねった道を進んでいたので、このまま駆けつけようとしても半日はかかるだろう。

　それでも、どうにか手立てはないかと必死で頭を巡らせる。

　集中力も限界に達していたため、スキルが解除されてしまう。スキルを再起動することも忘れ、遥人は誰か一人でも助ける方法はないか、考え続けた。

　だがその一瞬の隙で、

「敵兵だっ！」

　これまで細いロープの上を歩くように敵を回避してきた逃避行があっさりと破は綻たんしたのである。

「しまった!?　くそ、俺が目を離したから──」

　遥人が顔を上げる。

「いや、いまだにどうやっていたのかはわかりませんが、ハルト殿がいなければここまでだって逃げてこられなかった。頼り切りになっていたことの方がおかしいんですよ！」

　言いながらカールは愛用の剣の柄つかに手をかける。遥人もそれに倣ならって立ち上がった。

「アリーセは絶対に馬車から出るな！」

　気丈な彼女もさすがに青い顔をしていたが、それでも頷き返すのを確認する。そして遥人はカールと同時に馬車から飛び出した。

　カールと御ぎよ者しや台だいに座っている二人と力を合わせれば、どうにかここを切り抜けることもできるはず。

　──そう思って飛び出した遥人の目に、御者台に乗っていた二人の兵士が首に深々と矢を突き立てられ、背もたれに縫ぬい付つけられた姿が飛び込んできた。

　おそらく、敵襲を告げた直後にやられてしまったのだろう。

　慌てて周囲に視線を走らせる──ここまで接近されてしまえば俯瞰視点を使うのはかえって危険だからだ。

　敵は、相手が遥人とカールの二人しか残っていないと悟ると、左右に広がる林の中から悠然と姿を現した。

　これまでに見た騎士や兵士はきっちりとした軍服に身を包んでいた。複数の国が参加している同盟軍なので様々な装備が見られるが、いずれもそれとわかる服装や鎧や武器を携たずさえていた。

　だが現れた男達は違う。

　音を立てるような金属製の防具は一切身につけず、薄汚れてまだらになった粗そ末まつな服に落ち葉やツタを巻きつけている。

　むろんそれらはわざとそうしているのだろう。現代的な表現をするならば迷彩服代わりといったところか。ご丁寧にも、黒い布で作った覆面で素顔も見えなくしている。

　黒い染料を塗りたくった大振りのナイフを音もなく抜き放つ彼らは、ゲーム時代に存在した兵種からすればレンジャーかアサシンのどちらかだと思われる。

　どちらも、移動コストが高くなる森の中を自由に歩き回れ、弓やナイフといった威力は低くとも状態異常などを引き起こす武器を装備する兵種だ。

　同数の歩兵と正面から戦えば負けるが、場所や立ち回りが嚙かみ合あえば倍の数の敵でも圧倒する、そんなクセのある兵種である。

「お前達も同盟軍の兵士か!?」

　カールが誰何すいかするが、敵兵はこれに応じようとせず、

「皇帝は捕らえろ。あとは殺せ」

「亜人などという、薄汚い種族と共に栄える国など、あってはならんのだ！」

　口々に敵意を吐き出してそれに応えた。

「亜人？　エルフやドワーフ達がどうしたっていうんだ!?」

　遥人が思わず問いただすと、リーダーらしき男が覆面の下で笑った。

「純粋な人間だけでいいんだ！　俺達が作った街や国に寄生して生きることしかできない奴らなど、滅ぼすのが正義だ！　それを、一緒に暮らすなどと、おぞましいお前ら帝国にも滅びてもらう！　よくもあんな異形の者共と暮らせるもんだ」

　純血主義というやつだろう。

　確かにリグラルト王国は亜人がほとんど暮らしていない。しかし作中ではここまで極端な差別主義者は登場していなかったはずだ。

「それは、オーレリア王女も同じ考えだというのか？」

　無視するかとも思ったが、男は鼻で笑う。

「王女の周りは、オツムの中身が花畑でできたような人間ばかりだからな。だが確実に、同盟軍には俺達と同じ考えの人間が参加している！」

　自らの正統性を強調するためなのか、確実に、の部分に力を入れて男は宣言した。

「なんでだよ……」

　誰にも聞こえないような小さな呟つぶやきが、遥人の口からこぼれた。

　解放軍は正義ではなかったのか。

　遥人は何十回もこの戦争を戦った。

　それこそ端から端まで親しんで、骨の髄ずいまで惚ほれ込こんでいた世界だったのに、それを踏みにじられた気持ちだった。

　ワケがわからないまま異世界に転生してしまい、このままでは死んでしまうとあって、必死で生き延びる方法を考えた。

　自分が大好きな世界だと思ったから、がんばれたのだ。

　解放軍の情報は全て握っているようなもので、その気になればゲームとは逆に解放軍を蹴け散ちらすことぐらいできそうだったが、それでもどうにか少しでも平穏な手段で解決できないかと考えて和平会談にかけていた。

　むしろ、解放軍を倒してしまわないための提案でもあり、平和を、正しいことを望んでいたのである。

　その結末が、これだ。

　差し伸べた手は、はたかれるどころではなく、それを隙とつけ込んで襲いかかってきた。遥人は無事だとしても、兵達が、何より罪もない一般の帝国民達が数え切れないほど死んでしまった。

　急に皇帝になれと言われたり、暗黒皇帝になって悪逆非道の限りを尽つくせと請こわれたり、オーガに似ているから何でもできると無茶振りされたり、わけがわからなさすぎて翻ほん弄ろうされっぱなしだった。

　しかしそんな中でも、リジットに向かう途中で出会った子どもの無邪気な笑顔は本心からのものだと感じたし、他にも打算なく遥人を歓迎してくれる人達がたくさんいた。

　戸と惑まどいながらも、この世界での生活を、遥人はいつの間にか楽しいと感じていたのだ。

「なんで、主義が違うってだけで、戦う力のない人達を笑いながら殺せるんだよ？」

　遥人の問いに、目の前の敵兵達は戸惑ったように、互いの顔を見合わせる。

「亜人と一緒に生きている帝国が目め障ざわり？　自分達は圧倒的な力を得て帝国を倒せるようになった？　だからなんだ？　だから何をやっても、抵抗する力もない人達を虐ぎやく殺さつしても正しいって思っているのかよ!?」

　遥人は脳天に火花が散るような激情で言葉を叩たたきつける。それでも相手の気持ちには届かなかったらしく、馬鹿にしたように失笑していた。

「そうかよ……。だったら、だったら逆に！　圧倒的な力を持った誰かに叩たたき潰つぶされても文句なんて言わせないからなっ！」

　何としてでもここを切り抜けてやると、遥人は固く決意した。

　フレーバーテキストを読んで他人の内心を盗み見るような真似に罪悪感を覚えたり、追い詰められるまで俯瞰視点を使わなかったり、借り物の力を使うような遠慮があった。

　それでも自分の力なのだ。最初から遠慮せずに全力で使っていれば、こんな事態に陥おちいることはなかったのかもしれない。

　だがそれでもまだ巻き返すことは可能だ。

　遥人には何十周もゲームをクリアした経験と、どちらか一方の陣営にだけいては知り得ないような知識と、そして《プレイヤの加護》も自分のモノとして使う決意がある。

「ここからは、そっちの流儀でやってやるよ！　徹底的にな！」

　遥人は自分の意志でこの世界に関わる決意をようやく固めた。

　そして、

「一いつ斉せい射撃！　放はなてぇっ！」

　頭上から声と共に無数の矢が敵に向かって降ふり注そそぐ。

「ぎゃあああっ！」

　雨あられと降り注ぐ矢に貫かれ、遥人を包囲していた敵兵が一瞬で蹴散らされる。

　悲鳴と血しぶきであたりが満たされると同時に、木の上に、あるいは森の奥から次々と何者かの気配が現れ近づいてくるのを感じた。

　いち早く反応したのはカールだった。

「何者かっ!?」

　カールが遥人の前に出、新たに現れた者達に警戒対象を切り替える。しかし遥人はそれが警戒するべき相手ではないと理解していた。

「大丈夫だ。味方……なのかどうかはわからないけれど、帝国側の人間だ」

　遥人が断言すると、カールは驚きながら「ハルト殿が用意したのですか？」と尋ねる。どうやら遥人が救出部隊を用意していたとでも思ったらしい。

「そんな器用なことはできないよ。ただ彼らは……」

　遥人が相手の正体を告げる前に、声の主が樹上から目の前に降り立った。

「君は、確か街で……」

　帝都ザムニスで、遥人を「悪党」と決めつけ蹴りを食らわしてきたダークエルフの少女である。

「そう、ザムニスで縁が結ばれたダークエルフの美少女、ガブリエーレよ！」

　ふふん、と薄い胸を張って彼女は自分で自分を美少女と言い切る。

「縁というか、蹴っ飛ばされたんだけどな」

　遥人がポツリと言うと、ようやくカールも思い出して「ああ、あの時の」と頷いていた。

「け、蹴ったって言うな！」

「蹴ったじゃないか。しかも完全に一方的な誤解でな」

　遥人が指摘すると、ガブリエーレは羞しゆう恥ち心しんで真まっ赤かになって頰を膨ふくらませる。

「と、とにかく、ダークエルフ族は受けた恩は忘れない！　だから助けに来たのよ！」

　びっ、と遥人に人差し指を突きつける。

「こらぁ、人を指さしちゃいけないって、お姉ちゃんいつも言っているでしょ～」

　やや間延びした声と共に一歩遅れて現れたのは、同じようにザムニスで出会ったもう一人の美女である。

　彼女の名前はゲオルギーネ。

　リジットでの失敗を反省して、助けてもらったとはいえ姉妹やお供ともの弓兵達のパラメータは確認したのだ。

　それを見た遥人は、逆に驚かされてしまった。

「──君ら、まさかあの鮮血姉妹か!?」

「なっ!?　なんであんたがその異名を知ってんのよ！」

　遥人が驚き、ガブリエーレも驚く。

　この二人こそが、最初に出会った際に思い浮かべた「鮮血姉妹」であるらしい。ゲーム中で散々苦戦させられた二人とはまるで違う雰囲気に、驚きたくなるのも無理はない。

「それって、反乱軍の連中の間で伝わっている悪名じゃないの！」

　真っ赤になって抗議するガブリエーレの様子を見て、遥人はゲームをプレイしていた際とは陣営が異なっていることを思い出す。

「反乱軍の情報を集める際に、ついでにな……」

　さすがにゲームで知識があるなどと言えるはずもなく、遥人は適当にお茶を濁す。

「しかし、噂うわさではもっとこう……」

　凶暴な、と口走りそうになってさすがに控えた。

　だが遥人がどんな噂を聞いているか、おおよそ察することができたらしく、

「そりゃ、戦場と街中とでは雰囲気も変わるわよ！　戦闘狂ってわけじゃないんだから、四六時中殺気立っているわけないじゃないの」

　と何も言わないのに言い訳されてしまう。

　確かにそれもそうかと納得しつつ、遥人は別のことを尋ねた。

「もう一つ聞きたいんだが、どうして君達が俺を助けてくれるんだ？」

　どちらかというと話が通じやすそうなゲオルギーネの側に質問する。

「皇帝陛下、ご無事でしたか？」

　ゲオルギーネが恭うやうやしく一礼する。

「あ、ああ、おかげで怪け我がもなくすんだ」

　その色っぽい声に、思わずドギマギしながらも、助けてもらった感謝を述べる。

「街での恩を返すと言ったが、ここは旧王国領内。君達の行動範囲からはかなり外れているはずだ」

　そう言いながら、遥人は姉妹に付き従うダークエルフ達を見た。いずれもダークエルフらしい美女揃ぞろいで、姉妹に対し頭こうべを垂たれている。

　それでいて、周辺への警戒も怠おこたっていない緊張感が伝わってくる。ダークエルフの中でも腕利きの弓兵部隊だ。

　ゲーム時代もダークエルフの弓兵部隊や魔道士部隊は、かなり強い敵専用の兵種として存在していた。

　ただ、ゲームのシナリオで言えばまだ序盤から中盤に差し掛かるかどうかといったタイミングで、そんな兵種が帝国側に出現するはずがない。

　実際に、遥人が聞いている限りではそのような部隊が帝国軍に合流したという情報もなかった。

　こちらの問いに、しかしゲオルギーネは答えずしげしげと遥人の兜かぶとを見つめていた。

「陛下、よろしければ兜を外していただけませんでしょうか？」

　ゲオルギーネの意図はわからないが、遥人は素直に兜に手をかけ脱ぎ去った。

「これで、いいだろうか？」

　あるいは、鎧の中身が本当に街で出会った男か確かめたかったのだろうか、そんなことを考えた遥人は次の瞬間、ゲオルギーネの豊満な胸部に顔を埋うずめていた。

「ふひゃっ!?」

　いきなりすぎて、変な声をあげてしまった。

　何故なら、遥人の顔を柔やわらかく温かな胸の谷間に押し付けたのは他ならぬゲオルギーネ本人だったからだ。

「「な、な、な、何をしているのよっ！」」

　期せずして、馬車から顔を出したアリーセとガブリエーレの絶叫が重なった。

「そこのダークエルフ！　ハ──ではなくて、皇帝陛下に触れるなんて、不ふ敬けいにもほどがあるというか、そんな真似、不潔です！　いいから兄さんも離れなさい、鼻の下を伸ばすなっ！」

　体当たりするような勢いで、アリーセは遥人をゲオルギーネから引ひき剝はがす。

「ちょっとぐらい、いいではありませんか。私、陛下に一目惚れいたしましたのです」

「な、なンだってぇっ!?」
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　一目惚れ？　その単語は知っている。

　意味するところも知っている。

　しかし素顔を見て一目惚れされるなど、驚天動地で天変地異の異常事態である。

　冗談ではないらしく、ガブリエーレは頭を抱えているし、周囲のダークエルフ達は微動だにしていないがその表情はわずかに引きつっているように思えた。

「街で悪漢から助けるため颯さつ爽そうと現れてくださった姿。思い出しても胸が熱くなります」

「いや、でも君なら、あの程度の荒くれ者をあしらうのなんて簡単だっただろう？」

　先ほど確認したパラメータでは、ゲームで見た「鮮血姉妹」とその直属部隊に相応しい力量を誇っていた。

「力の多た寡かではなく、帝国で、ダークエルフを人間と対等に扱おうとしてくださったその心意気にグッときました。ですから、ダークエルフ族の精鋭一部隊を嫁入り道具に押しかけてまいりましたの」

「押しかけてまいりましたって」

　遥人だけではなく、カールや、さすがのアリーセも状況が飲み込めなさすぎて唖あ然ぜんとしていた。

「姉さん、それでは説明不足すぎ！　あと、事実も捏ねつ造ぞうしすぎ！」

　ガブリエーレの言葉で思わず「だよね！」と相あい槌づちを打って顔の向きを変える。ガブリエーレより話が通じるかと期待していたのに、期待外れもいいところだ。

「さっきも言った通り、助けてもらったし、なのに些さ細さいな誤解というか行き違いがあったというか……」

　微妙に言葉を濁す。些細な行き違いとは飛び蹴りのことだろう。あくまで自分の過失を認めないところを見ると、ガブリエーレはかなり頑がん固こな性格であるらしい。

「そういうわけで、あなたに恩を返す機会を狙っていたの。あなたが皇帝だというのはあの場で聞いていたし、だからこういう機会があると思って物もの見みを張りつけておいたのよ」

「物見？　そんなものが……？」

　まったく気づかなかったし、カールもそれらしい気配を感じている様子はなかった。おそらくよほど遠い場所から見張っていたのだろう。

「いずれにしても、本当に助かったよ」

「べ、別に、借りを返しただけだし」

　皇帝が素直に感謝すると思っていなかったのか、ガブリエーレは驚いた様子でモゴモゴと言い訳がましい言葉を並べていた。

「でもでもぉ、一目惚れしたのは本当ですのよ？」

　ガブリエーレに訂正されても、ゲオルギーネはさらに妹を押しのけて訂正し直す。そうしながら、ゲオルギーネは何かの魔法を自分に使用する。

　するとその姿が瞬またたく間まに変化し、見覚えがある女性の姿に変身してしまった。

「あっ!?　君は、リジットの宿屋の女主人!?」

　雰囲気に覚えがあったのは、やはり既視感ではなかったのだ。

「陛下に少しでも早くお会いしたかったので、幻術を使って人間に変装していたんです」

　だから妙に積極的だったわけである。

　もちろん、街で見かけただけで熱烈に一目惚れだというゲオルギーネの感情もちょっと加熱しすぎな気もするのだが。

　ちなみに、本物の宿の主人はもっと歳としを取った中年の夫婦だったそうなのだが、遥人達が到着する前に魔法で眠らせておいたそうだ。

　つまり、宿の使用人達も、ダークエルフ達が変装していたということだろうか。パッと見ただけだが、それぞれ相当な腕前の持ち主ばかりである。

　なのにゲオルギーネの悪ふざけにつき合わされて宿の掃除なんかをさせられていたのだとすると、憐あわれみしか感じない。

「ということは、あの妹は君か……？」

　ガブリエーレを見ると、不承不承という様子ながら大人しく認める。

「姉さん一人でやらせると、絶対暴走すると思ったから仕方なく協力したのよ」

　充分暴走していたのでは、と指摘したいところだが、状況が状況であるためその言葉を飲み込む。

「とにかく、今はそんな話をしている場合ではないでしょ。あと、姉さんはややこしくなるから黙っていて！」

「エーレのけちんぼ！」

　姉妹であるためか、ゲオルギーネの言葉が若干子どもっぽくなる。これはこれで可愛かわいくていい。

「エルバ族を率ひきいる族長は私です」

「まだ継いだばかりじゃない」

　ゲオルギーネが反論すると、ガブリエーレは不服そうに頰を膨らませるが抗弁はしない。まだ慣れていないという自覚はあるらしい。それでも、あれだけ見事に指揮を執とれるのだから大したものである。

「君達と取引がしたい」

「何？　帝都までの護衛として雇いたいって感じかしら？　私達は高いわよ」

「あらぁ、そんなの無料でいいじゃない。だって私の大切な方なんですもの」

　女性から想いを寄せられるなんて経験は一度もしたことがないので対応に困る、というのが掛け値なしの本音だった。

「と、とにかく、君達の力が借りたいのは本当だ。ただし、帝都までの護衛ではない。俺は、同盟軍を倒す。その手助けをしてもらいたい」

　遥人の宣言に、カールやアリーセだけではなく、周囲に控えているダークエルフの弓兵達までギョッとなっていた。

「それは本気、でございますか？」

　ただ一人、ゲオルギーネだけがまるで動じず、遥人の真意を問い直した。

「ああ、本気だ。あいつらは、俺を怒らせた。だからあいつらを叩き潰す。完かん膚ぷなきまでに、徹底的に」

　それはもう、決定事項だ。

「そ、その手伝いをしろって？　とんでもなく高くつくわよ？」

「だから、皇帝陛下にだったら無条件で協力したっていいじゃない？」

「うるさい、姉さんは黙っていて。これは族長として判断しないといけない事柄よ」

　話が進まないので遥人は姉妹に割って入る。

「ゲオルギーネさん、妹さんの意見は正しい。当然の権利だ」

「まぁ、なんてお優しい陛下。どうか私のことはギーネ、とお呼びください。もちろん妹のことも、将来的には義妹いもうとになるのですから遠慮なくエーレとお呼びくださいね」

　頰を染め、目を若干潤うるませて遥人に熱い視線を注ぐ。

（うっわ、女の人って、こんなに色っぽい表情すんのか？）

　口から心臓が飛び出すかと思うほど緊張させられてしまったが、それとは別に、遥人は真しん摯しにガブリエーレを説得する。

「君達に支払う代価は、君達亜人種全体の地位向上だ。俺は、帝国領内において、全ての人間と全ての亜人種の立場を対等にしていくつもりだ」

「ほ、本気なの!?」

　遥人を推おし量はかろうとしていたはずのガブリエーレがぽかんと口を開けてそう言った。

　現在、帝国では多くの種族が共存しているが、その扱いは必ずしも対等とは言えない。先代皇帝は人権には興味がなかったらしく、帝国内のそうした制度は色々と穴が多かった。

　亜人達は、それでも生きていくのに便利であるため帝国の傘さん下かに入っているようだが、改善する余地はいくらでも存在するのだ。

　遥人が考えているのは、同盟軍に勝つこと。

　このタイミングでダークエルフ族が帝国軍として参戦することはなかったはずなのにガブリエーレやゲオルギーネは現れた。

　それは、プレイヤーが介在しないためにオーレリア王女の選択が変わったように、こちらでも遥人が介在したことでゲームだった頃から少しずつ状況がズレはじめているということなのだろう。

　ゲームのバランス的な意味合いなのだろうが、手て強ごわい亜人達の兵種は物語の後半に出現しはじめる。それが前倒しになったということは、つまりは他の亜人種達もやり方によっては参戦してくれる可能性があるということだ。

　たとえこの世界の本来の形が変わることになっても、引き下がらない。傲ごう慢まんな判断なのだとしても、遥人はそれをやろうと決心したのだ。

「面白い。本当にそんなことができるのか、このダークエルフ、エルバ族の族長ガブリエーレが見届けてあげるわ！」

　やっぱり薄い胸を張って、ガブリエーレはそう宣言するのだった。




　犠牲になった二人の兵士を丁てい重ちように埋まい葬そうした後、遥人達は出発する。

　その二日後、ダークエルフ・エルバ族が護衛についてくれたおかげで、遥人達は無事にザムニスに帰還した。

　戦いをすべて避けるのではなく、相手が少なければダークエルフ達に背後から襲いかからせ最低限度の戦闘で相手を無力化して先に進む。

　周辺の状況を見抜ける遥人にとっては、ダークエルフ達に指示を出すことぐらい簡単だった。

　何故敵の配置が、その数や兵種の構成、警戒方向まですべて見抜けるのか、とダークエルフ達は瞠どう目もくし、命令だからと従っていた態度が変化していくのを感じた。

　それが、この大失敗に終わった和平会談の、唯一の収穫だったと言えるだろう。
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　帝都ザムニスに帰還した後、カールにはあらゆる方面にわたる膨ぼう大だいな雑務が押し寄せた。

　本来であれば皇帝である遥人に張りついていなければならない近衛このえ兵へい長ちようという立場ではあったが、同盟軍が侵略を開始したことで思った以上に城内は混乱しており、動ける者は、年老いて一度退官した騎士に至るまで総動員されていたのだ。

　カールは、部下や関係各所を束ね、ハルトの指示で前線付近の街や村に住んでいる市民を疎そ開かいさせるように計らっていた。

　あの惨劇を見たハルトなら当然の指示であるが、この混乱している時期に皇帝の周辺が手薄になるのは好ましいとは思えなかった。

　他にも、補給の手配や戦力再配置の伝達など、慣れない仕事が山のようにのしかかってきた。

　──偽いつわりの和平会談から、もう一ヶ月が過ぎ去っている。

　幸いにして、同盟軍の刃やいばはまだ帝都ザムニスには届いていない。国に残っていたテオバルト将軍が素早く軍を展開し、防衛線を引いてくれたおかげである。それでもじりじりと前線は押し下げられ、帝都ザムニスの目の前に迫りつつあった。

　物見からは、同盟軍の軍勢は一○万に上るという報告が届いている。

　帝国が「反乱軍」を相手にするつもりで整えていた以上、比べものにならないほどの戦力に膨れあがった「同盟軍」は、もはや数だけで帝国を押し潰せるほどの力である。だから、常識で考えればもう帝国に勝利の目はない。

　カールの立場では間違ってもそんなことは言えないが、それが現実だった。

「そんな状況だというのに……」

　カールは今、馬車に揺られ、帝都からは遠く離れた僻へき地ちへと向かっていた。

　帝国領内ではあるが、戦場とはまるで反対の方向にある森林地帯である。澄すんだ水を湛たたえる小さな泉があって、地元の人間からは精霊が住むとか言われている静かな場所だ。

　この緊急事態に、近衛兵長である自分がどうしてこんな鄙ひなびた場所に差し向けられるのか、そしてハルトから出された指示も、まるで意味がわからないものだった。

　たとえば、最前線に貴重な物資を運ぶというのであればまだわかる。

　馬車に乗せているのは葡ぶ萄どう酒しゆを熟成させるのに使うような大きな樽たるである。だがその中身は、酒ではなく、水。

　これから泉に向かうというのに普通の水。それも、城内の井戸で汲くんだ正真正銘、ただの真水である。

　ハルトの指示は、一○台の馬車を使って、それぞれ荷台に水を入れただけの大樽を満載して、泉まで行く。

　行って、一周一○分ほどの小さな泉を三周して、そのまま戻ってくるというものだ。

　せっかく運んだというのに、荷は降ろさない。

　受け渡さない。

　一切、手をつけない。

　中身を見てもいけないという厳命付きである。

（俺は、何をやっているのだ、この非常時に……）

　自分に指示を出す皇帝が、中身が異世界からやって来た、戦いくさに関してはずぶの素人しろうとだとわかっているカールならば文句の一つも言いたくなるのは当然だった。

　模擬戦やリジットからの逃亡で見せた、戦場を見抜く恐ろしいほどの洞どう察さつ力りよくをただの偶然で片づけているわけではない。

　ハルトは、単なるお飾りではなく、カールでは思いも及ばぬほどの凄すさまじい力を有し、何らかの意図を持って亡き皇帝がこの世界に呼び寄せた人材である。

　それは疑っていない。

　疑ってはいないのだが、口を開くと「わけがわからん！」と絶叫してしまいそうなのでカールは、己の自制心をすべて導入して、余計なことを考えないように命令に没頭して働き続けていた。

　見れば、同行している他の兵士達は、自分がなにをやっているのか理解できないままなのだろう。一様にモヤモヤした表情をしていた。

　おそらく自分も同じような表情になっているのではないかと、部隊長としての自覚で辛うじて表情を取り繕う。

　リジットから帰還する際に、ハルトは同盟軍の凶行に対して怒りを露わにし、それを叩きのめすと宣言した。

　常識的な軍人なら少しでもいい条件で和議を結ぶことを考えるだろうが、それだと「叩きのめす」という発言に相応しくない。

　その上で、この謎なぞの指示である。

「やっぱり、さっぱりわからん！」

　とうとう声に出して叫んで頭をかきむしる。

　隣の兵士が「無理もない」という同情的な視線を寄よ越こす。

　本来、上級士官として皇帝の指示に疑いを持っていると思われかねないような言動は厳禁だが、今は見なかったことにしてくれている部下に甘えることにした。
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　ザムニスに帰還した遥人には、多くの仕事が待ち構えていた。

　そのほとんどが机に座って書類に署名をするだけの単調な役割だが、同時に国内外の状況を耳に入れることも求められていた。

　本来、こうした国家元首の仕事など専門外もいいところなのだが、そこはディートリッヒの身につけた知識を参考にしながら多少手際は悪いなりにこなしていた。

　そして今の遥人は、唯い々い諾だく々だくと、求められるまま流されるだけの過ごし方はしていない。皇帝としての仕事をこなす一方で、遥人の考えに基づくいくつかの指示を下していた。それらは順調に進み、同盟軍に反撃に出る準備が着々と整いつつあったのだ。

　ただ、帝国はすべての戦力をかき集めても五万人に届くかどうかというところ。しかもこの戦力は各地に散らばっているので、一つの戦場に集結させることも難しい。

　対する同盟軍の戦力は、複数の国が参加しているために絶望的な数に膨れあがっていた。報告では、いよいよこの帝都に近づきつつあるとのことだ。

　帝国軍の全力を集めるだけの時間もなければ、そもそも帝都だけを守って他を無防備にすることもできない。

　最終的に一○万対、せいぜいが二万強という戦力で戦わなければならなくなる公算が高い。

　将兵から末端の兵卒に至るまで全員が四倍近い戦果を挙げなければ敗北してしまうのだ。おまけに、五倍近い戦果を挙げたとしても、それで力尽きていれば戦争が終わったときにはザントゼーレ帝国軍は丸まる裸はだかということになる。

　同盟軍には参加していないが、この状況を見守り虎こ視し眈たん々たんと付け入る隙を狙っている勢力もあるだろう。

　ならば帝国軍は、そのまま引き続き他国への牽けん制せいができるぐらいの戦力を残した上で戦争を終結させなければならないのだ。

　普通に考えれば正気の沙さ汰たではない。

　普通に考えれば。

「陛下！　陛下っ！　陛下～～～～～ぁぁぁっ！」

　いつもは何事にも涼しい顔を崩さないカールが、血相を変えて皇帝の執務室に飛び込んできた。どうにか「陛下」と呼ぶだけの自制心は保ってくれていたことには安あん堵どする。

　カールが何故そこまで殺気立って突撃してきたか、その理由はわかっているので遥人自身は少しも慌てることはなかった。

　だが傍そばにいた文官はそうもいかず、あまりのカールの取り乱し様に抱えていた書類を取り落としてしまっていた。

「はぁはぁはぁ。へ、へ、陛下！　あれは、アレはどういうことなのでありますか!?」

　興奮のあまり、カールの目が血走っている。見る者によっては彼が謀む反ほんを起こしたと誤解されかねない迫力だ。

　よくここまでの間に取り押さえられなかったなと妙な感心をしながら、さすがに少しばかり申し訳ない気持ちになっていた。

「其方そなたの取り乱し方を見ると、どうやら成功したようだな」

「せ、成功？　成功ということは、やっぱりあんなことになると知っていたのですか!?」

　入室するや否や、遥人の執務机に手を突き身を乗り出すようにして詰め寄ってくる。

　このままだと率直な話し合いもできないので、遥人は青くなって事の成り行きを見守っていた文官に下がるように指示してやった。

　近衛兵長と皇帝の口論（誤解だが）など、下手をすれば息をするのも忘れて失神してしまうかもしれないと心配したからだ。

「まぁまぁ、落ち着いてよ」

　余計な人間がいなくなると遥人の口調が砕くだけたものになる。それはカールも同じだった。

「これが落ち着いていられるか！　ハルト殿、何が起こったのだ！　城を出るときには確かにただの水でしかなかったはずなのだ！」

　興奮が収まらないカールに、遥人は近くの水差しからコップに水を汲んで差し出した。

　ゲームであった『フェーゲフォイア・クロニーケン』には飲料水や糧食の概念があった。それほど神経質に管理しなくとも大丈夫な緩ゆるい設定であったので、兵へい站たん的てきな雰囲気を味わわせるための、フレーバーテキストに近い要素だったのだろう。

　だが今は、それが大きな意味を持ってくるのだ。

「この水だ、この、ただの水が、なんであんな物に変わるんです！」

　理解不能が極まって、もはや悲鳴じみた声で原因を聞いてくる。さすがにこれ以上焦じらすのは可か哀わい想そうなので、遥人は大人しく解説してやることにした。

「ただの水が、《ソーマ》に変わったって言うんだろ？」

　遥人が差し出した水をひと息で飲み干したカールは、コクコクコクと、無言のまま盛んに頷いている。

　ＳＲＰＧシミユレーシヨンアールピージーは基本的には敵と戦いレベルを上げて味方を強化していく流れをたどる。その上で、レベルアップでの上昇とは別に、使用することでパラメータを直接増加させる通称「ドーピングアイテム」と呼ばれるものが設定されている。

　これによって、お気に入りのキャラクターを贔ひい屓きして強くしたり、ＳＲＰＧが苦手なプレイヤーが後半の難しいマップをクリアできるように取りはからう仕組みだ。

　普通は、マップクリアや宝箱で時折手に入る程度、あるいは目ざといプレイヤーが普段は隠されている秘密の店を見つけたりすると、そこで三個とか五個とか、数量限定で販売されていたりもする。

『フェーゲフォイア・クロニーケン』でのドーピングアイテムの名前が《ソーマ》なのだ。

　一つで全能力が上昇するわけではなく、力や速さや魔力といった各パラメータごとに、それに対応した《ソーマ》が存在する。

　一回のプレイでは各《ソーマ》が一○個ずつ手に入るか入らないかという、ものすごく希レ少アなアイテムである。

　適量であれば難易度調整に最適でも、使いすぎればたちまちゲームバランスが崩壊してしまうからこそ、数が絞られているのだ。

　──で、『フェーゲフォイア・クロニーケン』では、基本的には何でもいいのだが、安価で手に入るアイテムを各キャラのアイテム所有枠限界まで保有した上で、

　ある場所に赴おもむき、

　ある行動を取ると、

　アイテムが別物に変化した上に「無限増殖する」という「バグ」が存在していた。

　つまり、それである。

　カールには飲めば各種のパラメータが上昇する超レアアイテムである《ソーマ》各種を無限増殖してもらっていたのだ。

　どうやら自分がなにをさせられているかわからず悶もん々もんとしていたようだが、同盟軍打倒のためのとんでもなく重要な役回りを任せていたわけである。

（カール、現実は時として噓うそよりも噓っぽいんだよ）

　まだ納得できない様子だが──まぁ、「バグだ」などという説明ができるわけもなく、説明したとしても理解できるはずもない。

　事細かに説明している時間もないのでお茶を濁していると、テオバルトと、今回の戦争に際して臨時徴用という形で帝国軍の軍籍を用意させたガブリエーレが姿を見せる。

「陛下、言われた通りに渇かわき死じにする寸前まで兵を訓練しましたが、あれでよいので？」

　テオバルトには、手が空いている兵士全員を駆り出して猛特訓を加えさせていた。

　地獄のしごきに耐えてくれた兵士諸君には大変申し訳ないのだが、実は訓練その物にはまるで意味はない。多少はあるのかもしれないが、遥人の計画上、誤差の範囲でしかない。

　大切なのは、どれほどマズくとも、液体であれば何リットルでも底なしに飲み干せるほど、喉の渇きを覚える状態になってもらうことだった。

　遥人は本当に《ソーマ》のバグ技が使えるかどうか事前に確認していた。その際に一応効能を確認するために味見をしたのだが、これが死ぬほどマズかったのだ。

　同盟軍と戦うためにも、兵士達にはこの死ぬほどマズい《ソーマ》を積極的に飲み干してもらわなければならない。

　実際に死ぬことに比べれば、死ぬほど酷ひどいしごきを受けて、死ぬほどマズい《ソーマ》をがぶ飲みするぐらい大したことはないはずである。

（大したことはない、よね……？）

　ちょっとばかり心こころ許もとないのだが、そこにガブリエーレが割って入る。

「私の方は、やっぱり時間が乏とぼしかったから、色よい返事をもらえたところは少なかったんだけれど……」

「いや、今のところはそれで充分だ。これからも引き続き頼むよ」

「ふふ、任せなさいよ。私のこの溢れんばかりの美び貌ぼうと知性の輝きを以もつてすれば、亜人種の一つや二つ、コロッと騙してやれるわ！」

（騙しちゃいかんだろ、騙しちゃ……）

　ガブリエーレには、ダークエルフだけではなく、亜人種全体で帝国に協力してくれるように打診してもらっていた。そこはせめて説得と言って欲しいところである。

　遥人としては、亜人達の地位向上は本気で考えている。

　だから、同じ国に住まう仲間として助け合いたいという打診なのだが、亜人達はまだ信用していないのだろう。

　利用されるだけ利用されて、裏切られるのを警戒しているらしい。これは今後の課題として覚えておくこととする。

　ガブリエーレの報告だと、今回はダークエルフ族に加え、彼女らと同じ森の住人で友好的なノーム族が参戦してくれるとのことだった。

　前世で触れた物語などではノームは妖精として描えがかれることが多かった。ただ、『フェーゲフォイア・クロニーケン』は他にもゴブリンやコボルトなど、本来は異形として描かれていた種族が、人間寄りの外見や習性に調整されて登場する。

　亜人種としてのネタが少ないので、他のゲームなどでは異形の存在として描かれるようなキャラクターも人間に寄せているのだ。

　ノームは、あまり好戦的なキャラではなく、ゲームでも商人や職人として登場してきた種族なので、今回も直接的な戦力としては計算しない方がいい。

　ただ、彼らに後方支援を任せることができれば、相対的に前線に出せる頭数が増えるということでもあるので、ありがたいことに変わりはなかった。

　可能な限り前線に出せる戦力をかき集めたところに、カールが増殖させてくれた《ソーマ》を投入する。

　ゲームをプレイしていた際には、こんなバグを使って《ソーマ》じゃぶじゃぶで強化し倒したユニットと戦わせるなど、もはや敵の方が可哀想になる、と言われたほどの極悪・最凶バグ技である。

　だからこそ、これならばいけるかもしれない、というのが遥人の目算だった。

（いや、むしろやり過ぎてしまうかもしれないな……）

　くくく、ともう、悪役そのままといっていい笑いがこみ上げてくるのを自覚する。案外「悪の皇帝」の役回りに染まってきたのではないかという気がしないでもなかった。

（遠慮はいらない）

　そう、本来帝国は「悪役」なのだ。ならば遠慮は不要である。

（そもそも、向こうが問答無用で汚い勝負をしかけてきたんだから、遠慮してやる必要なんてない）

　それでも、一つだけ遥人は全軍に徹底させようと思っていた。

「民間人には手を出さない。あと、リジットからの帰還時に見たものは絶対に漏らさないように」

　実際に見たのはスキルを使った遥人だけだが、状況を説明するためにカールや、ガブリエーレやゲオルギーネには話してしまったので、改めて口止めをする。

　もし旧リグラルト王国民が帝国出身の移住者を密告していたなどという話が広まってしまえば、凄せい惨さんな報復が生じてしまう。

　それだけは防ごうと思っていた。
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　皇帝の執務室にこもったまま、気がつけば深夜と言える時間帯になっていた。

「ん～。とりあえずこんなところか」

　遥人は凝り固まった体を伸ばしながら椅子から立ち上がる。

　手元に届けられた書類を確認して、裁可する、あるいは指示を出すといったデスクワークだが、遥人はオストヴァルト達が驚くほど忍耐強くそれらをこなしていた。

　前世で「完かん徹てつはご褒ほう美び！」が社訓だったという、信じられないほどブラックな企業に勤めていたおかげ、というのは悲しすぎるが、まあそんなところである。

　戦の準備はほぼ終了した。

　帝国軍は配置につき、明日いよいよ全軍が動き出すことになるだろう。

「さて、俺もそろそろ休むかな……」

　執務室は城の奥まった場所にあるために平素から静かだが、深夜ともなるとさらに城全体が静まり返っているように思えた。

　もちろん警備のための衛兵や、夜番のメイドなどは働いているのだが、全体的にはこの広大な城全体が息を潜ひそめているように感じられたのだ。

　執務中は感じなかったが、広々としているだけに、どこか薄ら寒いものを覚え足早に自室に引き返そうとする。

　──ギィ。

　と、執務室の扉がタイミングよく開かれ思わず飛とび退のきそうになってしまった遥人だが、

「ああ、なんだアリーセか……」

　現れた少女の顔を見て息をつく。

「な、なんだとはなんですか!?」

　遥人の言葉は心外だったのか、アリーセは憤ふん慨がいして頰を膨らませる。

「いや、だってノックもせずに入ってくるから、誰かと思うじゃないか」

　若干腰が引けていたことを知られないために思わずそう言うと、アリーセは確かに、と自分にも非があることを珍しく認めた。

「こんな時間まで、仕事をしているのかと思って……」

「ん？　ひょっとして、心配してくれたのか？」

「そ、そんなこと、あるわけないじゃない！」

　残念ながら、遥人の言葉をアリーセは真っ赤になって否定する。

（半分冗談なんだから、そこまで必死に否定しなくてもいいと思うんだけどなぁ……）

　声に出すとまた怒られそうなので、胸の中だけでぼやいておく。

「じゃあ、こんな遅くに何でこんな場所に？」

　アリーセの部屋がある場所は階も違うので、たとえばお手洗いの帰りに通りかかるような場所ではない。

　不思議に思って尋ねると、アリーセは途端に「あ、うぅ」と言葉に詰まっていた。

「も、文句があってきました！」

「文句？」

「そ、そうよ！　あの……そう！　ダークエルフの姉妹のことです！」

　わざわざ文句を言いにきたのに、どうして思い出したかのように「そう！」と切り出すのかがわからなかったが、とりあえず黙っておく。

「エーレとギーネがどうかした？　もしかして喧けん嘩かしたとか？」

　そういう報告は受けていなかったが、アリーセもそこまで社交的には見えないので、もしかするとと思ったのだ。

　しかし幸いアリーセは首を横に振る。

「ダークエルフ達が帝国軍の中に割って入ってきていることについてです！」

「ああ、その話か……」

　この時点で、帝国軍には伝統的に人間の兵士しか登用されていない。

　帝国は亜人に対する偏へん見けんは少ないが、それでもアリーセの目からすれば異様な光景に映ったのかもしれない。

「あのガブリエーレという弓使いは部下を率いて弓兵部隊を掌握してしまったし……」

　最初は、やはり帝国正規兵というプライドがあって両部隊の合流はスムーズにはいかなかったそうだ。

　しかし、遥人達が目にした通り、鍛え抜かれたダークエルフの弓兵部隊は能力でも練度でも帝国軍の弓兵を凌りよう駕がしていた。

　加えて、あの通りさっぱりとした性格をしているエーレは物もの怖おじもしなかったため、瞬く間に帝国軍の弓兵部隊の尊敬を勝ち取ってしまったのである。

　若くして族長を継いだ、というのも伊だ達てではないのかもしれない。

「あと、あの乳──いえ、ゲオルギーネという女が何をしたか、聞いていますか!?」

「え？　ギーネ？　別に問題を起こしたとは聞いていなかったけれど……」

　ギーネの方は、エーレよりももっと難しい立場に置かれていたはずだ。

　というのも、ダークエルフで回復魔法の使い手は数が少ないらしい。エーレのように部隊を率いて合流したわけではなく、ギーネ単身で帝国軍の神官兵団に合流した。

　普通に考えれば肩身が狭い思いをしていると想像するところなのだが、合流してひと月あまりで、驚いたことにギーネは神官兵団を掌握し切ってしまっていた。

　実は、遥人もどんな手法を使ったのか、知らなかったのである。

「あの女性、警戒している神官達の中に入っていっても平然として、あのやたらと母性的な雰囲気で瞬く間に神官達を骨抜きにしてしまったのです！」

　あぁ、それなら考えられる、と遥人は妙に納得させられてしまった。

「帝国の伝統も聞いているけれど、でも、まずは同盟軍をどうにかしないといけないし、だから悪いけれど少しの間は我慢していてもらえないかな？」

　遥人が言うと、アリーセは口の中で「そういうことじゃなくて……」とこぼす。なにか的外れなことを言ってしまったかと心配したのだが、

「あ、あと！　それと、あの邪教の巫み女こ！　あの人は逆に、ろくに挨拶もせずに立ち去ってしまいましたよ！　本当に、なんて礼儀を弁わきまえていない人なんでしょう！」

　聞き返す隙もなく、アリーセはまるで違う話題に方向転換する。

　確かにあの晩ばん餐さんの場で「戻りますね」と宣言しただけで、いつのまにか姿を消していたので礼儀知らずと言えばそう言える。

　確かにクリームヒルトは何を考えているかイマイチわからない。

　突飛な行動に何度も翻弄された結果、こう言ってはなんだが、彼女の細かい行動原理を理解しようとしても損そんをするだけだと最初から諦めているので、アリーセとは違ってストレスはなかった。

　というより、あの色仕掛け（と、アリーセからの叱責）から解放されただけでかなり安心しているので文句はない。

　そんなことよりも、クリームヒルトが教団本部に戻っていったのは、遥人達が偽いつわりの和平会談に出かけるかどうかという時期だったのでかなり前だ。

　さすがに今更感がある。どの苦情も、こんな時間に執務室まで押しかけてくる用向きとも思えなかった。
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「で、本当の用事は？」

　見せかけとはいえ、さすがにこれだけ兄妹役を続けていれば少しぐらいはわかることもある。

　アリーセは、自分が繰り返した言葉が空回りしていると悟って、少しだけ考え込んだ後、ひと言だけを口にした。

「め、命令です。生きて、生きて帰ってきなさい！」

　それだけを言うと、遥人が返事をする暇すら与えず、弾はじかれたように走り出して執務室を飛び出してしまった。

　なかなか、気合いが入る命令だった。

「了解ですよ、王女様」

　遥人は追いかけることもなく、微笑を浮かべて見送っただけだった。

　そして、決戦の日はやってくる。
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「さあ、諸君！　戦争開始だよ！」

　同盟軍の総指揮を執とることになった、旧リグラルト王国宰さい相しようトバイアス・ガターリッジは、軽い興奮と共にそう宣言する。

　帝国領に攻め入った同盟軍は、幾度かの小こ競ぜり合あいの結果、先せん遣けん隊たいが周辺の防衛部隊を排除し帝都ザムニスからほど近い場所に陣を築き拠点としていた。

　先遣隊に続き、各国から派遣された一○万人の兵士達がこの場に集結している。しかも、この場に集まっているのが戦力の全てではないのだ。

　他にも先んじて作戦行動に移っている部隊や斥せつ候こうに出ている部隊、後方支援や補給のために動いている部隊などで最終的には倍ほどに膨ふくれあがっているだろう。大陸史上、一つの戦争でこれほどの戦力が投じられたことはなかったはずである。

　たとえばチェス。

　白か黒、どちらでもいいが、一方が盤上に五倍の駒こまを乗せて戦っているようなものだ。

（くくく。我が方は、圧倒的だ）

　トバイアスはリグラルト王国滅めつ亡ぼうと共に国を出て、逃亡生活に身をやつした。不幸中の幸いとでも言うべきか、ガターリッジ家は積極的に外の血を受け入れる家風だったために国外にも縁えん戚せきがあり、そこに身を寄せ再起の機会を図はかっていた。

　国内に留まり続けた王女とは違い、トバイアスの視線は国外──それも大陸の外に向いていたため、帝国と利害関係がある国々から協力を募つのるのは当然の流れだった。

　彼を突き動かしていたのは怒りである。

　四○歳にして一国の宰相という、これ以上望むべくもないほどの成功を収めていたはずの自分。それを、さして親しくもない、田舎いなか貴族の顔色を窺うかがいながら隠れ住むような惨みじめな生活に貶おとしめたザントゼーレ帝国を決して許さない。

　この一○年は執念だけで生きてきたと言っても過言ではないだろう。

　そして念願が叶かなう今日という日を迎えた今、自制心には自信があったトバイアスですら興奮を抑えきれなくなっていた。

　この場に集まった各国の騎士や兵士、魔道士達も同じであるらしく、眼前に広がっている軍勢からも鳴動するような興奮が伝わってくる。

　リグラルト王国崩壊から今日まで、小競り合いは絶たえなかったが、それでもこれほどの数で戦った経験など誰だれも持っていない。

　一○○騎の騎士であればいくら方策を練っても勝てないものが、一○○○騎になれば勝てるようになり、一万にもなればただ単純に突進しただけで事足りる。

　数という、敵の全てを飲み込む濁だく流りゆうが威力を発はつ揮きする瞬間を、誰もが見たがっているのだ。

「勇者諸君！　準備は整っているか!?」

　トバイアスが朗ろう々ろうとした声で問いかけると、周辺を揺るがす怒号のような歓声が跳ね返ってくる。その勢いに満足し、トバイアスは右手を高々と差し上げた。

「──第一軍、出撃！」

　号令が下ると同時に、事前に綿めん密みつな打ち合わせをしていた通り、集結している場から一部が動き出した。

　一部と言っても、それだけでザントゼーレ帝国の全軍の半分程度にもなるだろう大軍だ。今回の構想では、三つの軍に分けてザムニスを強襲する。

　本来なら「行け」と号令をかけるだけで事足りる戦力である。しかし戦場が相手の領地奥深くであることを考慮する慎重さも忘れていなかった。

　というのも、リグラルト王国とザントゼーレ帝国は隣り合っているにもかかわらず何代にもわたって緊張関係が続いており、地理的な情報は乏とぼしかった。特に帝都周辺については、どんな地形なのかすらわかっていない有あり様さまだったのである。

　一気に攻め込んでも負けることはないと思っていた。しかし思わぬ反撃を食らう可能性はある。同盟軍の戦力は言ってみれば借り物であるため、他国出身者の被害が大きくなると不要な借りを作ってしまうことになる。戦後を考えそれは避けたかったのだ。

　この問題も、一○年の時が解決してくれた。

　リグラルト王国が崩壊してから一○年。帝国は旧王国領を自らの領地として併へい呑どんしていた。そうなると自然な流れとして人の行き来が起こる。

　帝国領から王国領へ移り住んだ者もいれば、その逆もある。特に商売を営んだり、物資を運ぶことで生計を立てている者などは、王国領から帝国へ立ち入る機会も増えていた。

　一気に帝国領になだれ込みたいところだったが、途中の村や街で一いち々いち足を止め、帝国出身の民間人を狩り出していたことにもちゃんと理由があった。

　トバイアスと同様、帝国を恨んでいる兵士に怨念を晴らす機会を与えて戦意を高めるというのもそうだが、それと同じぐらい大切だったのは、帝国領内の地政学的な情報を手に入れることだ。

　帝国出身者のほとんどは惨むごたらしく殺し、あえて生き残らせた者から情報を引き出す。口を割らなければ拷ごう問もんでも何でもやらせる。遠慮をする理由はないからだ。

　同時に、旧王国民からも情報を募る。

　こちらは乱暴な手段は禁じておいたが、帝国出身の住人を突き出させることで踏ふみ絵えの意味を持たせておいた。

　つまり、「お前達はもう帝国を裏切ったんだ」という事実を突きつけるのだ。元々王国民であった者は、裏返る──というか、元の所属に戻ったという意味では表返ることに根本的な抵抗はないはずだ。

　もし帝国を庇かばうなら、それはそれとして対処すればいい。

　そうした手段で今や帝国領内の詳細な地図が手元にあった。もたらされた情報によれば、帝都ザムニスは周囲を切り立った岩山に囲まれており、これを天然の城壁として守りを固めていた。

　加えて、点在する穀こく倉そう地ち帯たいや鉱山といった要所にも常にかなりの戦力が駐在しており、帝都に敵が攻め入った場合には挟きよう撃げきして外敵を排除するという仕組みになっていたらしい。

　なかなか考えられた防備だ。しかしそれは、相手がろくに帝国の地理的な情報を得ておらず、がむしゃらに帝都を狙って攻め上がる場合にのみ有効に機能する守りである。

　今は、同盟軍には数の力も、地理的な知識も揃そろっている。

　万全の準備を終えた上で、トバイアスが戦場として選んだのは帝都を囲む山岳地帯の手前に広がる広大な平野部だった。
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　見渡す限りに広がる平野部。

　もたらされた情報によると、ユーダリル平野と呼ばれているらしい。

　帝都と旧王都との進路上に存在する最も大きな平原である。同盟軍の唯一の泣き所である、軍を展開するために広大な土地が必要になる点から見ても好ましい場所だった。

　このユーダリル平野は帝国内における交通の要よう衝しようにもなっているらしく、ここを通らなければ他に分散配置している戦力が帝都の救援に向かうことも、食料などの物資を運び入れることもできない。

　つまり、ここさえ押さえておけば、帝国軍は自ら出てくるしかなくなるということだ。

「完璧な布ふ陣じんだよ」

　三つの軍と共に移動し、平野を見渡せる位置に本陣を構えたトバイアスは感嘆の吐息を漏らす。自画自賛と言われようとも、惚ほれ惚ぼれするような布陣だ。

「総司令殿、敵軍が姿を見せました！」

　伝令が報告をもたらしたところで、トバイアスも遠とお眼鏡めがねを使って平野の端に広がる森林地帯から帝国軍が滲にじみ出だし、陣を整えはじめている様子を確認した。

「このまま突撃してやってもいいのだが……」

　無条件降伏するつもりはないのだろうから、このまま潰つぶした方が楽なのだが、とそう考える一方で、

「まぁ、万全の態勢を整えてなお、蹴け散ちらされた方が奴らにとっても屈くつ辱じよくだろうよ」

　と薄暗い喜びに顔を歪ゆがめ、帝国軍の準備が整うまで見守ることにしたのだ。

　そうして待つことしばし、ようやく敵の布陣も終了し、戦場に殺気と緊張感が満ちてくる。誰もが、いつはじまってもおかしくない気配に身構えているからだろう。

「よし、戦闘開始！」

　余計な演説は必要ない。

　トバイアスは先陣を切る第一軍に向けて大きく手を振った。

「戦闘開始！」

「戦闘開始！」

「戦闘開始！」

　周囲に控えていた伝令兵が復唱し、各部隊に伝達するため本陣から走り出す。トバイアスの直接の指示を見て動き出した第一軍は、騎馬中心に構成された速度重視の軍である。

　走り出すと、一ひと塊かたまりとして動いていた軍は、各部隊単位に分散して行動を開始する。出身が違う分、単純で基本的な作戦だけを共有し、その後は分散して動かすというのが当初からの予定だったのだ。

　実に、この第一軍だけで、展開した帝国軍の数とほぼ同じだった。事前の報告からすれば、帝都防衛のための全戦力が投入されたと見て間違いないだろう。

　数的には第一軍だけで同等。

　そこに第二軍、第三軍が加わって圧倒し、余勢を駆って一気に帝都を落とす予定だ。

「くくく、酒でも飲んで見物していたい気分になるな」

　一歩遅れ、帝国も動き出した。

　相手もまずは騎兵を動かしたようだが、その数は部隊三つで三○○騎程度。積極的に前に出て嚙かみ合あうのは騎兵だけだから仕方ないとはいえ、戦力を小出しにするようでは本当にあっさりと終わってしまうかもしれない。

「やれやれ、どんな奇策を弄ろうしてくるかと思いきや……」

　圧倒的に優位な立場にいるため、多少の失望を感じるほどだった。

　一○年という屈辱を拭ぬぐい去さるためには、相手にももっと足あ掻がいて欲しいのだ。足掻いて、必死に策を弄して欲しい。そんな帝国を、すべてが無駄に終わるほど圧倒的な力で踏み潰すことでトバイアスはようやく溜りゆう飲いんを下げることができる。

「まあいい。これが終わったら、帝都の民間人を嬲なぶり物ものにして遊んでやるとするか」

　そうして、消化不良で戦闘が終わる場面を見ようと身を乗り出したトバイアスは叫んだ。

「な、なんだとぉぉぉっ!?」

　騎兵の破壊力は、武器や防具、兵自身と騎乗している馬体までも含めた重さが速度とかけ合わされて発揮される。

　特に集団の騎兵は、一直線に駆け抜ける間に会かい敵てきした相手の陣形をズタズタに切り裂きながらすれ違う。

　これに対抗するには重装歩兵などで密集陣形を取って間を通さないか、同じ兵種で間をすり抜けながらの削り合いに持ち込むかのどちらかだ。

　重装歩兵といえど何倍もの騎兵を跳ね返すことはできないため、同じ騎兵で迎え撃つという選択は理解できる。

　理解はできるが、その場合はさらに単純な数の勝負になって、一瞬で帝国側の騎兵は壊かい滅めつする──はずだった。

　だが、猛然と突き進む同盟軍の騎兵部隊と、数で遙はるかに劣る帝国軍の騎兵部隊とがぶつかった瞬間、同盟軍側の騎兵が凄すさまじい勢いで吹き飛ばされたのである。

　まるで見えない壁にぶつかったかのように、同盟軍側の騎兵はことごとく弾き飛ばされ宙を舞う。

　誇張ではなく、馬もろとも草原に投げ出された騎兵達は、少なくない数がそれだけで行動不能に陥おちいっていた。

　しかも対する帝国の騎兵には何の異変も起こっておらず、何倍もの数になる同盟軍の騎兵をものともせずに、着実に前進を続けている。

　冗談のような光景だった。

「な、なんだあの騎兵は!?　何が起こっているというのだ!?」

　同盟軍の騎兵が完全に勢いを失い、そして比べものにならないほど少数の帝国軍騎兵がその中心を、巨大な川の流れを両断するかのように進んでいく。

「ぎゃあああぁぁぁぁぁぁっ!?」

　あたりに悲鳴が響き渡った。

　一方的に蹂じゆう躙りんされるはずだった帝国兵ではなく、圧倒的に有利だったはずの同盟軍の騎兵のものだったのである。
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　同盟軍の一部隊を指揮するコリンは目の前で起こっている出来事がまるで信じられなかった。二五年生きてきた中で培つちかった、全ての常識が否定されるような異様な光景である。

　同盟軍は圧倒的に少数の帝国軍に向かって突進をした。だが帝国の騎兵は、申し分なく勢いが乗ったコリン達の突進を軽々と受け止めてしまったのだ。

「噓うそだろっ！」

　誰かの悲鳴に似た声が響き渡った。

　突進が止められても諦あきらめず、手にした槍やりや剣、斧おのを振り下ろす者もいた。しかしそれらは何の効果も発揮できずに終わるのである。

　防がれたわけではない。

　避けられたわけでもない。

　帝国軍の騎兵は防ぎもせず、避けもせず、その身であらゆる攻撃を浴びても平然としているのだ。

　幻聴なのかなんなのか、生身の肌に攻撃を受けながら「キン」と金属を叩いたような音が聞こえた気すらした。

「噓だ！　そんなの噓だっ！」

　恥も外がい聞ぶんもなく叫ぶ声がどこかから聞こえてくる。

　数刻前、蛮族など恐るるに足りないと笑い飛ばしていたのは誰だったのか。

　亜人を引ひっ捕とらえて奴ど隷れいとして売り払うと言っていたのは誰だったのか。

「あんなの、人間じゃない！」

　人間じゃないと、昨日まではまるで別の意味で使っていた言葉が、コリンの口から飛び出した。

「だっておかしいじゃないか！　礼儀も知らず、品性に乏しい卑いやしい民族が！　薄汚い亜人などと一緒に生きている恥知らずなんだぞ！」

　ここに来るまでの道中、街や村で旧王国民に紛まぎれて暮らしていた帝国民を狩り出し皆殺しにしてきた。ここでの戦いもアレの延長だと信じていたのに、どこで騙だまされたのだと憤いきどおる。

　そんな理不尽な怒りをぶちまけるコリンの目の前で、密集していた同盟軍の第一軍のただ中を、帝国の三○○程度の騎兵が縦横無尽に走り回る。

　まるで物のついでのように振りまわす剣や槍が、次々と同盟軍の兵士を屠ほふっていく。あまりに呆あつ気けないためなのか、帝国兵達もどこか「こんなに脆もろいのか？」と戸と惑まどっているようだった。

　膨大な数がいるだけに、まだ第一軍が総崩れになることはないが、何が起こっているのか誰も理解できずにほとんどの兵士達は考えることを放ほう棄きしているようだった。

　同盟軍の動きが止まりつつある中で、帝国軍から一人の騎兵が進み出る。

「やぁやぁ、我こそは帝国軍騎兵部隊を預かる将軍、テオバルト・アンガーマンであ～るっ！」

　敵の将軍であるらしい男が名乗りを上げる。

　普通、将軍などという高位の軍人は後方に控えて指揮を執るのが一般的だ。何せ、それだけの要人を仕し留とめてしまえば、こちらにとってはそれだけで士気が跳ね上がり、相手にとっては部隊の運用が大混乱に陥ってしまう可能性があるからだ。

「なんであんなところに将軍が？」

　もうわけがわからなかった。

　何が常識で何が非常識なのか、それらを判断する能力も麻ま痺ひしてきた。

「これだけの数の差があるにもかかわらず、まるでこちらに痛手を負わせられない同盟軍。いやぁ、実に情けないのう！」

　思考放棄していた同盟軍の兵達に、じりっと怒りの感情が広がるのを感じた。

　敵に攻撃が通じないなどというデタラメな現象が起こるはずがない。これには何かのまやかしがあるに違いないのだ。

　ならば、どんな犠牲を払ってでもまやかしのタネを解き明かし、再び攻勢に転じればいい。

　これだけの数がいるのだから、多少の犠牲は痛くも痒かゆくもない──それは周りの兵士達に共通した思いであったらしく、にわかに第一軍全体に気力が戻ってくる。

　テオバルトと名乗った将軍は、自分が虎の尾を踏んだとは思いもしないのか、今度は同盟軍ではなく自軍に向けて声を張り上げはじめた。

「我が帝国の勇士達よ！　よく奮戦しておる！　皇帝陛下もきっとお喜びに違いない！　だがまだ戦いくさははじまったばかり！　これで後おくれを取るようなら、陛下はお前達に『飲ませ足りなかったのか』とお思いになるに違いない！」

　飲ませる、とは何のことかわからなかった。

「酒でも振る舞ったのか？　呑のん気きな……」

　そう思うが、しかしテオバルトの言葉を聞いた帝国兵達の様子が明らかに一変した。

　酒を振る舞われ鼓こ舞ぶされたなら、いい思い出だろう。なのに前方でテオバルトの声に耳を傾けていた帝国兵は、誰もがこれ以上ないほど追い詰められた顔になっていったのだ。

「これだけの数の敵は恐ろしい！　だが敵のことが恐ろしくなったら、皇帝陛下のご尊顔を思い出すのじゃ！」

（膠こう着ちやく状態になったのをいいことに、好き放題言いやがって……って、なんだ？　帝国兵共の様子が……）

　津波が起こる前触れに海が静まりかえると言われているが、帝国兵達の様子はまるでそれのようだった。

　異常な現象に意気消沈していた同盟軍だったが、その同盟軍よりも勢いで勝っていたはずの帝国軍の方が、ピタリと黙だまり込こんだのだ。

　──直後、

「い、嫌だ～～～～～～～っ！」

　悲鳴じみた声が帝国兵の一人から飛び出した。

　一人だけではなく、

「嫌だ！」

「嫌だ嫌だ嫌だ！」

「い～や～～～～っ！」

「ひ～～～～ぃ!?」

「思い出させないでっ！」

「もうあんなものを飲むぐらいならここで死んだ方がマシだっ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図という表現がよく似合うような、悲ひ惨さんな悲鳴が帝国軍全体から沸わき立たったのだ。

　テオバルトは相も変わらず平然と話を続ける。

「お～う、そうか～。ならば皇帝陛下に、我々はもう、充分強くなった、ということを証明してご覧に入れなければならぬなぁ？」

　何かをすっとぼけたような声。

　だがこれに対して、帝国兵達は全身から振り絞ったかのような凄まじい声を張り上げ応える。

「我らは最強っ！」

「然しかりっ！」

「我らに敵かなう者はなしっ！」

「然りっ！」

「我らにこれ以上の《ソーマ》は必要なしっ！」

「然りっ！　然りっっ！」

　とても三○○の騎兵とは思えない絶叫が響き渡った。

「な、なんだ？　なんなんだ!?」

　何もかもが理解できない。

　再び浮き足立つ同盟軍に対し、テオバルトはゆっくりと振り返ると満面の笑みを浮かべて頷いた。

「同盟軍の諸君、静聴を感謝する。だが残念ながらお別れじゃ。者共！　食い破れっ！」

　テオバルトが檄げきを飛ばすと同時にそれまでどちらかというと漫まん然ぜんと対応していた帝国軍の騎兵達が、いきなり血相を変えて走り出す。

「殺せ、殺せっ、殺せっ！」

　帝国兵が泡を飛ばして叫ぶ。

　先程までのどこか戸惑った様子が噓のように全員が殺気を迸ほとばしらせていた。相手が弱かろうが脆かろうが、一滴の遠慮もせずにひたすら敵を狩る。

　目の前にいる同盟軍の騎兵は、抵抗しようとする者、逃げ出そうとする者、関係なくたった三○○騎の騎兵に飲み込まれていった。

　同盟軍は結成されたばかりの俄にわか所じよ帯たいである。だがそれは全体的な話であり、部隊規模で見れば慣れ親しんだ者ばかりで隊列を組む、それぞれの国で鍛きたえ抜ぬかれた精鋭揃いだった。

　それが、まるで紙でできた人形のように、ひたすら蹂躙されていく。

　血しぶきと土煙が一直線でコリンの元に向かってくる。

「こ、こんな戦争、参加するんじゃなかった──」

　後悔の言葉を吐いた直後、コリンの意識は怒ど濤とうに飲み込まれ消え失せた。
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　帝国側の本陣は、ユーダリル平野に入ってすぐの場所に設もうけられている。そこに詰めていた遥はる人とは、あまりにこちらの思い通り進む展開に、多少呆気なさを感じていた。

「しかし、この状況にはびっくりだな……」

　遥人は、誰にともなく呟つぶやく。

　皇帝が使うということで、上等な布を使って作られてはいるが、基本的には布製の天幕に折りたたみ式の机や椅い子すが置かれている。

　机の上には周辺地図と、敵味方で色分けされた駒が置かれていた。これを用い、伝令からもたらされる情報を元に戦況分析を行うのだ。

　もっとも、遥人はスキルのおかげでこの場に居ながらにして戦場全体の状況が把は握あくできるので、もっぱら本陣に同道している指揮官達のために置いてあるようなものだが。

　遥人が何に驚いているのかと言えば、今回、同盟軍が選んだ戦場についてだった。

　特にこちらから誘導したり、何かを仕掛けたわけではない。同盟軍側が勝手に選んだ場所なのだが、何な故ぜか『フェーゲフォイア・クロニーケン』の最終面、二つ手前のマップである「ユーダリルの戦い」とまったく同じなのである。

　おまけに、数こそ大きく膨れあがっているものの、侵入してくる方向や布陣する位置も同じであった。

（こんなところまでゲームとそっくりになるなんてなぁ）

　今更ではあるが妙な感心をしてしまう。

　スキルやバグについては、もちろんかなり強引ではあるが、この世界の法則がそうなっているだけだと理解してしまうことも可能である。

　だが戦場がどこになるのか、兵士をどこに配置するのかは純粋にここで生きている人間の判断に拠よるところが大きいはずだ。

　だというのに、あつらえたかのようにゲーム内のマップが再現されていることに驚きを禁じ得ない。

「どうかされましたか？」

　近衛このえ兵へい長ちように相応ふさわしく護衛任務に戻ったカールが、遥人の様子を不ふ審しんに思ったのかそう尋ねてきた。

「いや、戦争には直接関係ないんだ。気にしなくていい」

　戦争を行うには、言うまでもなくとんでもない数の人間が必要となる。その大勢の人間が移動できる道、大軍を賄まかなうための物資を搬入する道、入り乱れて戦うにもスペースが必要であることを考えれば、帝国領内で大規模戦闘が可能な場所というのがそもそも限られているだけかもしれない。

　そうした必然性が一致して、ゲームと現実とのシチュエーションが偶然似通ってくるという可能性はありそうだ。

　遥人が思考を切り上げると、カールも気にしなくていいと言った言葉に納得したらしく話題を変える。

「ならばいいのですが……。しかし、凄まじい戦果ですね」

　刻こく々こくともたらされる伝令兵の報告を整理しながら、気が抜けたような声を出す。

「まあな……。敵も、数は多いがそれに頼るだけで奇抜な策を巡らすことはしていないようだ。これなら楽勝だよ」

　おそらく、複数の国の寄せ集めであるだけに、全体を有機的に動かすような意思疎通が図れないのだろう。最初に単純な方針だけを伝え、あとは前線で判断させるようにしているだけかもしれない。

　前線で判断というと柔じゆう軟なんな対応ができるように思えるかもしれないが、その代わりに前線の指揮官が見えている範囲は狭く、戦場全体を見渡した動きをすることなどできない。

　だからなのか、今のところ、敵の動きはゲームのＣＰＵを相手にしているように単調で読みやすかった。

　実際、遥人が派遣した帝都防衛のための戦力だけで、一○万の同盟軍と渡り合っている。

（というより、やっぱりやりすぎたかもしれん……）

　若干、悪ノリが過ぎたかとこっそり唸うなる。

《プレイヤの加護》で俯ふ瞰かん視点から戦場を見ていたが、前線に送り出した帝国軍の兵士は、強化しすぎてまるでダメージを食らわない状況になっていた。

　ゲームの『フェーゲフォイア・クロニーケン』をプレイしていた際、育成や戦略を楽しみたいためにチート技の類たぐいは使わなかった遥人だが、それでも何度かは気分を変えるために全チートを解禁してプレイしたこともある。

　あの、普段は苦しめられる敵を、枯れ葉を散らすように蹴散らしていくのはやはりゾクゾクするような快感があった。

　それとまったく同じ光景が、しかも現実のものとなって展開されている。何も感じないというと噓になってしまうだろう。

　ただ、さすがに調子に乗りすぎてしまったかと反省するところはあった。金属製の剣や槍で攻撃されてもノーダメージで切り抜けるというのは、どう考えても人にん間げん業わざではない。最初に心配したのは戦闘時の効果ではなく、これで彼らはちゃんと日常生活に戻れるかどうかということだった。

　この点では、兵達への影響については既に充分に確認していた。兵達を戦うことしかできない戦闘マシーンにしてしまうつもりはなかったので、本格的に《ソーマ》を与える前に色々と確認したのだ。

　結論から言うと、兵達は模擬戦も含めて何らかの戦闘状態にならなければ《ソーマ》の効果が発揮されないとわかっている。

（確かにゲームでは、いくら強化しても、シナリオ上は支障とか出てなかったしなぁ）

　たとえば会話イベントなどで、徹底的に強化したキャラ（バトルではつついただけで相手が即死する）が、育成していないキャラを冗談で叩いたりした場合でも、テキスト上はもちろんスプラッタな事態は発生しない。どうやら、そういう部分まで帳ちよう尻じりを合わせるように再現されているらしい。

　細部へのこだわりを感じる出来である。

（どうやってこんな世界ができたのか、あるいは作ったのかは知らないがな……）

　ちなみに今、遥人は俯瞰視点から戦場を見ているだけで、直接指揮は執っていない。いわゆる「オートモード」中である。それでも前衛に出した騎兵は次々と襲いかかってくる同盟軍の騎兵を蹴散らし続けていた。

「しかし、テオバルト将軍の用兵はさすがですな。ここにいても兵達の殺気が伝わってくるほどですぞ」

　戦闘状況を記録するために帯同している文官が感想を漏らす。

　ただ遥人は、俯瞰視点からセリフ表示画面でテオバルトが兵達を鼓舞していた場面もしっかりと見ていた。

「う～ん、俺の顔を引き合いに出すのはやめてくれないかなぁ。いや、マジで」

　テオバルトは遥人の予想よりも兵達をうまく操あやつってくれていた。帝国側は数の不利を覆くつがえせそうだという実感が湧いてきたおかげで軽口も出てくる。実はこれも「スキル」の力によるものだった。

　遥人の《プレイヤの加護》ではない。

　この世界の人達が「スキル」という存在について認識しているのかどうかはわからないが、遥人以外の人間もスキル持ちは存在していて、テオバルトが兵達のやる気を引き出すのは、彼はそれに応じたスキルを保有しているからなのだ。

（スキル、《戦場の鼓舞》か……）

　ゲーム時代も、周辺に味方ユニットを置いておくとパラメータを強化してくれる有用なスキルだった。

　今後、人材登用をしていくにあたり、こうしてどういうスキルを保有しているのかという点にも注意を払うべきだろう。

（なるほどなるほど……）

　そうこうしているうちに、新たな情報が遥人の元に届けられる。

「魔道士部隊、敵魔道士部隊に対して展開。五倍近い戦果を挙げつつあります」

　つまり、一○○人規模の部隊一つで、五部隊──五○○人の敵兵を撃破してしまったことになるだろう。俯瞰視点で確認をする。

　近接戦闘は苦手であるため、基本的には遮しや蔽へい物ぶつが多い場所を選んで移動し、歩兵など遠距離からの攻撃が苦手な兵種を狙って狩っていく。

　同じような運用をしている敵の魔道士部隊と遭遇したらしく、適度に木が生えている林道を舞台にして戦闘がはじまっていた。

　こちらでも、充分に魔法防御を高めていた帝国軍は相手の魔法攻撃に対してまるでダメージを負うことはなく、敵魔道士達を阿鼻叫喚の地獄に落としていた。

　ちなみに、帝国魔道士部隊も、騎兵隊がそうであったように凄まじい形相で敵を攻め、同盟軍の魔道士部隊が陣取っていた側の森が焼失するほどの火力を叩きつけていた。

（地形、変わってるし……）

　やり過ぎに呆あきれるのだが、どうやら《ソーマ》を飲まされた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように戦闘に集中しているというのが本音のようだった。

『野郎！　てめぇらが攻めてくるから俺達はあんなクソマズいモンを飲まされたんだぞっ！』

『陛下は尊敬している！　国を守れるんだから是ぜ非ひもない！』

『そうだ！　さすがにあれだけオーガに似た顔をしていらっしゃるだけはあるっ！』

『だがお前らは許さん！』

『そうだ！　お前らは許さん！』

『だったらどうする!?』

　自然発生した声をまとめるように誰かが尋ねる。

『『『『『鏖みなごろしだっ！』』』』』

　全員の声がきれいに重なった。

　自分でも忘れそうになるので再確認しておくが、彼らは「魔道士」である。

　魔道士というのは、理性を重んじる集団のはずだが、俯瞰視点から見ている味方魔道士の殺気がすごいことになっていた。

（バーサク効果なんてなかったよな？　……というか、いかん、あいつら魔力だけじゃなくて筋力まで激増してるじゃないか。もしかして魔道士には必要ない腕力を高める《ソーマ》まで飲まされたのか？）

　パラメータは、全種類が均等に上昇していた。

　当然、物理的な守備のパラメータも上げられるだけ上がっていたので、あれなら元々の兵種で大きく違いはあるものの、近接戦闘が専門の歩兵や騎兵の前に出してもほとんどダメージを負わないかもしれない。

（種類考えずに手当たり次第飲ませたの？　ちゃんと指示しといたはずなのにな……）

　おそらく途中でワケがわからなくなり、適当に全種類を全員に飲ませたのだろう。

「と、とりあえず、状況を確認しておくぞ」

　魔道士達の殺気立った様子とその理由には努力して目を背けておいて、遥人はカールや他の文官達のために戦況を整理していく。

「ユーダリル平野中央で展開している騎兵隊は三○○騎がほぼ数を減らさず奮戦中。敵の数がおもしろいように削れていきます！」

　地図には味方の騎兵駒が三つ置かれ、それを文官の一人が動かしていく。

　三つの駒が散開し、一塊になった同盟軍の騎兵を周囲から削り取っていく。

「西の旧道付近で展開していた魔道士部隊、ほぼ敵を制圧し終えた模様！」

　同盟軍は魔道士部隊の比率がそれほど大きくないのと、火力が強いので騎兵より流れが早いことが相まって魔道士部隊の決着は早々につきそうになっていた。

　もう一度俯瞰視点から現場を見てみると、

『てめぇらこんなもんで終わりかよ！』

『もっと来んかい！』

『俺らはまだやれるぞ！』

『というか、こんなもんじゃ消化不良だ！』

『死んでも起き上がって来やがれ根性なしが！』

　やたらと体育会系的なセリフを連呼されていらっしゃった。

（……う、うん。元気があって大変よろしい）

　とりあえず、反逆されない限り目を瞑つむろうと流し、別の戦場に視点を移動させる。

「東部、山岳地帯は、ダークエルフ殿の部隊が展開しております」

　言われ、遥人も注視する。

　ここはガブリエーレが率いる弓兵の部隊で、帝国弓兵との混成部隊となっていた。今後の、人間と亜人との共存を見み据すえて実験的に配置していたのだ。

　ここでも、例によって例のごとく《ソーマ》のマズさに殺気立った兵達が、全力で同盟軍を相手に鬱憤をぶつけていた。

『このっ、このっ、このっ、このっ！　威力も精度も連射性も、何もかもが桁けた違ちがいに上がっちゃったじゃないのよ！』

　金切り声を上げているのはガブリエーレである。

『これじゃあ、あいつにクソマズい薬を飲まされた文句が言えないじゃないの！　アンタ達、責任取りなさいよねっ！』

　そう言いながら、矢筒にあるだけの矢をこれでもかと同盟軍に射かけていく。

　他のダークエルフ達も、人間の弓兵も、まったく同じで一糸乱れずガブリエーレの行動に続いていた。

「よし、異種間交流も順調にいっているぞ！　いやぁ、実に頼もしいな、我が軍は、はは、はははははは！」

　若干声がうわずったような気がしないでもないが、それはきっと気のせいであると全力で自分を誤ご魔ま化かして、自分のスキルで見た情報を文官達に告げていく。
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「なんと、そんなことまでお見通しになれるのですか!?　承知しました、すぐに手配して後ご詰づめの配置を調整するといたしましょう！」

（実際、ここまでとんでもない結果になるとは思ってなかったけどな……）

　同盟軍の兵士達が次々と倒れていく。

　しかし、リジットから逃げ帰る中で見た蛮行や、亜人を含め、帝国民を蛮族だと決めつけて踏みにじろうとした同盟軍に対しては同情を感じなかった。

（悪いけれど、全部を力で解決しようとして、暴力を振るっていい気になっていたのはそっちなんだから、徹底的にやらせてもらうぞ！）

　そうして遥人は、次々と文官達に指示を飛ばしていく。
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　トバイアスは「悪夢だ！」と頭を抱えていた。

　同盟軍の戦力にはまだ余裕があった。

　当然である。この遠征に参加させている数がそもそも帝国軍全体が保有している戦力とは比較にならないほど多いからだ。

　だが最前線では、同盟軍は帝国軍によって一方的に蹂躙され続けていた。

　武器なのか防具なのか、それとも悪質な魔法でも使っているのか、視線の先では当初予定していたのとはまったく逆の意味で一方的な戦闘が続いている。

「そ、総司令。我々はどうすれば……」

　そんなことは自分の方が聞きたいと怒鳴り返しそうになったが、どうにか自制した。

　だが、次々と削られていく同盟軍の戦力は、この一○年という年月を費ついやしてトバイアスがかき集めてきたものだ。

　一度は自分の地位を奪われ、屈辱で泥どろをすするような気持ちになりながらも様々な国に働きかけ復讐するための準備を整えてきた。

　もし同盟軍が瓦が解かいしてしまったら、今度こそ身の破滅だ。同盟はあくまで帝国の跳ちよう梁りようを座視できないとして集まった勢力でしかない。風向きが変われば容易たやすく掌てのひらを返すだろう。

　何より今、解放軍の盟主であるオーレリア王女がこの場にいないことがマズい。平和論者である王女は今回の和平会談についても肯定的だった。

　しかしそれでは予あらかじめ同盟を呼びかけていた複数の国と足並みが揃わなくなる。

　だからこそ、帝国は和平会談を蹴ったと噓をつき、オーレリア王女を別の戦場へと遠ざけていたのだ。つまり今回の戦闘はトバイアスの独断専行なのである。

　最悪の場合、同盟各国は寄ってたかってトバイアスに全責任を押しつけ、その身柄を差し出して帝国との講和を図る材料にされてしまうかもしれない。

（そうなったら私は、私は………っ！）

　さらし首になるぐらいならまだいい方で、公開処刑や、なぶり殺しにされることすらありえる。

（それだけは嫌だ！　なぶり殺しも嫌だが、負け犬として惨めったらしく死んでいくのはもっと嫌だっ！）

　何かないかとあたりに視線を走らせて自分が生き残る術すべを漁る。

「そうだ！　まだ私にはアレがある！　おい、アレだ、アレを戦場に放てっ！」

　トバイアスは本陣の後方を指さして叫んだ。周囲にいた武官が、トバイアスの言葉の意味するところを察して顔色を変える。

「放つ？　そ、総司令！　あれは鎖くさりでつないだまま見せつけて、威い嚇かく目的に使う予定だったのでは!?」

「そうです！　一度解き放てば再び捕まえるためにどれほどの被害が出るか──」

「うるさい！　いいから私の命令に従えばいいんだ鈍間ノロマめっ！」

　慌てて真意を問いただす武官に、トバイアスは苛いら立だちを隠すことも忘れ怒鳴り散らした。

「心配せずとも、ヤツは血の臭においに引かれて戦場の中央に突進して行くに違いない！」

「しかし本陣は大丈夫かもしれませんが、前線にもまだ味方の兵が残って……」

「そんなもの、このまま放って置いてもどうせ帝国軍に殺されるだけだ！　だったら同じではないか！」

　それでも躊躇ためらう気配を見せる武官に、トバイアスはとうとう腰に提さげた剣を抜き放つ。

「いいからとっとと動け！　それができなければ、は、反逆罪で打ち首にしてやるっ！」

　真剣を突きつけられるとさすがに武官も黙り、ようやくトバイアスの命令を実行に移す。

　しばらくすると、何かを引きずるような重々しい音と共に頑丈な巨大な金属の箱が運ばれてくるのだった。

　箱と言ってもちょっとした家屋ほどもある巨大なもので、下には車輪がついているためどうにか馬で牽けん引いんできるという代しろ物ものである。

　あまりにも馬鹿馬鹿しい光景で、こんなものを動かそうと考えるなどどうかしているとしか思えないと感じるだろう。

　平時であれば。

「よし！　それだそれっ！　それを前線に近づけて解放しろ！　これで我が軍の勝利は確実なものとなるのだっ！　わはははははっ！」

　満足したトバイアスは剣を鞘さやに納めると、行け行け、と手を叩いて何頭もの馬に牽ひかれて進む金属の箱を見送った。
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　テオバルトは目の前の戦況に満足していた。

　圧倒的な数をもって攻め込んでくる同盟軍に対して、限りある戦力を極限まで磨みがき上あげて立ち向かう。

「うむ、これぞ戦略の真しん髄ずい！」

「せ、戦略、ですか……？」

　傍そばにいた副官が苦々しい表情でそう呟く。

　実際に、苦い味の記憶を思い出しているのかもしれない。あまりに強烈な刺激の記憶は、体に刻み込まれ時折勝手に蘇よみがえってくると聞いたからだ。

　部隊を指揮して前線に出る可能性がある人間は、幹部であっても《ソーマ》によって強化されていた。

　当然、テオバルトもあの「味」を体験している。そして、のたうち回るほどの衝撃を受けたのだが、その苦痛を、むしろ喜んで受け入れていた。

　カールやオストヴァルトからも注意されたのでみだりに皇帝陛下の正体について口外することはないが、テオバルトはハルト・クラッセンという人物について認めていた。

　単なる影武者ではなく、彼こそがこの大陸を平定し、平和をもたらすに足る希き代たいの英雄だと信じていたのだ。

（いや、あの方の力なら、大陸だけなどとケチ臭いことは言わん。むしろ全世界を平定する、世界の王となるべき方やもしれん）

　そう思うと、この苦痛は偉大なる主あるじに求められている証である。この苦痛があったからこそ役に立てると考えると、苦痛であるというのに胴震いがするほどの喜びを感じてしまうのだった。

（ああ、陛下！　このテオバルト、陛下のお役に立てる喜びに勝るものはありませぬ！）

「将軍、なんでそんな恍こう惚こつとした顔をしてんですか!?」

　横から茶々を入れられ、テオバルトはいい気分を中断させられる。

　多少不満は覚えたが、戦場で夢想に耽ふけるわけにもいかないと思い直し、テオバルトは同盟軍の方に目をやった。

　戦況は、圧倒的に帝国軍優位。

　ただし数の差は依い然ぜんとして大きいので、安心はできない。攻撃は通じないが、それでも疲労まで無視できるようになったわけではない。

　こちらが疲れで身動きが取れなくなってしまえばさすがにまずい。兵が死ぬことはなくとも、動けなくなってしまえば同盟軍を素通りさせてしまう。そうなると、帝都を蹂躙され、皇帝を殺害されてしまうかもしれないのだ。

（断じて許さん！）

　帝都が陥かん落らくすればどうなるかという予想図と、ハルトから伝え聞いた、国境付近での同盟軍の蛮行とが重なり、テオバルトの怒りは燃え上がっていた。

　ただ、不思議なことに、不利を挽ばん回かいするためしゃにむに攻めかかってくるかと思っていた同盟軍の動きが不思議なほど静かになっている。

　むしろ同盟軍自身、命令系統が混乱しているかのように見受けられた。

「なんじゃ？　なにか……」

　自軍兵のほとんどが異変には気づかず勤勉に戦い続けてくれているため、テオバルトは安心して周囲の気配を探る。

　すると敵本陣側から、巨大な鋼鉄製らしい箱が何頭もの馬に牽かれて運ばれてくるのが見えてきた。ふと首筋に手を伸ばすと、そこは我知らず冷や汗をかいている。

（なんじゃ？　ワシは、あの箱の中身に威圧されているということなのか……？）

　自問自答する。

　その結論は、すぐさまもたらされた。

　バキン、と音を立てて鋼鉄の箱の四方の壁の封が解かれ、壁はそれぞれの方向に地響きを立てて倒れ、土煙をまき上げた。

「ぬ……？　何かが、いる？」

　箱の中には黒々とした何かがあった。距離があるため正体はわからない。同盟軍の攻撃なのは明らかだが、距離を詰めて潰すか、それとも遠ざかるべきか難しいところである。

　どうすべきか思案していると、敵兵の一人が斧を持って黒々とした何かの塊に近づき、手にしたそれを振り下ろす。

　直接その塊を狙ったわけではなく、そこからつながっている鎖を断ち切ったようだった。同時に悲鳴を上げてそこから走り去ろうとするが、それまでじっとしていた塊から何かがにゅっと伸びて敵兵を頭からひと飲みにしてしまう。

「な──!?」

　黒い塊に光る点が生じる。

　それは、よく見れば「眼」だった。同時にそれが動き出す。塊に見えたのはそれが身を縮ちぢめて丸まっていたからのようだ。

　兵を丸飲みにしたそれは、ヘビの頭に似た物体だった。

　ただ、巨大だ。

　ヘビなどとは比べものにならないほど圧倒的に巨大だった。

「な、なんだアレはっ!?」

　土煙が晴れると、兵達の誰かが発した、悲鳴に似た声が戦場に響く。言葉にせずとも、それはこの前線にいる帝国兵すべての気持ちだっただろう。

　黒い塊からさらに同じヘビの頭が九本伸び、丸めていた体を起こしていく。

「将軍！　あ、あれは、あれは何なんですか!?」

　テオバルトは、部下の問いにすぐには答えることができなかった。

　生き物ではあるのだろう。

　テオバルトは帝都に留まって指示だけ出すような将軍ではなく、積極的に各地を回る行動的な将軍だった。

　そんなテオバルトでも、あのような生物は見たこともなかった。帝国内で最大の生き物を引き合いに出しても、あの半分にも満たないだろう。

　当てはまるとするなら、もはや伝承や伝説の中にしか生きていない怪物ぐらいしか思いつかない。

　ずしん、ずしん、と地響きを立ててそれは動き出した。

　鱗うろこを持った爬は虫ちゆう類るいのように見える。四本の脚を持っているところからすればトカゲに近い生き物なのか。

「ギャアアアアアァァァァァァァァァァァァッ！」

　九つ首の化け物が、天に向かって凄まじい咆ほう吼こうを上げた。

　それだけで兵達が震え上がる。

　帝国兵だけではなく、同盟軍の兵達もまた剣を取り落とさんばかりに動揺していた。

「怯ひるむな！　我らには皇帝陛下より賜たまわった加護があるではないか！」

　テオバルトの隣に位置していた部隊から、指揮官であるらしい高らかな声が響き渡る。

　確かにその通りだった。

　だがテオバルトは、まずいと感じる。

　隣の部隊は現れた巨大生物に向かって猛然と襲いかかった。ハルトから与えられた《ソーマ》がもたらす効果が彼らに自信を与えているのだろう。

《ソーマ》の効果は凄まじい。それでもテオバルトの直感は現実となった。怪物に斬りかかった第一陣の攻撃は、その鱗に覆われた肌に傷一つつけることはできなかったのだ。

　そして怪物は、複数の頭で一いつ斉せいに帝国軍を睨にらみつけた。

　視界から外れた同盟軍はこれ幸いと前線から退ひきはじめる。

（やはりか！）

　迂う闊かつに手を出したことで、帝国軍だけが怪物から敵として認定されてしまったのだ。

　怪物の、首の一つが大きく息を吸い込む。

「いかん！」

　テオバルトが撤退を命令する暇もなく、怪物は突出していた隣の部隊に何かを吐きかける。

　それは燃えさかる、紅ぐ蓮れんの炎だった。

「うわぁぁぁぁぁぁっ！」

　地面を嘗なめるようにして、真紅の炎が襲いかかる。それが消え失せた後には、酷ひどい火傷やけどを負った兵達が無数に倒れ伏していた。

　地面もブスブスと音を立て、焼やけ焦こげる嫌な臭いが広がっていた。

　全滅していても不思議ではなかったが、逆にこの程度の被害で済んだのはハルトがもたらしてくれた《ソーマ》で全員の守りが堅くなっていたからだ。

　ただ本当に深刻な被害は、兵達の中に強烈な恐怖感を植え付けたことだろう。誰しもの表情から覇は気きが消え、及び腰になっている。

　これでは勝てるものも勝てない。

　だがテオバルトにも、この場面をどう切り抜ければいいか名案はなかった。

　しかし戦場は待ってくれはしない。

　テオバルトの部隊が停止している間にも、他の部隊が自や棄けになったように巨大生物に特攻をしかけた。

　功名心からか、それとも単なる恐怖からの暴走か。

　いずれにしても目の前の脅威が取り除かれるならよかったのだが、どのような部隊、どのような武器種・兵種の攻撃に晒さらされても化け物は傷一つつかなかった。

　あれだけ《ソーマ》によって強化された帝国軍が、何一つ成果を挙げられないのだ。化け物の強さよりも、むしろ自分達の無力を思い知らされたことに浮き足立っていく。

　複数の首は、それぞれ別の意思を持っているかのように自由自在に動き、炎を、氷を、雷撃を、様々な攻撃をまき散らし帝国兵を一方的に蹂躙していった。

　戦場に悲鳴が飛とび交かい、味方達が次々と倒れていく。

「こんなの、こんなの勝てるわけがないっ！」

　誰のものまでかはわからないが、その絶叫が場の空気をより悪い方へと傾かせていく。だがテオバルトだけが微動だにせずその場で立ち止まり、腹の底から声を張り上げた。

「狼狽うろたえるな、青二才共がっ！」

　空気を振るわせるほどの、怒声にも近い大だい喝かつで完全に浮き足立っていた兵達の意識が恐怖から逸れる。

　だが一瞬だけだ。

　このわずかな猶ゆう予よで、彼らがほんのわずかでも希望を見つけられなければ再び部隊は大混乱に陥り、今度こそ踏みとどまることはできなくなるだろう。

　理想は、テオバルトの指揮で目の前の怪物を打ち倒す術を提示すること。

　テオバルトは生きつ粋すいの武人で、戦の専門家だ。物心がつくより早くから真剣を握り、酒の味を覚えるより先に戦場を駆け巡ってきた人生だった。

　だがそんな人生で積み重ねてきた経験をすべて費やしても、方策など何一つ思いつかないのだ。それでも、このまま恐怖に飲み込まれて敗れ去るなど、許せる結末ではなかった。

「聞けぃっ！　同盟の先兵共は、卑劣にも戦う術を持たぬ民草をなぶり殺しにしたっ！　それは貴様らも知るところであろうっ！　悔しくはないのかっ!?　我らは武人。民草の前に立ち、自らの背で無力な民草を守るべき存在だ！」

　その報告を聞いたとき、テオバルトは自分の血管が怒りで破裂するのではないかと思ったほど激怒した。

「それが己の矛ほこと盾のはるか外側で、守るべき民草が蹂躙され放題になっていた！」

　ハルトが帰還し、その報告を受けると同時に部下を伴い前線に駆けつけた。

　同盟軍が帝都に侵攻する速度を落とすことはできただろう。

　しかしそれだけだった。

　同盟軍の勢力圏内に取り残された無数の罪もない人々が、ただ無む為いに殺され続けるのを自陣でじっと見殺しにしなければならなかったのだ。

「今一度問うっ！　貴様らはっ！　帝国軍の軍服に身を包む貴様らはっ！　悔しくはないのかっ！」

　戦場は動き続ける。

　味方軍の動揺は広がっている。

　それでもテオバルトの声が届く範囲は、テオバルトが指揮する部隊かどうかの区別なく、その場に釘くぎ付づけになっていた。

「残酷であることは承知している。それでもあえて貴様らに命じるっ！　ワシと一緒に死ねっ！　死を覚悟で時を稼かせぐっ！　命を懸かけたとて、あの化け物にかかればわずかな猶予しか稼げぬやもしれぬ！　だがっ！　我らが主は何者だっ!?　偉大なるオーガ皇帝！　かのお方であれば、そのわずかな猶予で必ずや起き死し回かい生せいの策を捻ひねりだして下さるに違いないっ！」

　テオバルトの言葉で、初めて兵達の顔に希望の光が差した。

「民の悔しさを思え！　陛下の偉大さを思い出せっ！　その二つがあれば我らは死ねる！　違うか、貴様らっ！」

　応えろ、と祈りながらテオバルトは声を張り上げた。

　彼らの心に突き刺さるかどうかは賭かけだった。そもそも、今、投げかけた言葉のどこにもテオバルトは関与していない。

　つまりは完全な他人頼み。

　情けないことこの上ない。

　だからこそ、真っ先に死地に赴おもむく覚悟を決めていた。

　そして──。

「そうだ！　そうだ！　俺のダチが向こうに住んでいた！　子どもが生まれたばかりだって、便りをもらったばかりだった！　それを、あのクソ野郎共が踏みにじった！」

「妹が嫁とついだんだ！　どうなったかわからないんだ！　あいつら、化け物の陰に隠れて笑ってやがるんだ！　許せねぇっ！」

「あんだけオーガに似た陛下なんだ。将軍の言う通りだぜ！　こっちにだって、並の人間じゃない守り神がついてるんだ！」

「そうだ！　そうだぞ！」

「やるぞ！」

「恐こわい！　とんでもない！　でもやろう！」

「死ぬぞ！」

「おぉ、死んでやる！　助けられなかった人達の分、ここで踏ん張るんだ！」

「あとは陛下が何とかして下さるっ！　時間さえ稼げば、何とかしてくださるっ！」

「くっそぉっ！　やってやる！　やってやるぞぉぉぉっ！」

　口々に、雄お叫たけびが沸き起こる。

　勇気などではない。

　やけくそだ。

「いくぞっ！　ワシの背に続けぇっ！」

　そうしてテオバルト率いる帝国兵は、なりふり構わぬ決死隊となって巨大生物への特攻を開始した。
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　突如、戦場に現れた九つ首の化け物──遥人が控えていた本陣は前線から距離があったが、あれだけ巨大なものであればここからでも充分見える。

　その異様な姿が現れると同時に、本陣の中も激しく動揺しはじめた。

「な、何だあれは!?」

　武官、文官の隔へだたりなく、我を忘れてうろたえている。

「い、生き物、なのか!?」

　カールも同じように慌てふためいている。そんな中にあって遥人までもが、ポカンと口を開けたまま状況を見ていた。

「あれは……」

　体長は一○メートルにもなるだろうか。

　何十回と『フェーゲフォイア・クロニーケン』を周回してきた遥人の経験の中に、目の前のような巨大なユニットが登場することはなかった。

　この世界に来るまで戦場に出た経験などなかった倉くら瀬せ遥人が、未知の場面に遭遇したわけである。それでいて、周囲にいる者達のように取り乱しもしていなかった。

　まずは冷静に《プレイヤの加護》を使い、俯瞰視点から敵陣の様子を観察した。敵陣では同盟軍総司令の座に就ついたトバイアスが感情のたがが外れたように笑っている。

『はははは！　あはははは！　薄汚いウジ虫どもなど皆殺しになればいいんだ！　多少こちらの兵士が巻き込まれてもそれは名誉の戦死というものではないか！』

　安全な場所から、反撃される心配をせずに他者をいたぶる。積み重ねたプライドの結果、そんな卑怯な戦いしかできなくなってしまったのか。

　絶対に負けない。

　絶対に死なない。

　そんな歪いびつな現実しか認められない男になったのだろう。

「ハル──いえ、陛下！　急ぎ退去してください！」

　俯瞰視点に集中していると、カールが横から語りかけ遥人の注意を引き戻す。

「退去？　しかし、ここで私が退いてしまっては兵達の士気がガタ落ちになる」

　一時は無敵になったかのように思えた帝国軍だったが、いわゆるデバックモードのように敵からのダメージを完全に遮断するような状態ではない。

　常識的にはありえないほど守りを固め、常識ではありえないほど攻撃力を上昇させただけ、なのである。

　常識外れの度合いは凄まじいが、早い話、その常識外れをさらに上回る横紙破りを行ったら今の帝国軍でも敗北するということなのだ。

　あの巨大ユニットはまさにそれに当たる。

　このままでは帝国は敗北するだろう。

　そうなれば遥人が扮ふんした帝国皇帝も捕縛され、ある意味でゲームと同じ正しい着地点に落ち着くことになってしまうということだ。

　だが、常識外れを上回るさらなる常識外れを、さらに上回ってしまう存在があったならば、話は変わってくるのである。

「まぁ、大丈夫。俺、あいつ見たことあるから」

　遥人があっさりと言い放つと、カールは目をまん丸くして言葉を失ってしまった。

「あ、見たことがあると言っても、こういう状況じゃなかったけどな」

「いや、でも、なんというか……」

　周囲の武官や文官は完全に取り乱し、こちらの会話など耳に入っていない様子だ。遥人もカールもそれを見て取り、普通のトーンで話を続ける。

　とはいえ、これ以上はどう説明していいかわからなくなるので、遥人はもう結果で見てもらおうと立ち上がった。

「よし、オートバトルはここまでかな」

　ゲームでＣＰＵが操作するユニットは敵も味方も頭が悪い。どう考えても無茶な場面に突っ込んでいって簡単に死んだりする。オートバトルは使い物にならない──ゲーム好きなら誰でも一度は感じたことがあるだろう。

　ただ、ゲームプレイの際、俯瞰視点から戦場を見ていることがいかに優位をもたらしてくれるか、この世界に来てから理解した。

　それからは、前線で限られた情報しか得られない人間ならあんなものなのかもしれないと、逆にＣＰＵの頭の悪さに変なリアリティを感じるぐらいになっていた。

　兵士達は充分に強くなっている。その上で、遥人が直接ユニットを動かせば、戦況を大きく変えることができるのだ。

　俯瞰視点で視界を移動して、敵の化け物周辺に焦点を合わせる。

　化け物は、最初に攻撃をしかけてきた帝国軍に対して積極的に攻撃を加えていたが、足元で逃げ惑っている同盟軍にも区別することをせず襲いかかっている。

　積極的な敵対者としての帝国軍。あっさりと食い殺せる手頃な餌えさとしての同盟軍という色分けになっているような気さえする。

　鎧よろいをまとっていようとなんだろうと、怪物は兵士を頭から丸まる呑のみにして捕食していた。

　一応、帝国兵は力がある分だけまだ食われている被害者は出ていない様子だが、それでも時間の問題だろう。

　パラメータを見れば同盟軍の攻撃ではかすり傷ほどのダメージしか負わなかった兵達がガリガリと体力を削られていっている。

　対する化け物は、完全な無傷だった。

「あんなとんでもない化け物に相対する方法なんてあるんですか!?」

　たまらずカールが問いただしてくる。

「まぁ、任せろ。あ、それからあの化け物な、ヒドラって言うんだ」

「ヒドラ？　いや、名前がわかったって……て、なんでそんなことを知ってるんです？」

「ん～」

　そこが説明しづらい。

「簡単に言うと、別のナンバリングタイトルに出てきた、裏ボスなんだ」

　端的に説明すると、案の定カールは目を白黒させていた。まるで理解できないのだろう。当然である。

　ヒドラは『フェーゲフォイア・クロニーケン』の第三作目に出てくる裏ボスだ。このシリーズを全て嗜たしなんでいる遥人ならば知っていて当然という敵であった。

　驚いていたのは、地名や国名、人物名に時系列などから、遥人が召喚されたのは『フェーゲフォイア・クロニーケン』シリーズの第一作だと思い込んでいたからである。

　いや、実際にその判断自体は間違いではない。

　そこに三作目の要素が混じり込んだという方が的確だと感じていた。いずれにしても、『フェーゲフォイア・クロニーケン』のすべてを網もう羅らしている廃プレイヤーにとっては些さ細さいな誤差でしかない。

「いずれにしても、どうやって……」

　パラメータを見なくても、相手に傷一つつけられていない状況を肌で感じ取っているのか、カールが首を捻る。

「ここから見ているだけだと、力が足りないように思えるが、実はそうじゃない。このヒドラは特定の手順を踏む必要があるバトルを採用していて、イベントバトルとしての側面も持っているんだ。キャラ同士の会話でヒントを摑つかんで、それに従って手順通り行動しなければならない。その手順を外しているからダメージがゼロになる」

「は、はぁ？　あの、俺にはハルト殿が何を仰おつしやっているのかまるでわからないです！」

　正気を疑ったのか、カールが動揺のにじむ声で問いかけてくる。

「悪い。ちょっと話しながら手順を整理していただけだ」

　気楽に呟き、遥人は意識を自軍の兵達に向けた。すると、かつてテオバルトとの模擬戦でそうだったように、遥人の意思のままに兵士達が動いていく。

　標的は、九本の首を持つ大型の魔物──ヒドラ。

　初代の『フェーゲフォイア・クロニーケン』には人間（亜人種を含む）以外の敵ユニットは存在しないのだが、二作目、三作目と世界観を広げたり迫力を出すためなのか徐々に人外のユニットを登場させるようになった。

　このヒドラもそうした流れで登場した敵の一つである。

　ゲームのストーリー上、第一作と第三作の間につながりがあるように描かれてはいなかったが、トバイアスが台頭してきたことと連鎖して、本来のゲームとは違う流れに接合したということなのだろうか。
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　どちらにしても、遥人にできるのは第三作で設定されていた手順を試すことだけなのだ。

（まずは配置の整理を、と）

　回復魔法が使える神官系部隊で重装歩兵の部隊を支えながら時間を稼ぎ、その間に他の部隊の配置を変更していく。

　開戦からここまで、《ソーマ》の効果を見たい気持ちもあって遥人は口出しせず、配置や動きはテオバルト達に一任していた。これを手順を行いやすい位置に修正していく。

　といっても、そこまで神経質なものではなく、せいぜい兵種ごとに距離を近づける程度のことだ。

　兵達は、誰もが遥人の思い通りに動いてくれる。

　以前、テオバルトとの模擬戦の後で感想を聞いたのだが、皆、特に「操られている」という違和感はないのだそうだ。

　自分で判断して動いているつもりだが、終わってから思い返してみると絶対に自分では行わない行動を取っていた、ということらしい。

　今も、遥人が俯瞰視点から見て判断した状況に合わせて、兵達は自分から率先して動いていく。

　最初に動いたのはガブリエーレ率いる弓兵の部隊だ。

　率いる、とは言ったが、実際に援護を行う弓兵は戦場の全体に広がっている。その無数の弓兵部隊の全てが、遥人が望む通りに一斉に動き出した。

　無数の弓から、同時に一つの首を狙って矢が放たれる。

「おぉ、一糸乱れずとはまさにこのことですな！」

　傍にいた文官は戦の専門家ではないが、それでも感じ入ったような声を漏らす。確かに、放たれた矢が戦場にアーチを描くようにしてたった一ヵ所に降り注ぐ光景は、ある種の機能美を感じさせる光景だった。

「ガアアアァァァァァァァァァァッ！」

　これまで《ソーマ》で限界まで強化された兵士達がどれだけ斬りつけてもビクともしなかったヒドラが、はじめてその巨体を大きくよろめかせる。

「おおぉっ！」

　それだけのことで兵隊にどよめきが走る。

　味方の帝国兵だけではなく、後方に退いた同盟軍の兵達までもが喝かつ采さいをあげていた。あの様子だと、ほとんどの同盟軍兵はヒドラのことを知らなかったのだろう。

　だから味方の攻撃というよりも単なる人外への脅威として、敵味方という立場を超えた見方をしているのかもしれない。

「次は剣士部隊！」

　歩兵、騎兵を問わず、「剣」を装備した兵士達を動かし出す。

　狙いは、さっきの弓兵が攻撃を加えたのとはまた別の首──九本もあると互いの動きが邪魔になって下の方に降りてくるものもある。

　そうした首の一つに狙いを集めていた。

　矢と違い、剣は直接距離を詰めて攻撃しなければならない。だから斬りつけられるだけ斬りつけると、即座に場所を移動して後ろからやってくる後詰めに場を譲ゆずる。

　そうすることでヒドラの狙いを分散させ、斬り込み役が攻めに集中できるように計らうのだ。

　思った通り、これから斬りかかろうとする敵よりも、一度攻撃して遠ざかっていく一団に向かって攻撃を繰り出していた。

　ほとんどはヒドラの攻撃範囲から外れ無傷。たまたま軽傷を負った者も、ゲオルギーネ率いる神官部隊が即座に治ち癒ゆ魔法を施してくれていた。

　先程は流れ弾を恐れて弓兵単独で動かしたが、今度は同時に魔道士系の部隊にも指示を出す。

　炎の魔法を操る部隊すべてに動員をかけ、もっとも高い位置に留まっている首に無数の炎の魔法を浴びせかける。

　第三作で設定されていた手順とは、つまり武器種によって攻める場所が決まっているということだった。

　攻撃手段として存在するのは近接が剣、槍、斧による三種。遠距離が弓、魔法の炎、氷、雷の四種となっている。

　これは第三作まで変わらない。

　その一つ一つの攻撃種がヒドラの特定の首にのみ効果を発揮するようになっていたのだ。正直に言うと、これはゲーム的過ぎるので本当にその通りになっているかどうか若干の不安があったのだが、ここまでは問題ないようだった。

　ゲームの設定上も、神話の中でつけられた傷が基もとになっており、因いん縁ねんがある攻撃のみ効果が表れるという根拠が設けられていた。これも再現されていたということだろうか。

　ちなみに、ヒドラの首は九本。だが、攻撃手段は七種しかない。

　これは完全な引っかけで、九本の首の内、二本は脳を持たないダミーになっている。筋肉で他の首と同じように動くのだが、攻撃に参加しなかったり、他の首がチロチロと舌を動かすのに対しそれをしない──というより、おそらく食道もつながっていないのかそもそも口を開けるということをしない。そうした部分で見分けるのだ。

　最初、遥人は「偽物を交ぜておくなんて、酷い設定だ！」と思っていたのだが、実はこれも重大なヒントとなっている。

　この二本のダミー首を基準として、どの属性の首がどこに配置されているかを把握することができる仕様になっているのだ。

「す、すごい。陛下！　攻撃が効いておりますよ！」

　六○歳にはなるだろうか、老齢の文官が、子どものようにはしゃいでいる。

「敵、ヒドラが後ずさっている！」

　カールも興奮してそう叫んだ。

　残りの槍、斧、氷、雷の各部隊も順次投入し、ヒドラからの攻撃は防御の魔法や回復の魔法でしのぎきる。

　そうした一連の動きが、遥人の意思の元で完全に統一され、遂すい行こうされる。

　誰もが言葉を発しなくなっていった。

　たとえヒドラの弱点や倒すための手順がわかっていたとしても、普通ならばここまで部隊が統一的に動くことなど難しいに違いない。

「へ、陛下。お恐れながら、一つ伺うかがってもよろしいでしょうか？」

　恐る恐るという印象で、武官の一人が遥人に声をかけてくる。

「構わないぞ。何が聞きたい？」

「はっ。その、陛下はあのような化け物──ヒドラ、でしたか？　あれが今回の戦場に出てくるとご存じだったのでしょうか？」

　そんなものを知っているはずがない。

　そもそも同盟軍の結成すら把握していなかったのだ。今となっては情報収集や警戒心が足りなかったと反省するだけだが、少なくとも当初は反乱軍（あるいは解放軍）単独で動いており、帝国と本気で和わ睦ぼくするつもりがあると思い込んでいた。

　まさか、プレイヤーの意思が反映されていないおかげでゲーム時代とストーリーの流れが変わるなどとは思ってもみなかったのだ。

　それが想像もしない暗殺騒ぎがあり、怒濤の勢いで帝国領内に侵略され、これらに対して《ソーマ》を無限増殖させて兵を強化することで一杯だったのである。

「残念ながら、私はそこまで全知全能ではない。あのような化け物が現れるなど、私にとっても想定外の出来事だった」

　自戒を込めてそう答えた。予想していたなら、もっと被害を減らすことができただろう。積極的に敵が攻めてくる前に潰すという姿勢をもっと徹底するべきだったのだ。

　遥人としては反省したのだが、質問をした武官はむしろ感じ入ったようにひれ伏した。

「まさか、あれほどの化け物を、その場で見ただけで対処法を見つけてしまわれるとは！　陛下がおられなければ我が軍の被害は計り知れないものとなっていたでしょう！　陛下はすべてを見通す神の目をお持ちでいらっしゃるのですか!?」

　感極まったように、声を詰まらせながら問うてくる武官に、さすがに答えに窮きゆうする。自分よりあきらかに年上の、おそらくかなりの武功を挙げてその地位に登り詰めた重じゆう鎮ちんのはずだ。

　そんな人物にひれ伏されると、少々キマリが悪い。特にヒドラの攻略情報など、もちろんこの場で見抜いたわけではなく、ある意味でカンニングしたようなものなので「神の目」などと言われると、そのまま認めるのは躊躇われる。

　とはいえ、馬鹿正直に「いや、前世でゲームしてたんで！」などと言えるはずもない。

「それは……貴官が思うように判断しておけばいい。大事なのは、我が軍の兵に被害が少なかったということだけのはずだ」

「なんと！　オーガに似ていらっしゃるだけあって素晴らしい戦術眼をお持ちなのは理解できますが、その上、心持ちまで優しいとは！　今更ながらではありますが帝国はこれから空前絶後の発展を遂とげるに違いありません！」

　オーガに似ているだけあって、の部分は正直複雑なのだが、あとの賞賛は素直にありがたく受け取っておくことにしよう。

「確かに、オーガ度がそれほど高い方は他にいらっしゃいませんからな！」

（ちょっと待て、オーガ度って、どんな指数だ！）

「私も、先日初めてご尊顔を拝はい謁えつした時には、正直に言って少々粗そ相そうをしてしまいましたが！」

「なんと、貴殿もであったか！　わはははは！」

　そこまで恐がられる俺ってなんなの、と心の中で総突っ込みを入れていたのだが、表面上はどうにか平静を装うことに成功した。

　というよりも、もう諦めの境地に近いのかもしれない。

　そうこうしている内に、ヒドラは体力のすべてを奪われ大地に崩れ落ちる。戦場を満たしたのはあたりを揺るがすほどの勝かち鬨どきの声だった。
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　カールは、傍観することしかできなかった。

　無残に蹴散らされる同どう胞ほうを。

　本陣にいて、恐怖に凍りつく帝国軍の重鎮達を。

　そして自身は、ハルトを守るという役目があるものの、指をくわえて見ていることしかできないという己の不ふ甲が斐いなさを。

　遡さかのぼれば、リジットからの帰路でも、自国の民が無残に惨殺される凶行を止めることができなかった。

　日頃、重鎮達の前で見せている実直な軍人の顔は装っているだけで、自分の本質はハルトに見せるような、どちらかといえば軽い調子の方だ。

　だが、軍人として自国や民を守ることに対しては、人一倍強い思い入れを持っていた。

　それでいて、誰一人守れなかった。

　ヒドラに至っては、もはや人間の力ではどう足掻いても勝てるはずがないと絶望すらしていた。

　だというのに、目の前ですべてが覆った。

　ハルトが覆した。

　何らかの方法で各部隊を直接指揮したのだろう。わかるのはそれだけだ。あのヒドラという化け物が何故地面に倒れているのか、まるで理解が及んでいなかった。

　言葉を交わしていても、身近で接していても、彼が何者なのか本当の意味ではまるでわからない。

　ここに来てはじめて、カールはハルトを恐ろしいと思った。

　人の形をした、別の何かのようにすら、感じられる。

　戦争で流れた多くの血が、蹂躙されることしかできない人々の無念の叫びが呼び寄せた、人を超越した存在なのだろうか。

　まるで祈りや想いといった不確かなモノが形になったかのような……。

　それは「神」なのか、それとも「悪魔」なのか。

　信仰心は持ち合わせていないカールであっても、目の前で起こった奇跡のごとき出来事には、体が打ち震えるのを感じずにはいられなかった。

　畏おそれからか、それとも奇跡を見た感動からかはわからないが。

　どちらにしても、この勝利は未来永劫語り継がれることになる。

　何もわからない無知な自分であっても、今、歴史の節ふし目めを目撃したこと、そして身み代がわりの影武者ではなく、本物の英雄を目にしていることだけは確かだと理解していた。
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　旧リグラルト王国、王都リジットでの暗殺騒ぎから一ヶ月と少し。

　歴史上類を見ない規模で攻め込まれた帝国ではあったが、国の中枢に大きな被害を被こうむることなくこの国難を切り抜けた。

　ヒドラが敗北し、その上、帝国軍がまだ充分な余力を残していると知った同盟軍は呆気ないほどあっさりと壊走に転じたのだ。

　同盟軍の兵の反応は大きく三つに分かれ、一目散に逃げ出す者達──これは旧リグラルト王国出身ではなく、大陸の外から派遣されてきた同盟国出身の兵が多かった。

　侵攻が失敗に終わった今、命を懸けてまで戦う義理などないといったところだろうか。恥も外聞も、規律もなく、同盟軍に参加した兵達は一斉にリグラルト方面へと逃げ去っていく。

　ここでもっとも恐れていたのは道中にある村や街への略奪行為だが、遥人はそれを防ぐため、余力がある部隊に命じて追い立てるように追跡させる。

　敗残の兵達は飲まず食わずで必死に逃げ去っていき、心配していた略奪や盗賊に身をやつすような輩やからはほとんど現れなかったようだった。

　徹底抗戦の構えを見せた集団も、いるにはいた。

　決して多くはなかったが、これは今後の教訓となってもらうために、全力をもって叩き潰し全滅させた。

　そしてさらに少ない人数だったが、徹底抗戦の集団が一瞬で全滅したのを見た者達は呆気なく投降して捕ほ虜りよとなった。

　武官の中には見せしめに処刑しようと主張する血の気の多い主張もあったが、遥人はあえて投降を認めた。

　刃向かわなければ死ぬことはないと、そこで線引きを作っておいた方が今後、何かあったときに敵が無駄な抵抗をしないだろうからだ。

　居城の執務室に戻った遥人が残務整理に追われていると、カールとテオバルトはしきりに感心してうんうん、と頷いている。

　そして執務室には現在、もう一人、珍客が押しかけていた。

「ふん、兄の真似をしてこの戦争を終わらせるつもりなのかしら？」

　帰還してから数日が経たつというのにアリーセは遥人の執務室に入いり浸びたっている。戦闘時、恐がらせては可か哀わい想そうだからと、侍女に命じて自室に押し込めていたのをかなり恨うらんでいるらしい。

　あるいは「心配したんだから！」とか言ってもらえると可愛かわいいのだが、なまじ頭がいいので、文官の報告書を読んでアレが甘い、これが足りないなどと、色々ダメ出しをされてしまう（しかもかなり的確）のが情けないところだった。

「いえいえ、ハルト殿はそうして折り合いをつけるところを設定することで、世界征服を考えておいでなのですよ」

　戦後処理の報告と書類の決裁のために執務室にやって来ていたテオバルトがとんでもないことを言い放った。

「できるわけがありません」

　アリーセは辛しん辣らつに否定する。

「姫様、お言葉ですが、私も将軍と同意見です。ハルト殿の采配はすごかった！　軍に身を置く者はすべてハルト殿の采配を褒ほめ称たたえておりますよ！」

　確かに本陣で、それぞれ能力も実績もあるのだろう重鎮達が口々に遥人を褒め称えてくれていた。

　もっとも、全員が何故か「さすがはオーガ！」と必ずと言っていいほどそのワードを絡めてくるのはやっぱりどうにかしてもらいたいところだが。

　とはいえ、この世界で受けるその「オーガ」という評価は、前世で生きていたときよりもずっと優しい。

「やはり！　これは国全体に勅みことのりを発して知らしめるべきですな！　非才の身ながら、全身全霊をもってハルト殿に尽くす所存にございます！」

　テオバルトは興奮のあまり、鼻息を荒くして頷いている。

「ほほ、この老骨も、ハルト殿を支えていくのが楽しみですな」

　いつの間にか会話に参加していたオストヴァルトもまた、疑問も持たずに遥人に賛成してくれた。

「兄の名前を穢けがすことだけは許しませんからね！」

　余計なコトをするな、とか、影武者のくせに大人しくしていろ、とか言われるかと思っていたアリーセもこの調子である。

「今回の戦闘、活躍したダークエルフ族に褒美は出るんでしょうね！」

「陛下！　お疲れではありませんか？　もしよろしければ私がゆっくりしっぽり、閨ねやでその疲れを癒いやして差し上げましょうか？」

　などと言いながらガブリエーレやゲオルギーネ姉妹まで乱入してくる。

　ちなみに、この二人には種族の代表として、他の重鎮より一段上の権限を与えている。遥人が入室させないように指示を出している場合は別だが、平時はこうして気楽に執務室まで押しかけてくるのだ。
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「兄は、あなたみたいな乳房が大きいだけの女性は相手にしません！」

　対して、アリーセはゲオルギーネに対し明確にエネミー認定してしまっているようだ。ただ、これが亜人種に対する差別意識ではなかったらしく、

「よく言ったわ王女様！　その点は私も完全に同意！」

　同じく薄い胸仲間なのかガブリエーレと意気投合してしまったのだ。

　こうして、同盟軍による侵攻作戦は幕を閉じたのであった。
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　そこは薄暗い部屋だった。

　参加者間に序列をつけないよう、円卓が置かれ、出入り口すら席の数だけ設もうけられているという徹底された空間だった。

　今そこに、幾人かの人影があった。

　年齢はおろか、男女の性別すら判然としない。何な故ぜなら彼らは頭まですっぽりと覆おおうローブをまとっているからだ。

　顔には祭りで使うような、装飾が施ほどこされた仮面をつけているのでお互いの正体すらわからない。そうした間柄でこそ遠慮のない話し合いが行えるという理念のもとに作られる円卓会議だった。

「今日の議題はザントゼーレ帝国について」

　仮面のせいで声はくぐもっており、そこから正体を探ることもできなかった。

「同盟軍は失敗したようですな？」

　その声には、特に嘲あざけるという気配はなく、淡々と事実のみを確認していた。

「問題あるまい。勝てればよし、勝てずとも彼かの国の恐ろしさの一端でも引きずり出せれば儲もうけものといった予定だったのだからな」

「その意味では、我らの被こうむった損害も、予想を上回るものではなかった」

「巧こう妙みように、旧王国勢から優先的に被害に遭あうように仕組んでおいたのでな」

「正体まではわからないが、やはりあの皇帝の力、侮あなどることはできんか」

「然しかり。彼の暗黒教団とも繋つながりがあるという噂うわさもある。やはりお飾りの王女だけに任せておくには限界があるだろう」

「待て待て、お飾りというが、あれはあれで中々の傑けつ物ぶつぞ？」

「確かにな。今回の遠征には非協力的だったが、帝国の危険性がよりはっきりした今、王女もこれで本腰を入れてくれるであろう。もしそうならなければ、またこの世から退場してもらって別のお飾りをいただけばいいだけよ」

　物騒この上ない結論に落ち着いたにもかかわらず、列席者は「くくく」と意地の悪い笑みを漏もらしただけだった。

「ならば、我々としては今後どうするつもりなのだ？」

「それぞれの国から援助に乗り出すという形で、同時に王女にも動くように圧力をかけていく、というのが妥当なところであろう？」

「うむ。ならば、これまで通り、誰がどこにかけあうか、どこがどれだけの資金を拠出するか、そもそも金を出すのか人を出すのかすべては闇の中ということでよいな？」

「むろん。それこそが、この賢人会議の肝きもであろう」

「そう、あくまで自然発生的に、すべての事象は紡つむがれる。誰かが我らの存在を勘かんぐることはなく、たとえ勘ぐられたとしても実態が明るみに出ることはない」

　それがこの会議の性質だった。

　確かにすべての手札を見せて、互いの役回りを振り分けた方が効果的に状況を動かせるだろう。

　だが有機的につながった組織は、全ぜん貌ぼうを摑つかまれた瞬間に対応策を練られてしまう。

　ならば多少無駄が出たとしても、その行き違いさえある種の目くらましとして、敵に対処されることを防ぐのだ。

　彼らの有り余る財があってこそ可能な組織図。

　彼らはこうして世界を陰から操ってきたのである。
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　ザントゼーレ帝国、帝都ザムニスを離れ、海路で数ヶ月進んだ小島に、暗黒教団トラグフェルの教団本部があった。

「お母様、クリームヒルトです。ただいま戻りました」

　クリームヒルトは帰還の挨あい拶さつをしながら教団の聖殿へと足を踏み入れた。

「クリームヒルト、何度も言いますがここでは教母と呼びなさい」

「はい、お母様」

　まるで承知した様子がないクリームヒルトに、トラグフェルの教母は諦あきらめの吐息を漏らす。

「それよりも、ザントゼーレについては聞いておられますか？」

　船旅の間、食料や水を補給するために立ち寄った港で同盟軍が帝国領に向けて侵攻した話を耳にしていた。

　ハルトの雄ゆう姿しを見たかったのだが、心配はしていなかった。そしてその通りに圧倒的な数を誇る同盟軍を撃退したという報しらせは、島に到着した際に聞きき及およんでいる。

「ええ、さすがは暗黒皇帝として我らの上に君くん臨りんされる方。お前の見立ては間違ってはいないようですね」

「はい。用が終わればすぐさま帝国に戻り、ハルト様と、そしてあの力の傍そばから離れないようにいたします」

「期待しています。全ては暗黒神のお導きのままに」

　予定通り、暗黒皇帝としての力の片へん鱗りんを見せはじめたハルトの働きに満足し、クリームヒルトは運命の日に備えて動き出すのだった。
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　気づいたとき、遥はる人とは暗闇の中にいた。

　これが、夢であるという自覚があって、それを認識した瞬間──、

（マジかよっ！）

　と突っ込んでいた。

　夢だからなのか、今ひとつ記憶が曖あい昧まい模も糊ことしている。

『俺、死んだんだよな。で、「フェーゲフォイア・クロニーケン」の世界で……。ちょ、おい、まさか、夢オチか!?　いやいやいやいや、でも、死んだところまでは本当？　さすがにそのあとは夢？』

　夢の中で混乱しまくる遥人だったが、

『どもども、すっかりご無ぶ沙さ汰たしちゃいましたが、お元気ですか？　僕ですよ、あなたの分身、ディートくんでっす！』

　聞き覚えのある声が出現する。

　相変わらず相手の姿は見えない空間だ。それだけに、このハイテンションな登場は忘れようとも忘れられるものではなかった。

『ディートリッヒ！　あんた、今までどこに行ってたんだよっ！』

　思わず声を上げていたが、これでさらに混乱が深まってしまった。

『え、でも、いや、どこへ行っていたって言うか、あんたが出てくるってことはやっぱりアレ現実だったのか？』

『も・ち・ろ・ん、で～すっ！　いやぁ、見事な初うい陣じんでしたね！』

『見てたの!?』

『ばっちり！』

『ばっちり、じゃないだろ！　あんた何やってたんだよ！　暗黒皇帝なんだろ？　なんか、イマイチ貫かん禄ろくないけれど……』

『え～、暗黒なんて、人聞きが悪いじゃないですか！』

　突然の再会に、これまで言ってやろうと思っていたあれこれが、とっさには出てこない。

『なんていうか、俺が知っている暗黒皇帝と全然キャラが違うんだけど？』

『ああ、こっちが僕の地ですよ。まぁ、召喚の儀式をするために、ちょっと色々混じっちゃったので違和感はあるかもしれませんが』

『色々混じったって……』

『いひひひ、それは後々わかってくると思いますから大丈夫です！』

『大丈夫とか大丈夫じゃないとかって問題じゃないと思うけれど……』

　ディートリッヒがどこかこの世界からズレているような違和感の正体は、教えてもらえないらしい。後々わかると言われても、本当かどうかは疑わしい。

　そういう、疑いの目を向けられている気配を感じたのか、

『じゃあ、ちょっとだけ真ま面じ目めに。すみませんでした御苦労をおかけしてしまいまして』

　急に神妙な言葉遣いになる。

　こちらとしては、いきなりに真面目になられても困惑することしかできないのだが。

『……色々言いたいことはあるけれど、アリーセが悲しんでいたぞ！　あと、沢たく山さん村人達が死んでしまって！　あれ、お前が皇帝を続けてたら助けられたんじゃないのか!?』

　遥人は確かに戦争を乗り切ったかもしれない。それでも、皇帝という役目については素人しろうとであることに変わらない。

　そもそも、安易に和平会談に乗り出さなければ、こんなことにはなっていなかったのかもしれないという疑念が拭ぬぐえなかったのだ。

　もちろん、それが八つ当たりなのは自分でも理解していたが、ちゃんと皇帝としての教育を受けたディートリッヒなら、こんなに安易な行動を起こさなかったのではと思うと、どうしても責めるような言葉が口から出てしまった。

　遥人が指摘すると、ディートリッヒは珍しく困ったように言いい淀よどんだ。

『そこを突かれると、僕も弱いですねぇ。でも安静にしていても半年も生きていられなかったので、仕方なかったんです』

『死ぬって、オストヴァルト達が言っていたのは本当だったのか？』

『え、疑ってたんですか？　やだな、僕はそんな噓うそつきに見えますか？』

　充分見えると言いたいが、本当に死んでしまうのだとすると、正直な感想を口にするのは躊躇ためらわれた。

『とにかく、これは夢だけれど、ザントゼーレで起こった出来事は本物？』

『もちろんですよ～！　これからも僕の身代わり、お願いしますね？』

　どうやら、皇帝の身代わりを押しつけられ、『フェーゲフォイア・クロニーケン』によく似た世界で東とう奔ほん西せい走そうしていた経験は、本当のものであるらしい。

　だとすると、今度は理由が気になる。

『何で、俺を選んだんだよ』

『なんて言うか、あなたには、この世界が合うと思ったんですよ』

『合う……？』

　なんとも曖昧な言い方に、遥人は今一つ納得できなかった。

『出会ったとき、どうでもいい、みたいなことを仰っていましたけれど、そんなあなたがずいぶん感情を露あらわにしていらっしゃったじゃないですか？』

　確かに、我ながら久々に喜怒哀楽が目まぐるしく入れ替わった一ヶ月だったとは思う。いつの間にか、遥人はこの世界で活いき活いきと振る舞っていた、のかもしれない。

『どうですか？　僕の国の連中は？』

『どうって言われても……』

『可愛かわいくないですか？　顔が恐こわいと言ったり、あなたの戦果に目を輝かせたり……』

『いや、顔が恐い呼ばわりは余計！』

『じゃあ、あなたの活躍を我がことのように喜ぶ素直さは？』

　戦場で浴びた喝かつ采さいを思い出す。

『……まあ、悪くはない、かな』

　遥人が応えると、ディートリッヒからは「うんうん」と頷うなずいているような気配が伝わってきた。

『恐い顔は余計って言うけれど、逆にそんなあなただから、人間も亜人も分わけ隔へだてなく接してくれると思ったんですよ』

『まぁ、さすがに顔で先入観はないわな』

　いささか自じ嘲ちよう気味に同意したが、ディートリッヒは嬉しそうに勢いづく。

『でしょでしょ？　最初はどさくさ紛まぎれに押しつけちゃった形でしたが、どうですか？　このまま皇帝業、引き受けてはくれませんかね？』

　皇帝「業」という言い方も妙だが、たぶん、最初はどれだけ説明されても何もかもが面倒になっていた遥人は聞く耳を持たなかっただろう。

　だからこそ、説得するのは諦あきらめた、などと言ったのだろうか。

『僕は、僕の国で生きている者達が大好きなんですよねぇ』

　肩から力の抜けた物言いだが、だからこそ、飾ることがない気持ちが伝わってきた。

『でも僕にはもう時間がなかったから、あとはあなたに頼みたいんです。ダメですかね？』

　ザムニスで活き活きと過ごしていた人々や、遥人の活躍に目を輝かせる兵士達、恐い顔云うん々ぬんは脇に置いておくとしても、そうしたものが眩まぶしく見えていたのは確かだ。

『でも、また失敗するかもしれないぞ』

『いえ、今回の勝利は、あなたが仰る失敗を取り返して余りある快挙でしたよ！　次からは慎重さも身につくでしょうし、家臣を使うことも覚えるでしょう？　その上で、今回の戦術眼はそのまま我が国に留まるのですから迷う要素なんてありません。もちろん、犠牲になった本人にしてみればたまったものではないでしょうけれど、みなの無念は僕が一緒に連れていきますよ。何より、僕が、ぜひあなたに、あなたのような人だから、僕が何より大切にしている国と民を任せたいと思っているんです。いかがですか？』

　正直に言って、ズルいなと思った。

　ずっとふざけてばかりだったというのに、こちらが驚くほど飾り気のない言葉で真っ直ぐに訴えてくる。

　おかげで、遥人の心の中にディートリッヒの言葉がすとんと落ちてしまった。

『ま、やってやらんこともない』

　素直に引き受けたいと言い出すのも恥ずかしいので、少しもったいぶった答え方をするが、それでもディートリッヒは満足そうに頷いた、ような気がした。

『でも、本当に、消えちゃうのか……？』

『ええ。民達と、妹のことをお願いしますね』

『……できる限りのことはするよ』

『それで充分ですよ。二度目の生を楽しんで下さい！　ではハルト殿、お元気で！　死んだらまたお会いしましょうね！』

　などと、どこまでも明るいまま、ディートリッヒの気配は再び消えていった。

　彼が言っていた、後々、という言葉も気になるし、遥人が干渉したことで元の『フェーゲフォイア・クロニーケン』からズレつつあるのも確かだ。

　それでも遥人は、この世界ともう少しつき合っていく気持ちになっていたのだった。
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　初めましての皆様、お久しぶりの皆様、ここまでお付き合いいただきありがとうございます！　氷ひ上かみ慧けい一いちでございます。




　ここしばらくはソシャゲのお仕事する機会が多く、書籍としては本当に久しぶりのご挨拶となってしまいました。皆様お元気にされてましたでしょうか？

　今回の作品はカクヨムにて掲載していたものに若干の修正と加筆を行い、一冊にまとめた本になります。

　既すでにカクヨムで読んでおられる方にとっては、内容的にはほぼ同じですが、文庫という形式になるに従い、横書きから縦書きになったり、行間が詰まったり、何より素敵なイラストが挿入されることで、かなり読み味が変わったのではないでしょうか。

　初見の方はいつも通り楽しんでいただけましたら幸いです──って、いつも通りじゃなかった。

　私、基本的にはノベライズで本を出すことが多かったのですが、何と今回、この業界で一○年以上やってきてほぼ初めてのオリジナル作品になっております！

　その意味でも、内心ドッキドキだったりしますがいかがでしたでしょうか？　少しでも楽しんでいただけましたら幸いです！




　さて、いきなりですが、私はゲームが大好きです！

　いやもう、それはいまさら高らかに宣言せずとも、カバーの折り返しに列挙されている著作リストを見ていただければバレバレですかね（笑）。

　基本的に、私がゲームを楽しむ場合のこだわり（というほど大袈裟なものでもないですが）は、ゲームを作った方々が「こう楽しんで欲しいな」という意図を順番通りに辿って遊ぶようにしているのですが、ただ裏技は裏技で心トキメクものがあります。

　ひと通り楽しんだ後、最初のプレイでとんでもなく苦労した場面で、

「え!?　こいつ、こんなあっさりと倒せちゃうの!?　スゲーッ！」

　みたいな体験は、また別の楽しさがありますね。

　とはいえ、今のネットワークにつなぐゲームだと他の方に迷惑がかかる場合もあるので絶対やりませんけれども！　チートはダメ、絶対！




　そんなわけで、本作はそういう邪道プレイの快感を小説にしてみたらどうなるか、というところが出発点になっております。

　邪道から、それなら悪役皇帝でしょ！　となり、転生した主人公が悪役になって邪道の限りを尽くすこんな話になってしまったのです。

　とはいえまだ物語ははじまったばかりなので、邪道の「じ」ぐらいしか顔見せできていないかもしれませんね。

　もっと悪役皇帝道を極きわめ尽つくさなければ！

　主人公の遥はる人とも、暗黒教団の巫み女こ様さま（お色気たっぷり）やダークエルフのお姉さんに迫られてもなかなかなびかないヘタ──こほん、真面目な青年なので、その彼がどんな悪役皇帝になっていくか、楽しみにしていて下さい！




　さて御礼コーナーに移りたいと思います。

　雰囲気のあるイラストで本作を盛り上げて下さったオギモトズキン様、カラーもモノクロのイラストもイメージピッタリで感激しております。

　特にアリーセが可愛くて、担当さんと「可愛いっすね～」と盛り上がっておりました。これからもよろしくお願いいたします～！




　担当のＧ様、大変な状況の中で作業を進めていただきありがとうございました。何より、素敵なイラストレーター様とマッチングしていただき大感謝です。

　そして何より本書を手にとっていただきました読者の皆様！

　ネトゲで顔を知らないフレとゲームを楽しむぐらいの気楽な感覚で、私と一緒にゲーム世界を楽しんでいただければ幸いです。

　もしよろしければ、引き続きお付き合いの程、よろしくお願いいたします～。

　ではまた、どこかの戦場でお目にかかりましょう！








二○二○年七月某日　氷上慧一
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